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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　朝、目が覚めると、ビックリするくらい可愛かわいいエプロン姿の女の子が、オレのために朝食を作ってくれていた。




　……という状じよう況きようは、男として大いに憧あこがれるシチュエーションではあったけど、実際にやられてみると喜びよりも困こん惑わくの方が大きかった。

「何でお前がオレん家ちにいるんだよ？」

　もぞもぞとベッドから這はい出たオレ、立たち花ばなアキトが尋たずねると、きらきらの瞳ひとみにつんと尖とがった鼻、つつじ色の髪かみを長くしたその少女は、いたずらっぽい笑えみを浮うかべて、こんな戯ざれ言ごとを繰くり出した。

「あら、やっと目が覚めたのね。もう、ちゃんと起きないと会社に遅ち刻こくするわよ、あ・な・た♪」

「何が『あ・な・た♪』だ。よくもオレの睡すい眠みんを邪じや魔ましやがったな。不法侵しん入にゆうで訴うつたえるぞ、ミウ」

　オレが不ふ機き嫌げんに言い放っても、その少女──ミウは、どこ吹ふく風だ。まな板の上に載のせたネギを、包丁でリズミカルに切り刻んでいる。

　和わ久く村むらミウ。超ちよう絶ぜつブラック企き業ぎよう『ワクワクフーズ』の前社長の娘むすめ。「社しや畜ちくの英才教育を受けた社畜エリート」を自じ称しようしている、若いながらも筋金入りの社畜だ。帰国子女で、社畜系バーチャルアイドル「根ね津づ畑はたラク」の中の人としても知られている。

　社畜。

　24時間、常に仕事のことばかり考え、恋れん愛あいや家庭や趣しゆ味みは二の次、三の次。賃金が低かろうと、身体からだを壊こわそうと、そんなことはおかまいなし。上司に言われるがままにとにかく働きまくる、企業に飼い慣らされた奴ど隷れいのことだ。

「労働基準法？　ウチでは、それより社長の命令が絶対だから（笑）」

「働けない奴やつは死んでしまえ！　働かざる者人にあらず」

「これからの時代、全社員に経営者目線が必要だ！　ただし給きゆう与よはバイト以下な！」

「休日もどうせ暇ひまだから、会社に来て仕事をしよう！」

　そんな暴言・妄もう言げんをごくナチュラルに口にする、クソ経営者言いなりの憐あわれな奴ら。日本を世界一働きづらい国にしてしまった戦犯たちだ。

　で、その社畜たちの中でも特別なエリートであるミウが、なぜ朝っぱらからオレの家に来ているのか。

「起こしに来てあげたのですわ。言ったでしょう？　私は、あなたを社畜の道に引きずり込んで差し上げると」

　そう。ミウは、自身が社畜であるばかりでなく、オレのことも社畜にしてやろうと企たくらんでいる。残業を拒こばみ、人間らしい生き方を愛する、「反社畜」のこのオレをだ。

　ワクワクフーズに勤めていたオレ、立花アキトは、定時退社をめぐって、社畜たちと連日熱いバトルを繰り広げていた。総務課四天王を名乗る上司、田た中なか係長や斉さい藤とう係長をぶちのめしたオレは、ついに労働基準法違い反はんを繰り返す和久村平へい助すけ社長に挑いどんで、その野望を打うち砕くだいた。それがワクワクフーズでの、オレの最後の戦いだった。今は退職して、別の企業で働き始めている。

「早朝出勤は、ごますり・残業・土下座・自じ爆ばく営業と並ぶ、由ゆい緒しよ正ただしい社畜しぐさの一つですわ。よく覚えておくことね」

　ミウは、わけの分からない言葉を持ち出した。得意げに解説する。

「社畜しぐさは、江え戸ど時代から連綿と受うけ継つがれる伝統ある日本人の作法ですわ」

「噓うそつけ！　江戸時代に社畜がいてたまるか！」

　日本人だって、江戸時代にはもっとのんびりと仕事をしていたはずだ。社畜が誕生したのは、戦後の高度経済成長期だと聞いている。

　オレは枕まくら元もとにある目覚まし時計に目を向けた。時計の針は、まだ６時を指していた。

「ふざけるな。オレは二に度ど寝ねするからな」

　そう言って、オレがもう一度布ふ団とんを頭から被かぶろうとすると、

「フフ。いつまでそう言っていられるかしら」

　そう言って、ミウはない胸を張った。いつも思うんだが、こいつのこの自信はどこから来るんだろう。

　オレがベッドで横になっていると、ほどなくして、味み噌そ汁しるのいい匂においが漂ただよってきた。

　ミウの秘密兵器はこれか。オレは内心で白旗を上げた。確かに、この誘ゆう惑わくに抗あらがうのは難しい。くっそ、これは卑ひ怯きようだ。

　オレはしぶしぶ寝ね床どこから起き出して、ダイニングへと向かった。エプロン姿のミウが、勝かち誇ほこったようにほほ笑む。

「素す敵てきなお宅ですわね。台所用品もいいものが揃そろっていますわ」

「まあな」

　ここは、死んだ父さんと母さんが残した、オレと姉ちゃんのマンションだ。姉ちゃんは病気で入院しているので、今は実質、オレが一人で暮らしている。

　姉ちゃんが入院してお金が必要になったとき、このマンションを売ばい却きやくするという手段も当然考えたんだが、それは結局いろいろ問題があって難しいことが分かった。

　一つは、登記上の所有者は姉ちゃんになっているので、オレが勝手に売ることができないという点だ。売却のためには、お金がないことを正直に姉ちゃんに言う必要がある。

　じゃあ全部話して姉ちゃんの許可を取ればそれで万事ＯＫなのかというと、実はそのあとにさらに大きな難問が待ち構えていた。姉ちゃんが倒たおれた時点では、姉ちゃんもまだ未成年だったので、自分だけで不動産の売買に関する契けい約やくを結ぶことができなかったんだ。ほとんど会ったことのない親しん戚せきの人が、オレたち姉きよう弟だいの名目上の保護者になっていたので、その人に連れん絡らくをとる必要があった。

　でもオレと姉ちゃんは、親戚の人とかには頼たよらずに二人で生きていくって決めてたんだ。だから、マンションを売るという手段を、そのときオレはあきらめた。

　何より、ここはオレと姉ちゃんが生まれたときから住んでいる、思い入れのある家だしな。姉ちゃんが退院したときに帰る場所がないのでは、あまりにも悲しすぎる。

　そんなわけで、オレは自分と姉ちゃんの居場所を守るために、社畜たちと戦いながら頑がん張ばって働いているというわけだ。

「さあ、私の作った朝食、よく味わいやがりなさい！」

　ほかほかのご飯、焼き魚に玉子焼き、豆とう腐ふとネギの入った味噌汁。ミウが出してきたのは、スタンダードな朝の和食だった。

　食しよく卓たくに着いたオレは、玉子焼きを一口食べてみた。ほんのり甘みがあり、とろりとした食感が心ここ地ちいい。
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「……けっこううまいじゃん。お前、いいお嫁よめさんになれるよ」

　オレが褒ほめると、ミウは顔を耳まで真っ赤にして、オレを急せかし始めた。

「なっ、何を馬ば鹿かなことを言っているのです!?　そんなことよりも早く食べて早朝出勤するのです！　味わって食べている暇などありませんわ！」

「さっきよく味わえって言ったばかりじゃねえか！」

　しかし、まあ、確かにこいつはめちゃくちゃ可愛いから、こんな子が奥さんになってくれたら、幸せだろうなと思う。

『お帰りなさい、あなた』

　仕事から帰ったら、可愛くそう言って、オレを出で迎むかえてくれるんだ。そして、オレが靴くつを脱ぬいで家の中に上がると、ミウは、もじもじしながら伏ふし目めがちにこう言うのだろう。

『いつもお仕事ご苦労さま。あなたがいなくて、寂さびしかったわ』

　これだよ、これ！　いいね！　憧れるね！　これぞ新しん婚こん生活だよ！

　その一言に、オレはキュンとして、まじまじと彼女を見つめるんだ。

『オレの方こそ、早く君に会いたくて、急いで帰ってきたんだよ』

　普ふ段だんのオレはそんなしゃべり方はしないんだけど、妄もう想そうの中だからめいいっぱいキザになっている。

　そして、問題は次だ。新婚夫ふう婦ふと来たら、お約束の、あの台詞せりふだろう。

『で、ご飯にする？　お風呂ふろにする？』

　オレが脱いだ上着を受け取ってハンガーにかけながら、ミウはそっと問いかけるんだ。

『それとも──』

　ゴクリ、とオレは唾つばを吞のみ込む。ドキドキしながら次の言葉を待っていると、ミウは恥はじらいに顔を真っ赤にしながら──。




『それとも──し・ご・と？』

「……って、何でだよ！　持ち帰り残業かよ！」




　……駄だ目めだ。頭を抱かかえて、オレは妄想を打ち切った。やっぱミウをお嫁さんにしたら、危険だ。

「突とつ然ぜんニヤニヤし始めたと思ったら、今度は微び妙みような表情を浮かべて、気持ち悪いですわよ、立花アキト」

「う、うるさいな。それよりこの味噌汁、出汁だしがきいてて本当にうまいな」

　オレが無理やりごまかすと、ピンポン、とチャイムが鳴った。

　あれ？　こんな時間に来客か？　今朝は千客万来だな。

　そう思いながら玄げん関かんに向かうと──。

「アキトー、起きてるー？」

　バタン、と勢いよくドアの開く音がして、首からシロクマのペンダントを下げた栗くり色いろの髪かみの少女が、ずかずかと家の中に上がり込んできた。

　桜さくら野のユイカ。オレの幼なじみで、夜間定時制高校に通いながら働いている勤労少女だ。父親を働き過ぎで亡なくしているので、残業を強制する社畜たちには激しい怒いかりを燃やす、意志の強い反社畜だ。オレがワクワクフーズを離はなれ、今の会社に移った際に一いつ緒しよについてきた。

　そのユイカは、ミウの姿を見て目を丸くした。

　あ、やべ。これは気まずい……。

「あ、あんた……人に告白しておいて、何、他ほかの女の子を自宅に連れ込んでるのよ……」

「いやいやいや！　違ちがう違う！」

　オレは慌あわてて否定した。

「こいつが、勝手に押しかけてきたんだよ」

「どうしてちっちゃいコがアキトの家の場所を知ってるのよ？」

「あれ？　そう言われれば」

　ユイカがオレん家を知っているのは、不思議でも何でもない。オレの幼なじみであるユイカは、幼よう稚ち園えん児じのときに何度か遊びに来ていたからだ。

　だが、ミウがオレん家ちの場所を知っていたのは、確かに謎なぞだな。

「ミウ。どうやって場所を調べた？　あ、さてはお前、オレがワクワクフーズに提出した履り歴れき書しよか何かを見たんだな？　それはプライバシーの侵しん害がいだぞ！」

「社畜の辞書に、『プライバシー』という言葉はありませんわ。一度同じ企き業ぎように勤めたからには、社員はみな家族。家族間に、プライバシーなどありはしないのですわ」

　また謎の社畜理論を展開するミウ。

「ところで、ユイカは何しに来たんだ？」

「え？　それは……」

「もしかしてオレのために朝ご飯を作りに来てくれたのか？」

「そ、そんなわけないでしょ！　何であたしがあんたに朝ご飯を作ってあげなきゃいけないのよ！」

　手て提さげ袋ぶくろから、しっかり長ネギが見えてるぞ。

「うちのテレビが壊こわれちゃったから、見に来たの！」

　かなり苦しい言い訳をして、ユイカはテレビのリモコンを手に取った。

「うわ」

　テレビをつけたユイカは、おぞましいものを見たかのように顔をしかめた。

　朝のニュースに映し出されていたのは、政権与よ党とうの有力女性政治家の姿だった。

　我が芽め津つイリナ。若くして大だい企き業ぎよう・ゼニクレ商事の社長となり、大だい胆たんな派は遣けん切ぎりを断行して『千人斬ぎりの我芽津』の異名をとった。その後政界に進出して、政権与党の論客の一人となっている。三十代のはずだが、二十代でも十分に通る美び貌ぼうの持ち主だ。

「朝から最悪な顔を見たわ」

　ユイカは吐はき捨てた。我芽津は過激な労働規制撤てつ廃ぱい派として知られており、「日本人の明日を考える会」とかいう与党内のグループの座長を務めていた。このほど提言がまとまったので発表する、というのがニュースの趣しゆ旨しだった。

『わたくしたちが目指すのは、日本の全企業のブラック化、全労働者の社しや畜ちく化ですわ。世の中には、ブラック企業を悪者扱あつかいしたり、社畜が働き過ぎるのはいけないことだ、という風潮がありますが、とんでもない。日本経済を支えているのは、まさに彼らなのです。社畜にあらずんば人にあらず。労働時間の制限を撤廃し、どれだけ無茶な働き方も可能にすることが、時代の要よう請せいなのですわ』

「どんなディストピアだよ！」

　テレビの声に、オレはツッコミを入れた。

『もっともっと働きたい、という労働者は大勢います。労働者が働きたいだけ働くことを認める。いわば、一億総社畜化計画ですわ。これにより日本経済は活性化し、日本人は元気と自信を取とり戻もどすことでしょう』

「何言ってんだか。あーあ、このおバカの頭上に隕いん石せきでも落ちてこないかしら」

　ぶっそうなことを言って、ユイカはテーブルに着いた。いつの間にか、ミウはオレだけでなく、ユイカの朝食まで準備していた。凄すごい早さでご飯に食らいつくユイカ。

　苦い思いで、オレはテレビ画面の我芽津を見つめた。オレがワクワクフーズの前社長の野望を打うち砕くだいたあの戦いと、この一件が無む縁えんであるとは思えなかった。あのとき、社畜やブラック企業を憎にくむ多くの人たちが、オレに賛同の意を表してくれた。だが、実のところ「日本経済を支える社畜たちを応おう援えんしよう」「ブラック企業のどこが悪い。若いうちはもっと苦労をするべきだ」などと主張する人たちも、同じくらい多かったのだ。

　政界・財界に深く根を張る彼らは、和久村社長の失しつ脚きやくに深刻な危機感を抱いだいたらしい。オレたち反社畜の動きを封ふうじ、ブラック企業が自由に活動できるような法整備を、急速に推おし進めようとしているらしかった。

「ミウ。お前は、やっぱりこいつのこと支持してるのか？」

「そ……そうね」

　あれ？　何だか歯切れの悪い回答だな。

「……って、桜野ユイカ、あなた何勝手に他人ひとの朝食を食べ始めていますの!?」

「あれ？　これ、あんたのだったの？」

　ユイカはきょとんとして箸はしの動きを止めた。

「あんたのことだから『社畜の辞書に「朝食」という言葉はありませんわ。朝食抜ぬきで仕事をするのが社畜のスタンダードよ♪』とか言い出すのかと思ったわ」

「そんな!?」

「え、違うのか？　オレもてっきりそうだと思ってて、ユイカの分まで作るなんてミウは気が利きくなあ、って思ってたところなんだけど」

「な、なぜ私が桜野ユイカの分までご飯を作らないといけませんの!?」

　違うのかよ。素すで勘かん違ちがいしてしまったぜ。

「フフ……まあいいですわ。桜野ユイカがやって来たのは想定外でしたけれど、かえって好都合ですわ。さあ、みんなで早朝出勤をするのですわ！」

「しねえよ！」

「フフ。口では嫌いやがっても身体からだは早朝出勤ですわよ」

「何言ってんだお前！」




　結局、ミウに急かされるような形で、ずいぶんと早く家を出ることになってしまった。そのまま会社に行けば、確かに早朝出勤ということになっただろう。だがそうは問屋がおろさなかった。問屋にも休業日はあるのだ。

　都心の喫きつ茶さ店てんでモーニングカフェを飲みながら、オレはユイカに語りかけた。

「ミウの奴やつ、ちょっと抜けてるところがあるよな」

　もうオレとユイカは、ワクワクフーズを退職した身だ。今は違う企業に勤めている。ワクワクフーズに向かうミウとは、途と中ちゆうから分かれて出勤することになる。

　だからミウの監かん視しから離れてしまえば、こうやってカフェでのんびり時間を潰つぶすこともできるってわけ。わざわざあいつの思おも惑わく通りに、早く職場に向かう必要などはない。そこに気付かないとは、マヌケな奴だぜ。

「早朝出勤させるというのはタテマエで、目的は別にあったんだと思うけど」

「は？　どういうこと？」

「ちっちゃいコは、あんたに手作りの朝食を食べさせたかったんじゃないの？」

「え、まさかご飯の中に毒を」

「いや、そうじゃなくて……あんたまさか、本気で分からないわけじゃないでしょうね？　女の子が男の子の家に押しかけて、ご飯を作ってあげるということの意味が」

　え。何だそれ？　すごく面めん倒どう見みのいい女の子だってことかな？

　カフェを飲み干してから、オレたちは店を出た。そして半月前から勤め始めた新しい職場──ゼニクレ商事に向かって歩き始める。

　ゼニクレ商事。そう、先ほどテレビに出てきた我芽津イリナが以前社長を務めていた会社が、オレたちの新しい勤め先なのだ。

　文ぶん房ぼう具ぐや生活雑貨、キャラクターグッズの製作・販はん売ばいを手がける企業だ。もとはまったりとやってきた会社だったらしいのだが、我芽津が社長となり改革に乗り出すと、社内の空気は一変した。急速な事業拡大にともなって社員の労働時間は激増し、身体を壊して退職する人が相次いだ。そうでなくても、無能と判断された人たちは容よう赦しやなくクビを切られた。それを埋うめるために採用された若い人たちも、ろくな研修もなしに即そく戦せん力りよくとして無茶な働き方を強要され、採用三ヶ月で辞やめる人が続出、今やどこに出しても恥ずかしい立派なブラック企業である。

　我芽津が政治家に転身し、社長の座を退いた後も、その社風は変わらなかった。それでも、まだかろうじて残っていた良識派の上役が、オレたちをスカウトしてくれたのだ。藤ふじ浦うら執しつ行こう役員、というその白しら髪がの初老の男は、40歳以上も年の離れたオレに深々と頭を下げてこう言ったのだ。

「頼たのむ！　わしらと一緒に戦ってくれ！　ゼニクレ商事に、光を取り戻させてくれ！　あの和久村平助を破った君にならできる！　いや、これは君にしかできないことなんだ！」

　その誠実な態度や熱い思いに胸を打たれて、オレはユイカとともにこの会社へとやってきたのだった。

　正社員であるオレは、一日８時間の週５日勤務。アルバイトのユイカは同じく一日８時間労働だが、週４日の勤務ということになった。藤浦氏はこう続けた。

「それで君たちが配属される販はん売ばい促そく進しん課だが……一人、優ゆう秀しゆうな反社畜が所属している。名は虎こ牙がシュンスケ。もとは京都支社に勤務していたのだが、支社きっての社畜たちを全員コテンパンにやっつけてしまったという凄すご腕うでだ」

「それは凄いっスね」

「我々の最終的な目標は我芽津イリナの打だ倒とうだが、君たちは彼と連れん携けいして、まずは販売促進課の社畜どもを叩たたきのめしてほしい。ただ……虎牙は一ヶ月ほど前、定時退社を頑がん張ばりすぎて大おお怪我けがをしてしまってな。今は休養中だ」

　いったいどんなシチュエーションなのかよく分からないが、そんなわけで未いまだにその虎牙という男には会えていない。ユイカと二人で社畜たちと戦う毎日である。

「もう半月かあ」

　歩きながらつぶやくと、ユイカが尋たずねてきた。

「仕事、慣れてきた？」

「どうかなあ。朝礼のかったるさには、なかなかついていけないな。何でエラい人の小言って中身カラッポなんだろ。『一分一秒を無む駄だにせず、今を大事にしよう！』とか言ってるけど、お前のくだらない説教を聴きくことが一分一秒の無駄だっつうの」

　秋風が吹ふく。ワクワクフーズを退職したときは、まだ残暑の厳しい時期だった。今は、そろそろ紅葉が見ごろな季節を迎むかえる。

　話をしているうちに、勤務先のオフィスビルに到とう着ちやくした。

　数々のブラック企業がオフィスを構える50階建ての超ちよう大型ビルで、通つう称しようは「社畜タワー」。５年前に開業したばかりの最さい新しん鋭えいの建物だ。企業のオフィスだけでなく、ショッピングフロアやレストラン街、さらには美術館や温水プール、コンサートホールまである複合施し設せつだ。最近は「社畜の聖地」としてテレビで取り上げられることもあるらしい。

　エレベーターでゼニクレのオフィスがある46階まで上る。

「「おはようございます！」」

　オフィスのドアを開け、オレとユイカが大きな声であいさつをすると、上司である本もと山やま課長が「おう」と短い返事を返してきた。

　本山課長。ゼニクレ商事・販売促進課のボス。四十代後半で銀ぎん縁ぶち眼鏡をかけたバーコード頭のおっさんだ。オレが以前勤めていたワクワクフーズの田た中なか係長によく似ている。ほとんど色いろ違ちがいキャラといっていいくらいだ。好きな食べ物はエビ・カニ料理。好きな言葉は『懇こん切せつ丁てい寧ねい』『天てん網もう恢かい恢かい』だ。言うまでもなく、バリバリの社畜である。

「ずいぶんと重役出勤だな。お前たちはいつからそんなに偉えらくなったのだ」

　いやいや、遅ち刻こくはしてねえから！　何で定刻通りに来ただけでそんなイヤミを言われなきゃなんないんだよ!?　早朝出勤がデフォルトなのかよ！

「我々が早朝出勤していると思ったか？　残念、徹てつ夜や明けだ！」

　余計悪いわ！　ちゃんと帰れよ！

「自宅とは、遠きにありて思うもの。社畜たる者、このくらいの徹夜はどうということはない。それにしても、ヤツといいお前らといい、販売う促進課ちはやっかい者だらけだな。ただでさえ忙いそがしいのに……」

　本山課長は憎らしげに吐はき捨てた。

「ああ、そういえば。今日からヤツが戻ってくるのか」

「え、今日なんスか」

　オレは訊きき返した。ユイカが確かく認にんする。

「ヤツって、例の、虎牙さんとかいう人ですよね？」

　京都支社の社畜を全員一人で叩きのめしたという凄腕。いったい、どんな男なのだろう。

「噂うわさをすれば、だな」

　本山課長の言葉で、オレは振ふり向むいた。

　印象的な風ふう貌ぼうの男が、オフィスへと入ってきた。ライトイエローの髪かみに、彫ほりの深い顔立ちのイケメンだ。身体はスポーツマンのように引ひき締しまっている。その男を見て、社しや畜ちくたちはみな一様に顔をしかめた。職場ではあまりいい顔はされていないらしい。社畜が反社畜を嫌きらうのはおかしなことではないが、それだけではないような気がした。

「あんたが虎牙か？」

　オレが声をかけると、男は不ふ審しんそうな表情でオレに名乗った。

「ああ、おれは虎牙シュンスケ。『迅じん雷らいの帰き宅たく魔ま』の名で呼ばれることもある、さすらいの反社畜だ」

　え、何だって!?　『迅雷の帰宅魔』？　ぷっ、何その、中二病っぽいネーミング。もしかして自分で考えたのか？　それに、「さすらいの反社畜」て。かっこいいと思ってるのか？

　と思ったけどそれは口に出さず、オレは虎牙に短く名乗り返した。

「オレは立花アキト」

　すると、虎牙は軽く驚おどろいたように眉まゆを動かした。

「名は聞いている。ワクワクフーズの社長を叩きのめし、次代の『働き手をスター照らす星ライト』と目されている、と」

「二週間前から、こちらで働いてる。よろしくな」

「若いと聞いていたが、想像以上だな。年はいくつだ？」

「もうすぐ18になる」

「そうか」

　そうつぶやいたきり、虎牙はオレに背を向けてしまった。オレに大して関心がないのか、表情は硬かたい。カバンから取り出した書類を、自分のデスクに置き始める。

　思いもしないそっけない態度にオレは慌あわてて、

「同じ反社畜同士、仲良くしようぜ」

　握あく手しゆをしようと手を差し出した。虎牙は大理石のような表情を崩くずさなかった。

「断る」

　全力で拒きよ否ひされた!?　オレも残業を断るときはそれくらいキッパリ断るけど、仲良くしようと言ってすげなく断られたのは初めてだぜ。

「おれは慣れ合うのは嫌いだ」

「ちょっと、その態度はないんじゃないの!?」

　見かねたユイカが、横から口を出してきた。

「仲良くしようっていう相手に、いくら何でも失礼じゃないの」

　まあユイカもワクワクフーズの総務課に来たばっかりの頃ころはそんな態度だったけど、自分では忘れているようだ。

「お嬢じようさん。あんた、何者だ？」

「あたしは桜野ユイカ。趣しゆ味みは貯金と親孝行。好きな食べ物はコーヒー牛乳プリン。好きな言葉は『自主独立』と『反骨精神』。定時制高校の夜間部に通いながらアルバイトに励はげむ勤労少女。今は、このゼニクレ商事販売促進課で雑務全ぜん般ぱんを任されているわ」

　その自己紹しよう介かいも久しぶりだな。

　すると虎牙は、オレの時とは打って変わって愛あい想そのいい笑えみを浮うかべて、優ゆう雅がに一礼した。

「おれは虎牙シュンスケ。趣味は定時退社とビデオ鑑かん賞しよう。好きな食べ物は寿司すしと焼き鳥。好きな言葉は『泰たい然ぜん自じ若じやく』と『悠ゆう々ゆう自じ適てき』。今、日本で最もホットな反社畜といえばおれのことだ。美しいお嬢さん、以後お見知りおきを」

　そう言って、虎牙はユイカの手を取り──。




　その白い手の甲こうに、そっとキスをした。




　……って、何してやがる!?

「虎牙！　てめえ……！」

「ん？　何だ？　この娘こは、お前の女なのか？」

「い、いや、それは……」

　それは何というか……告白はしたけど返事はもらってないというか……むしろ思いっきり振られたっぽいというか……でもゼニクレに転職するときに一いつ緒しよについてきてくれたからまったく脈がないわけではないというか……。

「お前の女ではないんだな？　じゃ、おれの女だ」

「どうしてそうなる!?　ユイカも、何で黙だまってるんだよ！」

　普ふ段だんのユイカなら、「何すんのよ！」って虎牙を張はり倒たおしていてもおかしくないところだ。オレが同じことをやったら、間ま違ちがいなくそうしていたはずだ。ところがユイカは、ぽうっとして立ち尽つくしている。

　こいつがイケメンだから？　まさか、こいつに惚ほれたのか？

「ぷっ」

　オレがやきもきしていると、ユイカは急に吹き出した。

「演技がクサすぎて、あっけにとられただけよ。こんな変な人、初めて会ったわ」

　そ、そうか。そういうことか。ああよかった。

「みんな最初はそう言うんだよ。でも、女たちは皆みな、すぐにおれの魅み力りよくの虜とりこになる。お嬢さん、君もきっとそうなるさ」

　自信たっぷりに言って、虎牙はマイカップとともに席を立った。コーヒーを淹いれに行くのだろう。

「……なんかこう、痛い奴やつだな」

「でも、優秀な反社畜だって聞いているわ」

「そうだな。どれくらいの腕うで前まえか、見定めてやるとするか」

　凄すご腕うでの反社畜は、仕事もできる人が多い。定時までに仕事を終わらせることができないと、そもそも定時で帰ることなどできないからだ。ワクワクフーズでのオレの先せん輩ぱいであるクールさんは、ビデオの早送りみたいな動作で仕事をバリバリこなしていた。もっとも効率的な仕事の手段を見つけ出す天才や、無駄な会議を一いつ瞬しゆんで終わらせる切れ者の反社畜もいると聞く。

　さて、お手並み拝見だ。虎牙はどのくらい仕事ができるのだろうか。自分の仕事をこなしながら、オレは虎牙の仕事ぶりをこっそりと観察した。

　……。

「って、あいつ何でのんびりコーヒー飲んでるんだよ!?」

　やべえこいつ全然仕事してねえ。いや、してるフリはしてるんだが、始業時間からまだ30分しか経たっていないのに、もうコーヒーは二杯はい目だ。

「まあ、朝くらいはゆっくりコーヒーを飲んでてもいいんじゃない？」

　ユイカがフォローする。確かに、朝からあまりにせかせかと働くのも、社畜みたいで嫌いやだけど……。

「でも、コーヒーがブラックなのはいただけないわ。反社畜なら、コーヒーには砂糖とミルクをたっぷり入れるべきよ」

　謎なぞのダメ出しをするユイカ。いや、飲み方は人それぞれだろ。

「おい立花、手が止まっているぞ。忙しいんだから、ちゃんと仕事をしろ」

　本山課長の怒ど号ごうが飛んだ。おっと、虎牙の観察に忙しくてオレ自身が仕事をストップさせていた。自分の仕事もちゃんとやらなくちゃな。

「ああ、忙しい忙しい。ああ、もうこんな時間！　ちょっと外の会議に行ってくる」

　そう言って課長はオフィスから退出した。オレも自分のパソコンに向き直る。

　オレが今手がけているのは、間もなく行われる「社畜フェスティバル」という謎のイベントへの出店計画だ。

　何でも、一年に一度、全国から大勢の社畜やブラック企き業ぎよう関係者たちが一堂に会するお祭りがあるらしい。まあ一堂に会する、といっても、そこは仕事で超ちよう忙しい社畜たちのこと、社畜界では名を知られた存在なのになかなか出席できない、という者も多いらしいが、とにかくそういう大がかりな行事があって、そこにゼニクレ商事も店を出すのだ。

　ちなみに会場は、ここ、オレたちが今働いている「社畜タワー」だ。コンサートホールやイベント用スペースも充じゆう実じつしているし、何より多くの社畜たちが普段から働いているから、会場にはうってつけというわけだ。

　その企き画かく書しよを書かされているんだけど……どんなコンセプトの店にするか、どんな客層をターゲットにするかなど、考えることは多い。

　と、ここでトゥルルルル……と電話が鳴った。

　電話対応は主に新入社員がする、というのがゼニクレ商事のルールになっている。オレは率先して電話をとった。

「はい、いつもありがとうございます。ゼニクレ商事、販はん売ばい促そく進しん課の立花です」

　マニュアル通りにあいさつをすると、突とつ如じよ凄すさまじい轟ごう音おんが受話器から流れ出てきた。

『俺だけど、課長おるかーッ？』

　誰だれだよ！

「ええと……申し訳ありません。課長の本山は外出中でして──」

『ほんなら、俺んとこに電話くれって伝えてくれやーッ』

　だからお前は誰なんだよ！　あと、声でけえ！

「すみません、どちら様でしょうか？」

『何だとーッ!?　俺だ俺！　お前、俺のことが分からんのかーッ』

　オレオレ詐さ欺ぎかな？

「大変恐きよう縮しゆくですが、お名前を教えていただけますでしょうか？」

『俺はうあ～産業のほにゃ～だ』

　え？　今なんつった？　でかい声なのに、大事な固有名詞の部分がよく聞き取れなかったぞ。

「申し訳ありませんが、もう一度おっしゃっていただけま──」

『だから、うあ～産業のほにゃ～だっつってんだろ！』

　だから何で肝かん心じんのとこだけモヤがかかったような発音なんだよ!?　自分の所属と名前くらいはっきりしゃべれ！

　まあいいや。新入社員のオレには分からないが、「俺だ俺」っていうくらいだから、この職場の連中にはお馴な染じみなんだろう。「こう、声のやたらでかいおっさんで……」と説明すれば、「ああ、あの人か」と分かってくれるはずだ。

「うあ～産業……の、ほにゃ～様……ですね。かしこまりました、お伝えしておきます。ええと、念のためお電話番ご……」

『おう頼たのむわ』ガチャン。

　切るなよ！　何なんだこのオッサン。

　そして切れた途と端たんに本山課長が「やばい忘れ物した！」とか言いながら戻もどってきたので、

「あ、課長すいません。今、声のやたらでかいおっさんからお電話がありました。名前、よく聞き取れなかったんですけど、うあ～産業のほにゃ～さんとか言ってました」

　と伝えたところ……。

「はあ？　誰だそれは？　立花、お前、電話番もまともにできんのか！」

　あれー!?　思いっきり叱しかられたぞ。納なつ得とくいかねえ。

　本山課長は机の上に置きっぱなしになっていたスマホを手に取ると、またすぐに部屋の外へ出ていった。「やばい、完かん璧ぺきに遅ち刻こくだ。ああ忙いそがしい」とか言いながら。

　ふと見ると、虎牙がゲラゲラと笑っていた。

「立花、残念だったな。今の電話は、たぶん間違い電話だ」

「間違い電話!?」

「声がでかかったのでおれのところにもよく聞こえたが、イマキタ産業といえば、プラスチック製品の加工などに強みを持っているメーカーだ。たぶん、ウチの製品開発課あたりにかけようと思って、間違えてかけてきたのだろう」

「分かってたならフォローしろよ！」

　オレは腹を立てた。この虎牙という男は、どこまでも困った奴だ。




　　　　＊




　午後になってからも、虎牙はまだ仕事に本ほん腰ごしを入れていないようだった。何もしていないわけではないのだが、傍はたから見ていると怠なまけているようにしか見えない。

「……こんなにのんびりと仕事をしていたら、定時までに終わらないぞ？」

「きっと、定時ギリギリになったらもの凄すごいパフォーマンスを発揮するタイプなのよ」

　反社しや畜ちくにも、いろんなタイプがいる。ユイカの言うとおり、締しめ切きりが近づいて切せつ羽ぱ詰つまらないと本気を出せない奴もいる。虎牙も、そうなのだろうか？

　オレにはそうは思えなかった。むしろ虎牙は、本当はこのくらいの仕事は余よ裕ゆうでこなせるのに、わざと手を抜ぬいているようにしか思えなかった。

　いったい、どうするつもりなんだ？

　オレは首をかしげるしかなかったが、虎牙は３時になるとおやつタイムを設けて紅茶とポテチ一袋ふくろを平らげた。夕方になっても、相変わらずだ。たまにちょっと仕事をしたかと思うと、ダラダラとパソコンでネットを見たり、またコーヒータイムに突とつ入にゆうしたりと、実にやる気がない。もうあきらめているのか、課長や社畜たちからのお咎とがめもないようだった。

　そうこうしているうちに、定時を迎むかえた。結局、虎牙の仕事は終わらなかった。

　と、ここで虎牙がすっくと立ち上がった。目の色が変わる。瞳ひとみに、炎ほのおが宿る。上着を羽織り、カバンを手にして、力強く叫さけぶ。

「よし、今日の仕事はここまでだ！」

　え……？　やりかけの仕事を、すべてほったらかしにして帰るだと!?　締め切り、今日までって言われているのに!?

「アキト、ぼうっとしちゃだめよ」

　ユイカが、オレに活を入れた。

「虎牙さんのことは気になるけど、今日のところは、あたしたち自身の定時退社に全力を向けるわよ！」

　そ、そうだった！　他人の定時退社よりも自分の定時退社！　オレは素す早ばやく机の上の書類を片付けて、カバンを手に取る。すでに準備万ばん端たん整ったユイカとともに、廊ろう下かへ向けて走り出す。

　例によって、平社畜たちがオレたちを取り囲んだ。今日の社畜たちは機動隊員みたいに大型の盾たてを構えている。あっという間に人の壁かべができて、オフィスから廊下へと通じるルートが封ふう鎖さされた。

「ＯＰＥＲＡＴＩＯＮ・ＭＩＺＵＧＩＷＡ発動！　奴らを一歩たりとも外へ出すな！」

　オペレーション・ミズギワ？　ああ、『水際作戦』ね。どこかの市役所の生活保護課が、生活保護の申しん請せい者を窓口までたどり着かせまいとして編み出したとされる戦術だ。

「どけ！」

　虎牙が一いつ喝かつして、力ずくで突とつ破ぱしようと図はかるが、ポリカーボネート製のライオットシールドは頑がん強きようで、体当たりではびくともしない。

「なるほど、持久戦に持ち込むつもりね」

　ユイカがうなった。早く家に帰りたい反社畜への対たい抗こう手段としては確かに有効的な作戦だ。

「ふははは！　我々を平社畜だと思って油断したな！　我々とて、日々研けん鑽さんは怠おこたってはおらんのだ！」

「やれやれ。やっかいだな」

　さすがの虎牙も、攻せめあぐねているようだ。

「なあ虎牙、あんた、いったいどういうつもりなんだ」

　そんな虎牙に、オレは声をかけた。

「今日一日、あんたの仕事ぶりを見させてもらったが、とても反社畜の仕事とは思えない」

　虎牙の振ふる舞まいが、やっぱり気になったんだ。

　反社畜は、ただ定時で帰れればいいというものではない。仕事をきっちりとこなすことで、周囲の信しん頼らいを得ることが大切なのだ。仕事のできる人だからこそ、定時で帰ってもみんなから認められるのだ。「自分たちだけが良ければいいという自分勝手な奴やつら」などというレッテルを貼はられるわけにはいかない。

　すると虎牙は呆あきれたような顔をして、逆にオレに問いかけてきた。

「立花。そう言うお前は、何のために定時退社をするんだ？」

「え？　それは……。オレには病気の姉ちゃんがいて、いつも見み舞まいに行かなくちゃいけないから……」

「ふっ、愚おろかな」

　はあ!?　今こいつ何て言った？　愚か？　愚かって言った!?

　そりゃ、確かにオレはバカだよ。どうせバカですよ？　でも、今のオレの回答のどこに「愚か」って呼ばれるような要素があったよ？　我ながら姉思いの弟で、いい話じゃねえか。

「じゃあ虎牙、お前は何のために定時で帰るんだよ？」

「それは……」

　虎牙は、ハードボイルドにニヤリと笑った。

「それは、早く帰って今日発売のエッチなビデオ『巨きよ乳にゆう社畜ＯＬはむちむちホルスタイン』を見るためだ！」

　は？　えっ、こいつ爽さわやかな笑え顔がおで何言ってんの？

　エッチなビデオ？　いや、そりゃオレも嫌きらいじゃないですよ？　むしろ大いに興味がありますよ？　でも、そんな理由で定時退社がしたいなんて堂々と言うバカがどこにいるの？

　オレが動どう揺ようしていると、虎牙はいたずら小こ僧ぞうのような表情を浮うかべて、

「ほら社畜ども、お前らの相手はこいつがしてやるとさ」

　オレの背中を、どん、と突つき飛とばした。複数の社畜が、盾でオレを取り押さえにかかる。とっさのことで、オレは回かい避ひもできず、社畜たちにもみくちゃにされてしまう。

「よし、今のうちだ」

　オレという獲え物ものを捕とらえようとして、社畜たちの人の壁が、一いつ瞬しゆんだけ崩くずれた。その隙すきに虎牙はユイカの袖そでを引っ張り、廊下へと走り出した。

「ちょっと、虎牙さん！　アキトが……」

「放っておけ。それとも、おれと二人だけのランデブーは嫌いやかい？」

　何なんだよこいつ！　自分が帰るために仲間に敵の相手を押し付けるだなんて、反社畜の風上にもおけない奴だな！

「おのれ逃にげるか！　逃げるばかりでは、人間、成長しないぞ」

　こんなときまで自己啓けい発はつめいた説教をしようとする平社畜に、

「逃とう走そうは万ばん物ぶつの父、と古代ギリシアの哲てつ学がく者ヘラクレイトスが言っている」

　口から出まかせを言って、虎牙はユイカを連れ、凄い速度で走り去っていった。
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　押し寄せてくる社畜たちを、オレは力ずくで薙なぎ払はらった。

「ええーい、邪じや魔ますんなっ」

　オレは、虎牙に大事な話があるんだよ！　お前ら平社畜の相手なんかしている場合かっ！

　社畜たちを吹ふっ飛ばして、どうにか廊下に出る。ユイカを抱だきかかえて走る虎牙の後ろ姿が見えた。虎牙は非常階段を上がっていった。下に降りると、おそらく別の社畜どもが待ち構えている。それを避さけるためだろう。だが、上へ上ったところで、いったいどうやって帰るつもりなのか。

　疑問に思いながらも、虎牙の後を追う。ユイカを抱かかえているにもかかわらず、虎牙の足は相当に速かった。やはり、反社畜として名を馳はせるだけのことはある。

　そしてオレが虎牙とユイカを追って、屋上へ上がると──。

「うわっ」

　びゅんびゅんと吹きすさぶ突とつ風ぷうに、耳をつんざくようなプロペラの音。オレは思わずよろめいた。風圧で吹き飛ばされそうになるのを、かろうじて堪こらえる。

　視界に飛び込んできたのは、ヘリコプターだった。社畜タワーの上空で、シングルローター式のヘリがホバリングしているのだ。

　そして、ユイカを抱きかかえた虎牙が、ヘリから垂れ下がった縄なわばしごに摑つかまっていた。虎牙は不敵な笑み。ユイカは、あまりのことに言葉もないようだ。

　何なんだ。こいつは一体、何なんだ。

　オレが啞あ然ぜんとしていると、夜空をバックに、虎牙は高らかに叫び声を上げた。

「職場復帰初日ということで、景気づけだ。天をも揺ゆるがす我がダイナミック定時退社を見よ！」

　はあ!?　まさか、そのためだけにヘリをわざわざチャーターしたの？　こいつ馬ば鹿かだ！

「派手じゃなければ定時退社じゃない、がおれの信条でな！」

　だから意味分かんねえよ！　大事なのは、時間通りに家に帰ることだろ？　何で派手である必要があるんだ？　こいつにとっては、定時退社は娯ご楽らくか何かなのか？

　オレは、とある噂うわさを思い出した。反社畜の中には、別に残業は嫌いではないが、エクストリームスポーツの一種として、定時退社をエンジョイしている者もいるという。虎牙も、そうなのだろうか？

「フハハハハハハ！」

　謎なぞの高笑いとともに、虎牙はユイカを連れて、虚こ空くうへと姿を消したのだった。
















「いったいどういうつもりだよ!?」

　翌朝。遅ち刻こくギリギリに出勤してきた虎こ牙がに、オレは激しく詰つめ寄よった。ユイカも、納なつ得とくのいかない顔で鋭するどく虎牙を睨にらみつけている。

　オレは激げき怒どしていた。必ずこの邪じや智ち暴ぼう虐ぎやくの男を問とい詰めてやろうと決意していた。

「昨日のあれは、一体何なんだよ」

「何って、定時退社だが？」

「ふざけるな！」

　虎牙の机を、ドンと叩たたいた。オレは本気で怒おこっていた。虎牙の振る舞いは、反社しや畜ちくの恥はじさらしというしかなかった。

「ちゃんと仕事は終わらせてから帰らなきゃダメだろ！」

「仕事が終わらないと、定時で帰ってはいけないのか？」

　のんびりとコーヒーを淹いれながら、虎牙は問い返してきた。何をムキになっているんだ、と言いたげな余よ裕ゆうの表情が腹立たしい。

「そりゃそうだろ！」

「……では訊きくが、仕事の遅おそい、グズでノロマなダメな奴は、残業をさせられても仕方のない存在なのか？」

「えっ、そ、それは……」

　意外なことを言われ、オレは言葉に詰まった。確かに、みんながみんな、仕事をきちんと定時までに終わらせられるわけではない。

「お前の言っているのは、そういうことだろう？」

「でも、虎牙さんは仕事のできる人だって聞いたわ。昨日のあなたは、明らかに手を抜ぬいて仕事をしていたように見えたけど？」

　返答に詰まるオレに、ユイカが助け船を出してくれた。

　そうだ。その通りだ。わざと手を抜いて仕事をするのは駄だ目めだろ。

　すると虎牙はふっと笑って、

「これを見ろ」

　やりかけの仕事の書類を机の上に広げた。新商品をどのような仕様でいくらで売れば採算がとれるかを検討する仕様書だ。本当なら昨日までに仕上げねばならなかった業務だ。

「これをこなすのに、お前ならどのくらいかかる？」

「丸一日……かな？」

　クールさんなら半日とかからずやってしまうだろうけど、オレならそんなもんだろう。

「ほう、これを一日でこなせるか。なるほど、お前はなかなか優ゆう秀しゆうだな。だが、例えば本もと山やま課長なら、どのくらいかかると思う？」

「二日……いや、三日はかかるな」

　正直にオレは答えた。本山課長は、率そつ直ちよくに言ってそれほど仕事のできる人とは思えない。いつも忙いそがしい、忙しいと言っているが、ただ要領が悪いだけだろう。

「そうだ。普ふ通つうの人間ならそんなものだ。そしておれは、その普通の人間なら二日か三日かかる仕事を、昨日一日かけて半分だけやった。つまり、給料分の仕事はちゃんとこなしたということだ」

　一見ダラダラと仕事をしている虎牙だが、改めて昨日の作業工程を確かく認にんすると、確かに仕様書はちょうど半分くらいはできている。のんびりしているようで、実は無む駄だなく、効率よく、要領よく、最短のルートで仕事の完成を目指しているのだ。

「でも、あんたが本気を出せば、きっと一日で……」

「なぜ本気を出す必要がある？」

　オレは面めん食くらった。そんなことを問われるなんて思いもしなかった。

「おれたちは、ただ給料をもらうために雇やとわれているだけの人間にすぎない。給料分以上の仕事をする必要はない。いや、給料分以上の仕事をしてはならない。50の見返りのために１００の仕事をするようになれば、それは労働力という自分の価値を切り下げることになる」

「オレに社畜たちの相手を押し付けて、自分だけユイカと一いつ緒しよに帰っただろ。その点は、どうなんだ」

　結局、あの後オレは社畜たちにとっ捕つかまって、残業させられたんだからな。

「仲良しこよしで一緒に帰るのがいいというのか？　では、仲間が社畜に捕まったら、お前も一緒に残業をするということか？　くだらん。おれにとって関心があるのは、おれが定時で帰ることだけだ。他ほかの奴やつらがどうなろうと、知ったことではない」

「自分さえよければいいというのか」

「お前が昨日、社畜どもにしてやられたのは、ただお前に力が足りなかったからだ。己おのれの非力を、おれのせいにするな」

　ぐぬぬ。カッコよさげに断言されると、何か反論しづらい。

　こいつ、口だけは達者だな。

　でも、まだ、まだオレには、こいつに言いたいことが山ほどあるんだ！

「あんた、職場で電話が鳴っても、全然取ろうとしないよな。昨日オレが電話で困っていても、ちっとも助けてくれなかったし」

　電話をとるのは新入社員の仕事ということになってるけど、少しくらいは手助けしてくれたっていいじゃないか。

「当然だ。他人の仕事の領域を侵おかすのは、相手を尊重していない人間のすることだ。おれはお前の仕事を尊重する。だから余計な手出しはしない」

「そ、それはそうかもしれないけど……でも、ほら、あれは駄目だろ。何で定時で帰るのかって話で、『エッチなビデオが見たいから』って」

　これは言いい逃のがれできまい。ふざけているにもほどがある。

「では、もう一度訊こう。お前は、何のために定時退社をする？」

「オレ？　だから、オレは姉ちゃんが病気で入院しているから、毎日見み舞まいに行ってるの！」

「だからお前は愚おろかだと言っているのだ」

　そう言って、虎牙は視線をユイカに移した。

「美しいお嬢じようさん、君はどうだ？」

「あたし？　あたしが定時退社をするのは、夜間定時制高校に通っているから……」

　やれやれ、と虎牙は大おお仰ぎように肩かたをすくめた。

「病気の姉を見舞いたい？　定時制高校に通っているから？　そんなごたいそうな理由、やむにやまれぬ事情がないと、定時で帰ってはいけないのか？」

「……」

「定時退社に、理由など必要ない。それは労働基準法で定められた、働く者の当然の権利だ。下手へたな言い訳をせずに、堂々と帰ればいいではないか。ただ帰りたい。少しでも、早く。反社畜にとって必要なのは、その思いのみだ」

　虎牙はコーヒーを飲み干した。砂糖もミルクも入っていないコーヒーを。

「定時退社は、理由を問わず万ばん人にんにひらかれているべきだ。どんな不純な理由だろうと、それは認められるべきなのだ。それが反社畜の理念ではなかったのか？　お前たちは知らず知らずのうちに、社畜に都合のいいロジックに慣らされているのだ」
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「ああ、むかつく」

　ユイカと二人で資料の整理をしながら、オレはぼやいた。

　オレの怒いかりは、虎牙というよりも自分自身に向けられていた。虎牙の言う屁へ理り屈くつに上手うまく反論できなかったオレ自身に。

「虎牙の言ってること……おかしいと思うんだけど、どこがどうおかしいかって訊かれたら、うまく答えられないんだ」

「あたしは、虎牙さんの言うことにも一理あると思うわ」

「お前、あいつに気があるのか？」

「どうしてそうなるのよ！」

　はい、余計なことを言いましたね。バカだねオレも。

　でも、虎牙が露ろ骨こつにユイカを誘ゆう惑わくしているのは事実なわけで、オレとしてはやっぱり気になるわけですよ。

「虎牙さんは、きっと女の子なら誰だれでも声をかけているのよ。あの手の言葉をいちいち真に受けても仕方がないわ」

「昨日、あの後どうしたんだ？」

　ヘリコプターで思いっきり拉ら致ちされていたよね、ユイカ。

「その……映画でも見に行かないかって誘さそわれたけど、学校があるからって断ったら、高校まで送ってくれたわ。……もちろんヘリで」

　ヘリで通学してくる女子高生……。先生や同級生たちも仰ぎよう天てんしたことだろう。

　というか虎牙の奴、ユイカを映画になんて誘っていやがったのか。自宅でエッチなビデオを見るんじゃなかったのかよ。

「オレ、虎牙とはあまり仲良くできそうにないな」

　ワクワクフーズにいた頃ころが懐なつかしく感じられた。クールさん、ユイカと三人で楽しくやっていた、あの頃が。

　ああ、クールさんは今いま頃ごろ何をしているのかな。今度会ったら、虎牙の考え方をどう思うか、訊いてみよう。

「気持ちは分かるけど、反社畜同士で争っていても、社畜を利するだけだわ。ちゃんと打ち解けないと」

　ユイカがたしなめたが、オレの心は晴れなかった。
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　そして昼休み。オレが食後のカフェオレを飲んでいると、

「おい、立たち花ばな」

　虎牙に声をかけられた。

「お前と仲良くする気はないが、反社畜の先せん輩ぱいとして、ちょっとお前に教えてやる」

「……どういう風の吹ふき回しだ？」

「桜さくら野のに頼たのまれたんだよ。お前におれが持ってる技わざや知識を教えてやってほしいって。美人の頼みは断れない……」

　言ってから、虎牙は首を振ふって自分の言葉を訂てい正せいした。

「いや、ただの美人の頼みなら断れるが、おっぱいの大きい美人の頼みは断れない」

　そこ、強調するところなのか!?

　いや、まあそれはともかく。

「そうか。後でユイカにはお礼を言っとくさ。で、何を教えてくれるんだ？」

　非友好的な口調で、オレは尋たずねた。まだ、とうていこの男に気を許す気にはなれない。

「ごく初歩の反社しや畜ちくスキルだが、『魔のイービ急降下ルダイブ』というのがある。知ってるか？」

「知らん」

　ごく初歩、というのは噓うそだろう。そもそも反社畜スキルというのは、一つ身に付けるだけでも大変な鍛たん錬れんを必要とする。初歩の反社畜スキル、などというものは存在しない。

　虎牙はオレを窓まど際ぎわまで呼び寄せた。窓を開けて、地上を指し示す。

「ほら、あそこに藁わら山やまがあるだろ？」

　目を凝こらすと、ビルの脇わきに軽トラックが止まっているのが見える。その荷台には大量の藁が積んであった。なぜそんなものがあるのかは知らないが。

「ちょっと飛び降りてみろ」

「いやいやいや、死ぬだろ！」

　ア○シンク○ードかよ！　あのゲームだと、藁山の上ならどれだけ高いところから飛び降りても死なないことになってるけど、それはゲームの中の話だろ！

「このくらい、反社畜なら誰でもできるぞ」

「できねえよ！」

「人生は、何事もチャレンジだ。試ためしにやってみろ！」

「言われて『はい、分かりました』なんて言う奴がどこにいるんだよ!?　上司の命令なら何でも聞く社畜じゃあるまいし」

「失敗したらまたリトライすればいいだけの話じゃないか」

「だからそれはゲームの中の話だろ。だったら、あんたがまずお手本を見せろよ！」

「チッ」

　チッ、って何だよ。自分もできねえのかよ。そんな危険な技をオレにやらせる気だったのかよ。

「あれ？　そう言えば虎牙が一昨日おとといまで休んでたのって、定時退社に失敗して全治一ヶ月の大おお怪我けがをしたからだったよな？　もしかして……」

「……やっぱりお前にものを教えても、何の意味もないようだな。まったく、駄だ目めな奴は何をやっても駄目だ。まあいい、とりあえず桜野への義理は果たせたからよしとするか」

　お前、最初からオレに何かを教える気なんてないだろ。駄目だこいつ。

　虎牙がコーヒーを淹いれにオレのもとを立ち去ると、入いれ替かわりに近づいてきた男がいた。いつも「忙いそがしい、忙しい」と言いながら、くだらない仕事ばかりしている本山課長だ。次から次へと、今度は何だ？

「立花、お前って、もしかして秋生まれか？」

　え、どうしたんだ急に。

「ほら、お前、『アキト』って名前だろ？　だから秋生まれじゃないかと思ってな」

「実はそうなんスよ。もうすぐ誕生日が来て、18歳になります」

「ほう。もうすぐ18歳になるのか」

「ええ、もうすぐ18歳になります」

　オレが嬉き々きとして課長の言葉を繰くり返かえすと、課長もニヤニヤとやらしい笑えみを浮うかべた。

「そうか。嬉うれしそうだな。18歳になったら、いろいろとできることがあるもんな。キヒヒ」

　そう、そうなんだよ。よく分かってるじゃないっスか。

　18歳になったら、エロ本だって本屋さんで堂々と買えるし、あの「18禁」のマークがついたエッチなゲームとかも合法的にできるようになるんだよ。

　いいなあ、18歳。もう今からわくわくが止まらないね！

「18歳になったら、労働基準法が定める年少者の制約を受けずに、いくらでも残業やら深夜勤務ができるようになるな！　よかったな！」

　そっちの話かよ！　というか、今もうすでにそこら辺の法律ガン無視で働かせているくせに、今さら何言ってんだよ！

「よし、18歳になるお祝いに、特大のプレゼントをやろう」

　そう言って課長がオレのデスクにドン！　と置いたのは、膨ぼう大だいな書類の山だった。

「え……これは何スか？」

「今度ウチが売り出すキャラクターグッズの企き画かく書しよだよ。今週中に全部読んで、具体的な販はん売ばいプランをまとめてくれ。私からの心からの誕生日プレゼントだ。頼んだぞ」

　くっそ！　誕生日を訊きいたのは、オレに仕事を押し付ける口実を見つけるためだったのかよ！　ここは「誕生日はまだまだ先です」と答えておくべきだったか。

「ああ、忙しい。忙しい」

　いつもの口くち癖ぐせを呟つぶやきながら、本山課長は自分の仕事に戻もどっていった。

　人手が足りないのは確かだった。この職場に来た初日、オレが「今日から働く立花です、よろしくお願いします！」とあいさつして回ったら、

「君、今日からなの？　そうなんだ。まあボクは今日で退職するんだけどね」

　などと言い出す人がいてビックリしたものだ。やけにゲッソリとやつれた人だった。

「親の介かい護ごを抱かかえていたら、とてもこんな職場で働いていられないよ。あ、あっちの人も今週いっぱいで辞やめるから、別にあいさつしなくてもいいよ」

「そ、そうっスか……。ご親切にありがとうございます」

「どうせ君もすぐ辞めるんだ。そんなに職場で他人と仲良くしない方がいいよ」

　とにかく職場全体が疲つかれ切っているという印象だった。妙みようにハイテンションな社畜の多いワクワクフーズとは、ちょっと雰ふん囲い気きが異なっている。一口にブラック企き業ぎようといっても、その内実は同じではない。ホワイトな職場はみな一様にホワイトだが、ブラックな職場は皆みなそれぞれにブラックなのだ。

　まったく。オレはため息をついた。この会社には反社畜も社畜もロクなのがいないな。

　昼休みが終わる時刻になったので、オレは自分の仕事に取りかかるべく、ノートパソコンと向かい合った。

　ふと、笑い声が聞こえて、オレは顔を上げた。飛び込んできた光景にオレは顔をしかめる。何となく面おも白しろくない光景だった。

　それは、楽しげに談だん笑しようする虎牙とユイカの姿だった。




　　　　＊




　そして定時を迎むかえ、オレが退社しようとすると──。

「待て。立花」

　ネクタイを揺ゆらしながら、本山課長が行く手を阻はばんだ。

「立花。貴様、私が用意した特大の誕生日プレゼントはどうしたのだ」

「え、何、アキトってば課長から誕生日プレゼントなんてもらったの？」

　同じく退社しようとしていたユイカが、「面白いことを聞いた」みたいな顔をした。

「誕生日プレゼントをくれる女の子が誰もいなくて、会社の上司のオッサンからもらう十代男子って……ぷっ」

　やかましいわ。というか、お前くれよ。

「課長から任された仕事なら、順調に進めてますよ。オレはデキる男ですから、残業ナシでもちゃんと終わらせられます」

「ふざけるな。やることはいくらでもあるんだ。その仕事が終わったらまた次の仕事がある。仕事は次から次へといくらでも湧わいてくる」

　口こう角かく泡あわを飛ばす課長に、おずおずと平社畜の一人が声をかけた。

「課長、製品開発課の西にし口ぐちさんよりお電話が入っていますが……」

「今忙しいんだ、後で折り返しかけると伝えてくれ」

　出てやれよ。製品開発課の西口さん困るだろ。

「ああ、まったく。忙しい、忙しい」

　そんなに忙しいなら、オレらの邪じや魔まとかせずに仕事をすればいいのに。

「『社畜フェスティバル』の準備もあるし、新商品の企き画かくもある。それと、窓際に置いている花の水やりもせねばならん。自宅の庭の草むしりもせねば。何でこんなに忙しいんだ。全部お前ら反社畜どものせいだ」

　忙しい、忙しいって言いながら、本当に忙しいのかよく分からない奴やつっているよな。本山課長も、そのタイプだ。いつも緊きん急きゆうの大事な仕事をほったらかして、「それ、本当に今どうしてもやらなきゃいけないことなの？」って突つっ込こみたくなるような、どうでもいい仕事ばかりを一いつ生しよう懸けん命めいやっている。忙しいことがアイデンティティになっているふしすらある。「忙しい」を理由に大事な仕事を放り出したり、約束をすっぽかしたりしたことも、一度や二度ではないのだが、周囲の見る目のないバカたちが「いつも忙しい＝仕事ができる」と謎なぞの勘かん違ちがいをしまくった結果、順調に出世を遂とげているようだ。

「でも、課長自らご出しゆつ陣じんとは珍めずらしいっスね。いつもは平社畜たちが出てくるのに」

「平社畜どもでは、貴様らの相手にならんことが分かったからな。私が直々に相手をせねば。私の部下は、本当に使えない奴らばかりだ。全部何もかも私が一人でせねばならん」

　忙しい人によくある「自分でやった方が早い病」だな。いつも部下を無能呼ばわりしているけど、実は自分が部下の使い方や育て方が下手へたくそなだけ、というパターンだ。

　オレが呆あきれていると、また別の平社畜が困った様子で課長に声をかけてきた。何でもかんでも課長にお伺うかがいを立てないと気が済まないらしい。やはり部下が育っていない。

「課長！　パワードスーツみたいなのを着た謎の男が、巨きよ大だいな斧おのをぶん回して暴れています！」

　え……何それ。オレは思わずユイカと顔を見合わせた。

「平社畜たちを総動員して取り押さえようとしていますが、パワードスーツの男は１階正面玄げん関かんめがけてまっすぐに突き進んでいます！　とても止められません！」

　うわあ、ヤツだ！　それ、たぶん、いや間ま違ちがいなく虎牙だよ！　「派手じゃなければ定時退社じゃない」が信条のお騒さわがせ男が、また今日もやってくれたらしい。定時になったのにどこに行ったのかと思っていたら、パワードスーツなんて着込んでいたのか。

「もう、虎牙さんたら」

　ユイカが、くすりと笑った。胸がざわつくのを感じて、オレは聞きとがめた。

「お前、ずいぶんと虎牙と親しくなったんだな」

「何？　あっ、もしかして虎牙さんに嫉しつ妬としてるの？　ぷっ……。そうよね、あっちの方がイケメンだものね」

　うるせえ！　オレは別にあいつがイケメンだから嫌きらってるわけじゃねえ！

「で、どうします、課長」

「多少の犠ぎ牲せいはやむをえん。力ずくで止めろ！」

「しかし、相手は斧をぶん回しています。危険です」

「お前たち平社しや畜ちくの命に、惜おしむだけの価値があるというのか？」

　ひでえ。それにしても虎牙は、この調子で毎日趣しゆ向こうを凝らした定時退社をするつもりなのだろうか？　何がしたいんだ？

「さて、邪魔が入ったが、改めて──」

　平社畜を追おい払はらった本山課長は、オレたちにピッと指を突きつけた。

「貴様たちは、私が止める！」

「戦うしかないようね」

　ユイカの言葉にうなずいて、オレは課長に宣言した。

「こちらからいくぞ！　一いち撃げきで決めてやる」

　大型の必ひつ殺さつ技わざで、一気に機先、いや帰先を制する！

「上げろ月給！　よこせ残業代！　咲さき誇ほこれオレの基本的人権！」

　勢いよく課長に駆かけ寄よったオレは、会心の後ろ回し蹴げりを相手の脇わき腹ばらめがけて放つ。課長のガードは間に合わない。ずしりとした手ごたえとともに、課長のメタボ気味の身体からだを宙へと高く押し上げる。

「うおおおお！　オレの想おもいよ労基署に届け！　帰ゴー宅ホーム超・スー新パー星ノヴア！」

　バランスを崩くずし、落下する課長めがけ、オレは渾こん身しんの頭ず突つきをぶちかます。ワクワクフーズの田中係長を見事に仕留めた大技だ。

　だが……力強い破は壊かい力りよくを秘ひめたはずのそれを、課長は余よ裕ゆうで受け流した。オレの横でするりと着地する本山課長。

「ふっ、効かぬ！」

　な、何ぃ!?　オレの必殺技が、『帰宅超新星』が効かないだと!?

　田中係長の２Ｐカラーみたいな風ふう貌ぼうの本山課長には、きっと有効な攻こう撃げき方法だと思ったのだが……。

「では、次はこちらの番だな」

　参ったな。一ひと筋すじ縄なわではいかないようだ。

「くらえ！　アルティメット社畜スキル『あビルれド・もアンこド・れビルもド』！」

　本山課長が、何かボールのようなものを投げた！

　オレとユイカは、飛びのいて回かい避ひした。だが、床ゆかに落下したそれは轟ごう音おんとともに爆ばく発はつ。激しい風圧でオレたちは跳はね飛ばされた。さらには黒い煙けむりがもくもくと立ち上って、オレたちを包み込む。

「ゴホ、ゴホ、何これ……」

　涙なみだ目めでユイカがつぶやく。喉のどをやられたのか、声が若じやつ干かんかすれていた。

　衝しよう撃げきで床に倒たおれ込んだオレは、腕うでをついて上体を起こそうとするが、なんだか身体がだるい。腕がカクン、となって、また床に倒れ込む。

　な、何だ……!?　頭が重い……ような気がする。それに、何だか脚あしに力が入らない……ような気がする。あと、ちょっとだけお腹なかが痛い……ような気がする。

　本山課長は得意げに笑った。

「この『あビルれド・もアンこド・れビルもド』は、敵全体にダメージを与あたえ、攻撃力と防ぼう御ぎよ力りよくと素す早ばやさを低下させ、毒・麻ま痺ひ・睡すい眠みん・混乱・沈ちん黙もくなどのステータス異常を引き起こし、さらに頭痛・下げ痢り・鼻水・喉の痛みやその他の風邪かぜの諸しよ症しよう状じようを引き起こし、水虫やワキガに悩なやまされるようになり、近所のクソガキにピンポンダッシュをされる呪のろいをかける、恐おそるべき社畜スキルだ」

　凄すごい……けど、いろいろ盛りすぎだよ！　特に後半は要いるのかよ!?

「さらに、貴様たちに与えたダメージの効果に応じて、私のヒットポイントが回復し、攻撃力と防御力と素早さが上がり、モテ度がアップし、友達が増え、視力がみるみる回復し、お通じがよくなり、営業の成績が上がり、上司の小言が減り、おまけに腰よう痛つう・肩かたこり・冷え性しようなどにも効果のある、まさに万ばん能のうの社畜スキルなのだ」

「欲よく張ばりすぎだろ！　いい加減にしろ！」

　オレは今度こそ立ち上がった。ユイカも、すでに身構えている。

　驚おどろいたように、課長は目を瞠みはった。

「ばかな。なぜ、私の社畜スキルの直ちよく撃げきを受けて、立ち上がれるのだ!?　毒や麻痺の効果は、どうなったのだ!?」

「もう治ったわ」

　ユイカがけろっとした顔で言った。オレもうなずく。当たり前だ。そんなにあれもこれもと効果を盛り込んだ社畜スキルが、まともに機能するはずがない。威い力りよくも効果時間も中ちゆう途と半はん端ぱになるに決まっている。

「冗じよう談だんではない。私が忙いそがしい仕事の合間をぬってこのスキルを身に付けるのに、どれだけ苦労したと思っている。あれは、ちょうど大規模な人事異動があって社内が慌あわただしかったときなんだぞ。個人的にも、息むす子こが不登校になりかけて大変だった時期なんだぞ」

　これも、「忙しい人あるある」な話だな。自分がなし遂げたことの中身ではなく、それをなすことがいかに大変だったかを誇るのだ。そんなこと自じ慢まんされても「知らんがな」という感じである。

「ここはあたしに任せて」

　ユイカの右みぎ腕うでが鈍にび色いろに輝かがやき始めた。帰宅への強い意志が、あふれる力となって、輝かしいオーラを放つ。反社畜スキル『鋼鉄のアイアン労働・メー五月祭デー』だ。

「はあっ！」

　凛りんとした掛かけ声とともに、強きよう烈れつなアッパーカットを繰くり出だす。本山課長の顎あごに見事ヒットし、課長は力なく吹ふき飛ばされた。

　壁かべに叩たたきつけられ、眼鏡がずり落ちる。ずいぶんとあっけない。

「馬ば鹿かな……防御力がちょっとだけ上がった……ような気がしていたのに」

「というかこの技、ちゃんと実戦で試ためしました？」

「仕方ないだろう！　忙しかったんだから！」

　……アホだろ、この人。

　仕事が忙しいのは、確かに分かる。だけど、その忙しい中で、何が一番大切なのか、今すべきことは何なのかは、きちんと見定めるべきだろう。あれもこれもと、全部やる必要はない。優先順位もつけられないような人間は、社畜にはなれても一流の社会人にはなれない。

「これに懲こりたら、二度とあたしたちの定時退社の邪魔をしないことね」

　ユイカが厳然として言い放ったが、課長の心には響ひびいたかどうか。おそらく彼は今日の敗戦も「確かに負けはしたけど、忙しかったから仕方がない」と総そう括かつして、あまり深くは反省しないのではないだろうか。これまでの人生も、ずっと「忙しい」を言い訳にして、それをよりどころに生きてきたのだろう。

「さて、ずらかるとするか」

「待て」

　帰ろうとするオレたちを、課長はか細い声で呼び止めた。

「確かに私の技は、中途半端なものだったかもしれない。だが貴様こそ、ずいぶんとぬるい『帰ゴー宅ホーム超・スー新パー星ノヴア』だったじゃないか」

「……！」

　確かに、オレの『帰宅超新星』は、本山課長にはまるで通じなかった。こう言っては何だが、課長はオレの必殺技に楽々と耐たえるような大物の社畜とは思えなかった。現に、ユイカの『鋼鉄の労働五月祭』にはなすすべもなかった。それなのに、課長はオレの技をやすやすと回避したのだ。

「神楽かぐら幸ゆき虎とらの技は、こんなものじゃなかったぞ」

「え、それはどういう……」

　ワクワクフーズの田中係長によれば、オレが自力で編み出したつもりの『帰ゴー宅ホーム超・スー新パー星ノヴア』は、実はもともとは伝説の反社畜・神楽幸虎の必殺技だったという。本山課長は、そのことを知っているのだ。もしかして、課長は──。

「そう。私は神楽幸虎の『帰宅超新星』を、間近で見たことがあるのだ。もう何十年も前のことだがな」

　そうか。それで『帰宅超新星』のことを熟知していたわけか。そして、それゆえにオレの『帰宅超新星』が不完全なものであることを見み抜ぬき、とっさに身体をひねって威力をやわらげたんだ。

「教えてくれ！　神楽幸虎の『帰宅超新星』は、いったいどんな技なんだ!?　オレの『帰宅超新星』とは、何が決定的に違うんだ!?」

　だが本山課長は、ふん、と鼻を鳴らして、こう答えたのだった。

「自分で調べろ。私は忙しいんだ」
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　その帰り道。黒い雨雲が発生してどんよりとした嫌いやな夕暮れだった。

『虎牙と、うまくいっていないようだな』

　スマホに電話がかかってきた。オレをゼニクレにスカウトしてくれた藤ふじ浦うら執しつ行こう役員からだった。

「あんな奴やつがいなくても、オレとユイカでここの社畜くらいまとめて片付けられますよ」

『いや、それは駄だ目めだ。君たち二人が手を組まないと、本山課長のような小者はともかく、我が芽め津つイリナのような相手には太刀たち打ちできない』

　藤浦氏は、ずいぶんと虎牙のことを買っているようだった。確かに、定時退社の能力に関しては優れているのかもしれないが……。

「社畜たちは虎牙に手を焼いているって話だったっスけど、奴に手を焼いているのは、藤浦さんたちも同じじゃないんスか？」

『どういう意味だ？』

「藤浦さん自身、虎牙に何度も協力を呼びかけて、その度たびに断られているんでしょう？　自分にできないことをオレにやれって言われても無理ですよ」

『確かに、我々は虎牙との協力関係を築けていない。それは認める。だが、だからこそ、その役割を君に担になってもらおうと期待しているのだ』

「申し訳ないけど、気が進みませんね。嫌な奴とは、無理して付き合わない。仕事の世界が人生のすべてじゃないんだから、あくまでもただの仕事上の同どう僚りようだと割り切ってドライな付き合いをすればいい。それが反社しや畜ちくのスタイルってもんでしょう？」

『それはそのとおりだが……。我々としては、「社畜フェスティバル」の当日までに、虎牙との関係を構築しておきたい。このイベントに合わせて、社畜どもは大規模な決起パーティーを開かい催さいするらしい。我々としては、手をこまねいて見ているわけにはいかんのだ』

「とにかく、オレにはオレのやり方があるんで、失礼します」

　そう言って、オレは電話を切った。面おも白しろくない気分だった。藤浦氏には藤浦氏の考えがあるんだろうが、オレにだって仲良くする相手を選ぶ権利はある。

　一いつ緒しよに歩いていたユイカが、不安そうな面おも持もちでオレの顔を覗のぞき込んだ。

「藤浦さん、虎牙さんのことを何て言ってたの？」

「うーん。色々言われたけど、虎牙のことは、ほっとこう。オレとユイカの二人なら、我芽津イリナにだって勝てるさ」

「……どうしてそういうこと言うの？」

　何だよ。お前までそういうこと言うのかよ。

「だって、アホじゃん、あいつ」

　敵に回すとやっかいだけど、味方にしたらもっとやっかいなタイプだよ。

「社畜のことは、いくらバカにしたってかまわないわ。でも、虎牙さんは反社畜の仲間でしょう!?」

　その言葉にオレはイラッとした。何でだよ。ユイカは、オレに味方してくれると思ってたのに。

「何でオレが悪者みたいになってんだよ！　オレが仲良くしようって言ってるのに、それを拒きよ絶ぜつしたのはあいつの方だぞ!?」

　納なつ得とくがいかなかった。オレはオレなりに、やれるだけのことはやったつもりだった。

「お前こそ、イケメンに声をかけられたからってヘラヘラしてんじゃねえぞ」

　言ってから、しまったと思った。でも一度口から飛び立った言葉は取り消せない。

「そうね。虎牙さんの方がアキトなんかよりよっぽど素す敵てきよね」

　冷たくそう言って、ユイカは早足で歩き始めた。

「ちょっと待てよ！」

　オレは慌ててユイカを追いかけた。その肩に手をかけようとして──。

　ぷにっ。

「あ」

　急に振ふり向むいたユイカの、胸をつかんでしまった。

　どわあー！　何やってんだオレ！

　慌てて手を離はなすが、柔やわらかく温かな感かん触しよくは、すぐには消えようもない。ユイカがたちまち真っ赤になったのは、羞しゆう恥ちよりも憤ふん怒ぬのためだったのだろう。

「どこ触さわってんのよ！」

「いてっ。傘かさ！　お前、傘で脇わき腹ばらを突つくのは反則行こう為いだろ！」

「女の子の胸を触るのは犯罪行為でしょうが！　もう知らない！　分からず屋！　バカアキト！」

　思わずしりもちをついたオレにぷいと背を向けて、ユイカは大おお股またで走り去っていった。

　あーあ。怒おこらせちゃった。
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　その夜、オレは一人で、姉ちゃんが入院している病院へ向かった。

　姉ちゃんは、かなり顔色がよくなっていた。最近は食しよく欲よくもあるようで、体重も戻もどってきている。

「新しい薬の効果が出てきているみたい」

　満面の笑えみで、姉ちゃんはオレを出で迎むかえた。オレが買って持ってきたリンゴを食べながら、話が弾はずむ。

「車くるま椅い子すなしでも歩けるように、来週からリハビリのメニューを増やすって」

「やったじゃん！」

　オレは手を叩いて喜んだ。今日は一日、不ふ愉ゆ快かいなことばかりだったが、最後に舞まい込こんできたのはこの上なくいいニュースだった。

「いい方向に向かってるみたいだな。早く元気になってくれよ、姉ちゃん」

　もし姉ちゃんが普ふ通つうに生活できるようになったら、どうしよう。オレが無理して働く必要もなくなるな。といっても、今さら高校に戻ることは不可能だ。高卒認にん定てい試験を受けて大学を目指そうかな。あ、でも姉ちゃんが大学に復帰したら、姉ちゃんの学費が必要になる。病やみ上がりの姉ちゃんに、バイトをさせるわけにもいかない。オレが姉ちゃんの学費を稼かせいであげなきゃな。

　いずれにしても、一つ確実なことがある。姉ちゃんが退院したときには、オレが高校を辞やめて働いていることを姉ちゃんに告げなきゃいけないということだ。いつまでも黙だまっているわけにはいかないし、隠かくし通せることでもない。

「ところでアキト。ユイちゃんとの関係は、いったいどうなってるの？」

　おっと、ここでその話題か。

　ワクワクフーズの社長を叩きのめした後、オレはユイカに告白した。それへの返事を、ユイカはずっとぼかしたままだ。なんかこう、ユイカの頭の中では、もうなかったことになってるっぽい。

　オレの方でも、無理に返事を聞くことはないかなって最近は思っていた。ユイカは、オレにくっついてワクワクフーズを退職し、ゼニクレ商事についてきてくれた。今では、毎日一緒に定時退社する仲だ。それで十分。せっかくの今のいい関係を、下手へたに崩くずしたくない……そう思っていた。昨日までは。

　でも、今日みたいなことがあったりすると、うーん……。

「さっきユイちゃんからメールが来たんだけど、あなたたち、喧けん嘩かしているの？」

「喧嘩と言うか何と言うか……まあ喧嘩なんだけど」

　オレは頭をかいた。うまく説明するのは難しい。

「ふふっ。いいわね。青春ね」

　姉ちゃんはそう言ってにこにこと笑う。その笑顔には、一点の邪じや気きもない。

　青春、か。オレは苦笑いした。残念ながら、オレには人並みの青春なんて送れそうにない。来る日も来る日も、残業を押し付けてくる社畜たちとの戦いばかりが続いている。

　いつかこの日々に、終わりが来ることがあるのだろうか。

「ちゃんと仲直りしなさいね」

「そ、そりゃもちろんそのつもりだけど……」

「アキトは、自分は悪くないって思ってるのかもしれないけど、それでも自分から折れる、ということも、時には必要よ。人間関係を円えん滑かつにするための、必要経費だと思いなさい」

　なるほど、そういう考え方もあるか。

「ねえアキト」

　オレが物思いにふけっていると、唐とう突とつに姉ちゃんは言った。

　それは全くの不意打ちだった。

「何か私に、隠していることがあるでしょう？」

　オレは、ドキッとした。

　いつかこの日が来るのではないかと思ってはいたが、まさかこんなに早く、来るなんて。心の準備が、まだできていない。

「いつから気付いてた？」

「ずっと前」

　オレは目をつぶった。姉ちゃんに叱しかられるのが、嫌きらわれるのが怖こわかった。姉ちゃんは、噓うそをつかれたり、隠し事をされるのが大だい嫌きらいなんだ。

　でも……姉ちゃんはオレを叱らなかった。

「言いたくないのなら、今はいいわ。私は、アキトのことを信じるわ」

　そう言って、姉ちゃんはオレの手をとった。オレは、自分がまだ小さかったあの頃ころのことを思い出した。オレの手を引く姉ちゃんの手は、とても大きかった。今の姉ちゃんの手はとても小さいのに、あの頃の感覚とそっくりなんだ。

「だって、アキトももう、コドモじゃないんだし。私に話さないのは、話せない理由があるからでしょう？」

「姉ちゃん……」
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「むしろ、私の方こそごめんね。いつも苦労をかけさせて……」

　オレは、姉ちゃんの気き遣づかいを悟さとった。

　隠し事をされていることに気付いていたのに、姉ちゃんはずっと気付いていないフリをしていた。気付いていることを、そんな姉ちゃんが今になってオレに知らせたのは、絶対に気まぐれからではありえなかった。

　隠し事をし続けることに疲つかれてきたオレを、心配してのことだろう。オレは、心が軽くなっていくのを感じた。姉ちゃんに言えない秘密を持つことは、オレにとって自分で思っている以上に心の重荷になっていたんだ。

　参ったな、やっぱり姉ちゃんにはかなわない。

「いずれ、話すよ」

　だが今はまだ、話すわけにはいかない。

「姉ちゃんは、治ち療りように専念してくれよ。ちゃんと病気を治して、退院したときには、必ず話すから」
















　そして一週間が過ぎた。ユイカとは、ぎくしゃくしたままだった。虎こ牙がとの関係は、言うに及およばずだ。

「社しや畜ちくフェスティバル」が始まった。一年に一度の、社畜のお祭りだ。土日の二日間開かい催さいで、始まりは朝10時。社畜タワー２階のメインストリートには、期間限定のショップが立ち並んだ。名うてのブラック企き業ぎようが勢ぞろいだ。大勢の社畜たちが家族連れでショッピングやイベントを楽しんでいた。もちろんゼニクレ商事も出店している。ファンシー社畜グッズを販はん売ばいする雑貨店だ。

　ショップだけではなく、さまざまな催もよおし物ものが企き画かくされていた。本日土曜の昼にはコンサートホールで楽しいイベントがあるし、日曜の夜には社畜たちが集まってパーティーを開催することになっている。

　さて。ゼニクレのショップ店頭で客の呼び込みをしているのは、スーツ姿の冴さえないハゲオヤジを可愛かわいくアレンジした、謎なぞの着ぐるみだった。

　ゆるキャラ『社畜くん』である。

「『社畜くん』は年中無休で一日18時間働いているという設定なのだ」

　昨日、本もと山やま課長はオレに『社畜くん』のキャラクター設定を教授してくれた。

「見た目はゆるいけど、中身は全然ゆるくないっスね！」

「そして『仕事による極度のストレスで、腸はかなりゆるい』という設定もある」

「いやいや、そういう『ゆるさ』はいらねえから！」

　ろくでもないキャラクターだった。いい年こいたおっさんたちが会議という会議を重ね、ない知ち恵えを絞しぼった末にひり出した結果がこれだ。だが、「うちの部長に似ている」「ダサカワイイ」と評判は意外に悪くないようだ。

　そして──。




　その『社畜くん』の中には、オレが入っていた。




　そう、冴えないハゲオヤジのゆるキャラ『社畜くん』の着ぐるみの中に入っているのは、このオレ、立たち花ばなアキトなのである。まいったね、まったく。

「仕事とはいえ、いい年してこんな着ぐるみ着せられる奴やつも大変だよな（笑）」

「誰だれが着るんだよこんなの（笑）」

　さんざんバカにしていたんだけど、まさか自分が着ることになろうとは。見事にブーメランだったぜ、畜ちく生しよう。

　まあ考えてみたら、それほど意外な人選というわけでもないけどな。こういう身体からだを張った役を押し付けられるのは、古来、若手と決まっている。

　オレがしぶしぶながら『社畜くん』の着ぐるみを着ているのを見て、ユイカは思いっきり馬ば鹿かにしたような口調でこう言った。

「あんただって三十年後にはこんなショボくれたハゲオヤジになるんだから、予行練習だと思っておけばいいじゃない。ねえ、虎牙さん」

　一方、虎牙は真顔でこんなことを言い出した。

「けっこう似合ってるぞ。むしろ中身よりイケメンなんじゃないか。毎日これを着て過ごせば、お前も少しはモテるかもしれないな」

　うるせえ、オレはオッサンになってもハゲねーから！　それにオレがモテないっていうのは、虎牙の勝手な思い込みだから！

　などと反論しても、空むなしいだけである。いざ着ぐるみの中に入ると、とにかく『社畜くん』を演じて頑がん張ばるしかない。勤め人のつらさだ。

　慣れとは怖こわいもので、最初はイヤイヤ『社畜くん』を演じていたオレも、だんだんノリノリになってくる。かなり積極的に前に出て、行き交かう人たちと触ふれ合うようになった。

「あっ、社畜くんだー」

「社畜くん、カワイー」

「びえええええ。じゃじぐぐん、ごわいいいいい」

　泣きじゃくる子もいたが、おおむね『社畜くん』は子どもたちに大人気だ。子ども連れでやってくる社畜たちも多いので、客寄せパンダとしては大成功だろう。

　おかげで、すっかり子どもたちとの接し方が上手うまくなっていった。可愛く（？）手を振ふって、オレがちびっ子たちのハートをがっちりとキャッチしていると、店番をしているユイカが「あら」と声を漏もらした。

「久しぶりね、クールさん！」

「やあ、元気に定時退社してたかい？」

　着ぐるみの狭せまい視界の中に、黒のスーツに身を包んだすらりとした金きん髪ぱつの美女の姿が飛び込んできた。

　クールさん。本名、神楽かぐらレイラ。ワクワクフーズ総務課で働く反社畜。オレにとっては、反社畜の師し匠しようみたいな人だ。オレとユイカが退職した後もワクワクフーズに留とどまり、労働環かん境きようの改善のために力を尽つくしている。

「ワクワクフーズは、向こうで店を出しているよ。ほら、例の『社畜ＯＬ喫きつ茶さ』だよ。でも、今回は僕の出番はないんだ。受付のキョーコちゃんたちが、どうしても自分たちがやりたいって言い出してね」

「そうなんだ。あたしたちの店は、ファンシー社畜グッズの店よ。ほら、『社畜くん』、可愛いでしょう」

　キョーコさんといえば、クールさんのことが大好きな、ポニーテールが可愛いお姉さんだ。後で時間があれば行ってみようかな。

「そうだね。ところで……」

　クールさんは、きょろきょろと辺りを見回した。

「立花くんは一いつ緒しよじゃないのかい？」

　おっと、オレのことを探してくれるのかクールさん。嬉うれしいねえ。

「クールさん！」

　オレはそっと声をかけた。だが、クールさんは気付いていないようだった。

　くっそ、着ぐるみ着てると、声がよく外に伝わらねえ。あんまり大声出すと、子どもたちが「社畜くんがしゃべった！」ってびっくりしちゃうし。参ったな。

「クールさん！　オレだよ」

　びくっとした様子で、クールさんは辺りをきょろきょろと見回した。

「な、何か今、僕の名を呼ぶ声がしたような……」

　困こん惑わくするクールさんの横で、ユイカが必死で笑いをこらえている。

　おいユイカ、説明してあげてくれ！

　オレはユイカにジェスチャーで頼たのみ込んだ。が、ユイカは知らん顔をしている。仕方がない。オレは着ぐるみの頭部を少しだけ上に持ち上げた。

「クールさん、オレはここですよ」

「き、キミ、『社畜くん』の中に入っていたのかい？　これは驚おどろいたな」

　苦笑いするクールさん。まあ、そうだよね。

「社畜たちに、いいように使われてますよ。ワクワクフーズの様子はどうです？」

「うん。少しずつ、良くなっているよ。社畜たちは相変わらずだけど、反社畜の数は、ずいぶんと増えてきた。後で紹しよう介かいするよ、新生『カフェオレ党』のメンバーを」

「その『カフェオレ党』って名前も、懐なつかしいな」

　オレ、クールさん、ユイカは三人ともカフェオレが大好きで、ワクワクフーズ総務課の反社畜グループは、自然にその名前で呼ばれるようになったのだった。

「そっちこそ、どうなんだい。例の凄すご腕うでの反社畜という男とは、うまくやっているのかい」

「それがさあ……」

　噂うわさをすれば影かげ、オレたちがそんな話をしていると、ライトイエローの髪かみの男がひょっこりと姿を現した。Ｔシャツにジーンズのラフな恰かつ好こうだ。とても仕事中とは思えない。

「あっ、虎牙！　どこほっつき歩いてたんだよ？」

　今日は、土曜だが休日出勤を命じられている。もちろん、反社畜たる者、「休日出勤お断り」という気持ちはいつも持たねばならない。だが、一度引き受けた休日出勤は、給料をもらってやる仕事である以上、やはりきちんとこなすべきだろう。虎牙は、恰好を見ただけでも、ハナからやる気がないのがはっきりと分かる。

　いくら何でも、こいつ仕事舐なめすぎだろ。

　オレが睨にらみつけると、虎牙は「ふん」と笑った。

「おれは、今日はファンシー社畜グッズ店の業務のサポートに回れと言われていた。だが見たところ、おれがいなくても業務は十分に回っている。つまりおれのサポートなど必要ないということだ。だからその辺をぶらぶらして、可愛い女の子に片かたっ端ぱしから声をかけていた」

　そんなことだろうと思ったよ。まったくこのナンパ野や郎ろうが。

「もとい、可愛くておっぱいの大きな女の子に片っ端から声をかけていた！」

　そこ、言い直す必要があるのか？

「言っておくが、おれはことさらに仕事をサボっていたわけではないぞ。仕事の役割分担を明確にせず、『サポート』などという曖あい昧まいな指示しか出せない本山課長が無能なのだ。上司が無能でも部下がきちんと仕事を回しているという僥ぎよう倖こうに、奴は感謝すべきなのだ」

「お前、本当に口だけは達者だな。きちんと仕事を回しているのは、オレやユイカであってお前ではないぞ」

「そんなことよりも立花。ちょっと『社畜くん』を貸してくれ」

　いきなり虎牙が妙みようなことを言い出したので、オレは一いつ瞬しゆん、何を求められているのか分からなかった。

「え？　まさか『社畜くん』の着ぐるみを着るのか？　お前が？」

「そうだ」

　どういう風の吹ふき回しだろうか。あれだけオレが『社畜くん』を着ることをバカにしていたのに。

「まあ別にいいけど。じゃあ、バックヤードで着き替がえるから」

　そう言って、オレは虎牙とともに店の裏へ。オレが脱ぬいだ『社畜くん』を身に着け始める虎牙。

「うわっ、臭くさっ！　立花が入っていた『社畜くん』、臭っ！」

　ちょっと待て。その言い方だと、オレの体たい臭しゆうが臭いみたいにユイカやクールさんが誤解するじゃないか。着ぐるみの中が臭いのは当たり前だろ。我が慢まんして着ろ。

　ほどなくして虎牙は『社しや畜ちくくん』を装着完かん了りよう。虎牙はオレよりも背が高いので、妙にバランスが悪いというか、脚あしが不自然に長い『社畜くん』になってしまったが、あまり気にしても仕方がない。

「よし。これでどこからどう見てもおれは『社畜くん』だな。では、アデュー」

　そう言うと、虎牙は人ごみをかき分けて全力で走り出してしまった。

　おい、どこに行く気だよ？　客引きは？　子どもたちとの触れ合いは？

　ほんとにロクでもないな、こいつ。

「もしかして虎牙さん、『社畜くん』を着て定時退社するつもりなんじゃ……？」

「え、まさか……」

　いや、でもありうるな。「派手じゃなければ定時退社じゃない」が奴の信条だものな。

「今のが、『迅じん雷らいの帰き宅たく魔ま』虎牙シュンスケだね？」

　クールさんが尋たずねてきたので、オレはうなずいた。

「なかなかのいい男だね」

「中身はろくでもないよ、あいつ」

「またそういうことを言って……。虎牙さんは、そんなに悪い人じゃないわよ」

「はいはい、どうせオレとは大おお違ちがいだって言いたいんだろ」

「そんなこと言ってないでしょ！」

　さっそく口論になるオレとユイカ。呆あきれたように、クールさんはため息をついた。

「やれやれ、キミたちは、また喧けん嘩かしているのか」

「いや、でも虎牙って本当に困った奴なんだよ」

　そうだ、この際だから虎牙の考え方をどう思うかクールさんに訊きいてみよう。

　そう思って、虎牙の仕事への態度のことを話すと、

「ああ、なるほどね」

　と、納なつ得とくしたような顔でクールさんはうなずいた。

「仕事は、決められた分だけをやる。余計なことは、しない。それは他人の領分を侵おかすことになるし、自分の労働価値の切り下げにもつながる。──ヨーロッパあたりだと、ごく当たり前の考え方だよ。むしろ日本人の考え方のほうが異質なんだよね」

　え、そうなのか。うーん……。

「ほらね。クールさんもこう言ってるじゃない。それなのにアキトったら、虎牙さんのことを頭ごなしにダメな人扱あつかいして」

　ユイカが勝かち誇ほこったように言う。

「分かった。ユイカがそこまで言うのなら、虎牙ともう一度、ちゃんと話し合ってみるよ」

　オレは降参した。虎牙のことでユイカとの仲までこじれてしまうのは、オレの本意ではなかった。

「でも、たぶん虎牙の方では、オレと話すことなんて何もないと思っているだろうけどな」

「そんなことはないわ。きっと、虎牙さんの方もアキトのことが気になっているはずよ」

　ユイカは、目をきらきらさせていた。オレが歩み寄る気になったことが、心底嬉しいようだった。

「だといいけどな」

　と、そこまで話したところで、クールさんが後ろを振り返った。店の商品を見ていたオバチャンが、クールさんの服を引っ張り、話しかけてきたのだ。

「ちょっと店員さん！」

　咎とがめるような強い口調だ。クールさんは、苦笑いする。

「僕は店員じゃないですよ」

「そんなことどうだっていいのよ！　このＴシャツなんだけど、もうちょっと安くならないの？」

「いや、だから僕は店員じゃないですよ」

「だから分かってるわよそんなこと！　で、どうなの、安くならないの？」

　うわあこのババア、他人ひとの話全然聞かねえ。ちなみにＴシャツは、黒地に白の行書体で「仕事の報ほう酬しゆうは仕事」「これは仕事であって仕事ではない」などとわけの分からないことが書かれている。

「あと、この『社畜くん』の下した敷じき！　三百円？　高すぎでしょ。こんなの百円ショップじゃ百円で買えるわよ」

　じゃあ百円ショップで買えよ！　この手のキャラクターグッズは、権利料とかもあるし、そんなに量産しているわけじゃないから、割高なんだよ。

「それにしても何だかショボいグッズばかりねえ。下敷きに、ボールペンに、マグカップに、クリアファイル？　だめだめ。商売の基本が全然分かってないわ。高級時計作りましょ高級時計！　社畜くん高級時計！　一個百万円ぐらいで！　百万個売れば大おお儲もうけよ！　あ、そのときにはアタシにもアイデア料くれるんでしょうね？」

　なんかめんどくさい客だな。オレはクールさんに目で合図して、一歩前に出た。無関係のクールさんを巻き込むのは、申し訳ない。

「だから今日のところは、このＴシャツをもらっておいてあげるわ」

　オレたちは顔を見合わせた。これって……。

「あの、お客様。これは売り物ですので」

「それが何よ。こんなゴミみたいなモノを売りつけてお金をとるなんて」

「ちょっと、何てこと言うのよ。もう一度言ってみなさいよ」

　我慢の限界らしいユイカが、声を荒あらげた。

「何度でも言うわよ。こんなゴミみたいなモノを売りつけてお金をとるなんて、って言ったのよ」

「何ですって！」

　売られた喧嘩を高値で買い取ろうとしているユイカを押しとどめて、オレは迷めい惑わくなババアに努めて冷静な口調で尋ねた。

「お客様。当社が、ゴミみたいなモノを売りつけていると？」

　オレが急に真顔になったことで、さすがに言い過ぎたと気付いたのか、ババアは口ごもった。

「べ、別に……ゴミだなんて言ってないわ」

「おっしゃいましたよ、お客様。ゴミだなんて言ってないわ、などとおっしゃりましても、確かにゴミみたいだとおっしゃいましたよ」

「うるさい！　社長を出せ！」

「お客様！」

　オレは声を荒げた。びくっとするババア。

「な、何よ」

「社長を出せ、とおっしゃいましたか？」

「い、言ったわよ」

「言ったわよ、とおっしゃいましたか？」

「な、何が言いたいのよ？　アタシのバックには、怖～い人たちがついているんだから」

「お客様のバックには、怖～い人たちがついているのですね？」

「そ、そうよ。あんたんとこの会社なんか、簡単に潰つぶせるんだから」

「私どもの会社なんか、簡単に潰せるのですね？」

「きょ、脅きよう迫はくするつもりじゃないのよ。ただ、アタシがその気になれば、そのくらいできるって言ってるだけで……」

「お客様がその気になれば、そのくらいはできるのですね？」

「あんた、アタシのこと舐なめてるの？」

「私どもがお客様のことを舐めてるのかとお訊たずねでございましょうか？」

「……」

「……」

「ちょっと、何とか言ったらどうなの？」

「はあ、何とか言ったらどうなのかとのお問い合わせでございますか？」

　困こん惑わくしたババアは、二の句が継つげなくて口をぱくぱくさせた。

　見たか！　これぞクレーマー対処の基本戦術「オウム返し」！

　埒らちが明かないと悟さとったか、ババアは悔くやしげに捨て台詞ぜりふを吐はいた。

「ふん、今日のところはこのくらいにしてあげるわ」

　よし、勝った！

「ご来店ありがとうございました！　またのお越こしをお待ちしております！」

　オレは丁てい寧ねいに頭を下げて、にこやかな笑えみで迷惑なババアを見送った。本音はもちろん、「もう二度と来るな！」なんだけどね。

「す、凄すごい。大人の対応だ……」

「アキト、あんたやるじゃない」

　まあね。オレだって、大人の対応くらいできますよ。だって、もうすぐ18だしね。

「でも、ああいうお客さんは、やっぱり困るよね」

　オレがそう言うと、クールさんは深くうなずいた。

「彼女のような存在は、ただ不ふ愉ゆ快かいな存在だというだけじゃない。積もり積もって、社畜やブラック企き業ぎようを生み出す元げん凶きようにもなっているんだよ。社畜やブラック企業の存在には、消費者にも大きな責任がある。お客様は神様だ。自分は神様だから、店員に対してどれだけ横おう柄へいに接してもかまわない。無理難題を押し付けるのも、当然の権利だ──。消費者のそんな意識や振ふる舞まいが、社会にとっていい影えい響きようを与あたえるだろうか」

　語り始めるクールさん。

「もっと質のいいサービスを。もっとお客様を満足させる仕事を。聞こえはいいが、それが過か剰じようになると、消費者を満足させるためならサービス残業も辞さないという社畜を産む。あるいは、顧こ客きやくのためなら社員の健康などどうだっていいというブラック企業を産む。少しでも安く商品を提供するために、人的コストを極限まで削けずらなければならないという業界の構造を産む。それは、決して健全な経済活動のあり方ではない」

「そうだね」

　オレはしみじみとうなずいた。店員だろうが、客だろうが、一人の人間であることには変わりはない。お互たがいが気持ちよくいられるように振る舞うことが大切だよね。

「おう、立花、桜さくら野の。頑がん張ばっているようだな」

　オレの職場の先せん輩ぱいに当たる社畜たちがやってきた。社畜の中でも比ひ較かく的てきオレたちと仲良くやっている人たちだ。「お疲つかれさん」と声をかけてくれる。

　といっても、入社初日の彼らの言動は、今とはかなり違ちがうものだったけどな。「嫌いやならやめちまえ、このクズがッ」「死ね！　お前みたいなゴキブリ野や郎ろうに生きてる価値があると思ってるのかッ」などと温かい教育的指導をして下さったので、オレはその日の定時退社をめぐるバトルで、完かん膚ぷなきまでにそのお礼をして差し上げたのだ。以来、だいぶ丸くなった。

　徹てつ夜や明けらしく、全員がゾンビのような表情をしている。

「お疲れっぽいっスね」

「ああ。今月は本当に忙いそがしくて、まだ一度も家に帰ってない」

「たまには仕事を休んで、彼女と遊びにでも行ったらどうですか」

　と、ユイカ。先輩の一人が胸を張った。

「俺には、生まれてこのかた、彼女などおらん！」

「……寂さびしい人生っスね」

「何を言う！　俺たちほど実労リ働ア時間ルが充じゆう実じつしているリア充はいないぞ！」

　社しや畜ちくたちはその言葉に、ニコリともせずに深くうなずいている。自じ虐ぎやくではなく、本気でそう思っているらしい。

「仕事を辞やめてニートになるわけにはいかないから、辞めずに社畜になるしかないよな。つらいけど、仕方ない」

　何でその二択たくなんだよ。普ふ通つうにほどほどに働けばいいのに、馬ば鹿かかこいつらは。

「そろそろ交代だ。店番は俺たちがやるから、お前らは今すぐにコンサートホールの方へ向かってくれ」

「分かりました。昼食休憩をとってから、コンサートホールの方へ向かいます」

　先輩の指示を微び妙みように修正して、オレは答えた。そう。午後からは、オレとユイカにはコンサートホールで行われるイベントの会場誘ゆう導どう係が割り当てられているのだ。

「ところで『社畜くん』はどうした？　お前が中に入っていたんじゃないのか？」

　不ふ審しんに思ったのか、自じ称しようリア充の先輩が尋たずねてきた。

　うーん。虎牙の奴やつが着てどっかに行ってしまいました、と正直に答えていいものだろうか。オレが迷っていると、人ごみの向こうで何やらざわめきが起きていた。

「大変！　『社畜くん』が社畜たちの制止を振り切って、家に帰ろうとしているわ！」

「いやああああ！　『社畜くん』が定時退社するところなんて見たくない！」

　どこかで虎牙が暴れているな。今日もダイナミック定時退社に余念がないようだ。正確には、まだ定時前なんだけど。

「『社畜くん』は、どうやら働く者の権利に目覚めたようです」

　オレは笑いながら言って、困惑する先輩たちを尻しり目めに、ユイカ、クールさんと三人で店を離はなれた。

「積もる話もあることだし、パスタでも食べながらゆっくり話そうか」

　クールさんが提案した。オレやユイカに異論があるはずがなかった。




　　　　＊




　二千人を収容できる客席は、人で埋うめ尽つくされようとしている。

　ランチを食べた後、クールさんと別れ、オレはユイカと一いつ緒しよに48階のコンサートホールへとやってきた。中にお客さんを誘導する。いかにも「社畜！」という印象のおっさんから若いカップルまで、客層はさまざまだ。いろんな人がこのイベントを楽しみにしていたことが分かる。

　イベント開始直前になると、誘導の仕事も一段落だ。オレはユイカとともにホールの一番後ろで立ったままその時が来るのを待った。

「お、始まった」

　派手なスポットライトを受けてステージに登場したのは、大人気の社畜系バーチャルアイドル「根ね津づ畑はたラク」の姿だった。ハーフアップにしたつつじ色の長い髪かみ、お人形さんのような整った顔立ち、ビジネススーツをアレンジした舞ぶ台たい衣装を着こなす抜ばつ群ぐんのスタイル。「中の人」であるミウによく似ているが、アニメ調のキャラクターなので、より表情が豊かになっていて、目もぱっちりしている。もちろんＣＧなのだが、最さい新しん鋭えいの３Ｄ技術で、本当にステージ上で歌って踊おどっているかのように見えるのだ。

　そう、今から行われるのは、根津畑ラクのライブなのだ。

「おおっ、初しよっ端ぱなからこの曲が来るか！」

　流れ出たのは、ノリのいいアップテンポな曲だった。代表曲の一つ『終電、なくなっちゃったね♪』だ。観客たちも、最初からハイテンションだ。

　改めて聴きいて、いい曲だなあ、とオレは思った。終電時間を過ぎてもバリバリ働く社畜たちのドタバタを題材にした楽しい曲なのだが、一方で社畜系女子のちょっぴり切ない気持ちを描えがいたラブソングでもあるのだ（ただしラブの対象は異性じゃなくて仕事）。

「ラクちゃ～ん！　最高！」

「ラクちゃんマジ過労死！」

「宇宙一居残るよ！」

　歓かん声せいが上がる。会場の熱気は、すでに最高潮だ。

「ああ、拙せつ者しや、本当に今日来てよかったでござる。ラクちゃんの歌声は神レベルでござる！」

　オレのすぐそばにいるキモオタ風のお客さんも、感激して聴き入っている。まあＣＧキャラが本当に歌を歌うわけがないので、実際にマイクを握にぎって歌っているのは別室のミウなんだが。

　いつも思うんだけど、ミウ自身が十分可愛かわいいんだから、バーチャルなキャラクターなんて使わずに、本人が直接顔出せばいいのにな。社畜って、本当に無む駄だなところに力を入れるのが好きだよな。

『終電、なくなっちゃったね♪』が終わった。次にラクが歌い始めたのは、しんみりとした、心に響ひびくようなバラードだった。

　女性の社畜が、「あなた」との仕事の思い出を綴つづる歌だ。あの夜、あなたと一緒に残業したね。休日出勤も、いっぱいしたね。あなたともっともっといっぱい仕事をしたかった。でも大好きなあなたはもう、いない──。今は亡なき「あなた」への想おもいにあふれた、感動的な鎮ちん魂こん歌かだ。

「ううっ、泣ける！」

「こんなにいい人が早く逝いっちゃうなんて、世の中は不条理！」

　そんな声が客席から上がった。

「……不条理だと思うのなら、さっさと労災申しん請せいをして、クソ企業を社会的に糾きゆう弾だんしたらいいのにね」

「まあ明らかに歌に出てくる『あなた』って、ブラック企業にコキ使われて過労死しているっぽいしなあ」

　お客さんの言葉に、ユイカとオレはこっそりとツッコミを入れた。

　観客たちの号ごう泣きゆうとともに曲は終しゆう了りよう。矢や継つぎ早ばやに、次の曲に移る。

　休日出勤を題材にした電波系ソング。反社畜とのバトルを綴ったテクノポップ。せかせか生きる社畜たちの日常を歌ったラプソディ。その後も次々と名曲が披ひ露ろうされていく。どれもファンからの根強い支持があるものばかりだった。

　根津畑ラクの「中の人」がワクワクフーズ前社長の娘むすめ・和わ久く村むらミウであることは、すでに周知のこととなっている。和久村前社長が労基法違い反はんで書類送検されたときに、何者かによって暴ばく露ろされたのだ。根津畑ラクは、一時ネットで炎えん上じようした。事件を契けい機きに、ラクの人気は下降線をたどるかと思われた。

　だが、そうはならなかった。それだけ、根津畑ラクは社畜たちから、あるいは社畜以外のファンたちからも、熱ねつ狂きよう的に支持されていたのだ。

　ファンたちと気持ちが一体化してきたのか、オレも何だか気分が高ぶってきた。社畜の考えには共感できないが、それはそれとして、ああ、このライブいいなあ、楽しいなあと思ったのだった。

　オレは、隣となりにいるユイカの様子をうかがった。

　それに気づいたユイカが、そっとオレの手を握った。いつぞやと同じ「恋こい人びとつなぎ」だった。

　オレは、ドキッとした。

　ただでさえ根津畑ラクの（正確にはミウの）キュートでスイートな歌声を聴いて心がキュンキュンしているときに、オレの傍そばに寄より添そうユイカが、手を握ってきたのだ。

　え、と驚おどろいて、ユイカの方をまじまじと見ると、ユイカもこちらを見ていた。その顔は、ほんのり上気しているように見えたけど、会場は薄うす暗ぐらいのでよく分からない。

　あの日──ワクワクフーズの社長をぶん殴なぐった数日後のあの日、オレはユイカに告白をした。そのときはオレが「やらかして」しまったせいで、ユイカを怒おこらせてしまう結果になった。だから返事は、結局聞けずじまいだったんだ。

　その後、オレとユイカはワクワクフーズを退職して、今のゼニクレ商事に移った。新しい職場に慣れることに忙しくて、オレは、ユイカとのことを後回しにしてしまっていたんだ。

　ユイカは、どういうつもりでオレの手を握ってきたのだろう。オレのことを、どう思っているのだろう。

　言わないと。オレは思った。今言わないと、コンサートが終わってしまう。

　今が、絶好の機会なんだ。

　でも、心がなかなか前へと進まなかった。何をやってるんだ、アキト。オレは自分に言い聞かせた。告白なら、もう一度すでにやってるだろ。あれと同じことをもう一回やるだけだ。そんなに難しいことじゃない。……そう思ってはいるのだが、なかなか最初の一言が出てこなかった。

「なあ、ユイカ」

　それでも意を決して、オレはどうにか口を開いた。

「何？」

「オレさ……ワクワクフーズを辞めるとき、ユイカがついてきてくれて、すっごく嬉うれしかった」

「……」

「あのとき、オレがお前に何を言ったか、覚えてるだろ」

「うん、覚えてる」

「あの告白は、ウソでも冗じよう談だんでもねえから」

「……」

　言おう。今度こそ、言おう。

　そして、ちゃんと返事ももらうんだ。

　そう思った矢先、ミウの──根津畑ラクの声が、こう言った。

「最後の曲は、新曲です。私の今の想いが詰つまっています。聴いて下さい」

　観客たちが一いつ斉せいに沸わいた。

　ユイカが首をかしげた。オレも、おや、と思った。会場誘導係として、コンサートのおおまかな流れは知らされていたが、新曲が準備されているとは聞いていない。

　根津畑ラクが──ミウが静かに歌い始めたその歌は、こういう歌だった。

　部下をこき使う非情な上司にいびられる「私」。しかし「彼」が「私」を助けてくれた。仕事のミスを理由に土下座を強要する上司や、働く者をモノ扱あつかいする社長を、「彼」が懲こらしめてくれた。だから「私」はいまここにいられるのです……。

「え……この曲って」

　根津畑ラクらしからぬ──社しや畜ちく系バーチャルアイドルらしからぬ曲だ。ダメな経営者を「彼」が懲らしめるという、むしろ反社畜が喜びそうな歌だった。観客の中にも戸と惑まどっている人がいるようで、「あれ？」という声が聞こえる。

　というか……この歌詞に出てくる「彼」ってもしかして、オレのことなんじゃねえの？　オレがミウを助けて斉さい藤とう係長を叩たたきのめし、和久村平へい助すけ社長をぶっとばしたときと、シチュエーションがそっくり同じなんだけど……？

　そのとき、オレは唐とう突とつに、本当に唐突に、あることに思い至った。

「あれ？　ミウって、ひょっとしてオレのことが好きなんじゃね？」

　以前、オレがミウを助けたとき、ミウはオレのほっぺにキスをした。そのときあいつは、オレのことを「けっこう素す敵てき」なんて言ってくれたんだ。先日は、朝ご飯を作りに来てくれた。好きでもない相手には普ふ通つうしないことだ。

　そう考えると、ミウの言動の一つひとつが、腑ふに落ちる。オレはあいつのことを「わけの分からない奴やつ」だと思っていたけど、オレに惚ほれているんだと考えると、すべてのつじつまが合うのだ。

「え、でも社畜のあいつが反社畜のオレのことを好きになるわけなんてないし……」

　混乱するオレがふと横を見ると、ユイカがもの凄すごい形相で睨にらんでいた。

「何で急に、ちっちゃいコの話になるのかしら？」

　やべえ！　そうだった！　オレは今、ユイカに告白をしようとしていたところだった！

　告白の途と中ちゆうで、「他ほかの女の子がオレのこと好きかも」なんて最低だ！

「……よかったじゃない」

　手を払はらいのけると、ユイカは冷たい声で言い放った。

「ちっちゃいコは可愛いし、気立てはいいし、素直だし。あたしなんかよりも、よっぽどあんたのことを幸せにしてくれるわ」

　え、いや、何言ってんだお前。たとえミウがどうであろうと、オレの気持ちは変わらない。オレが好きなのは、一人だけだ。

「ちょ、ちょっと待ってくれ。確かにミウはすげえ可愛いけど……」

「そうよね、可愛いわよね、あのコ！　しかも、ちっちゃいコはワクワクフーズ創業者一家のご令れい嬢じようだから、逆玉ね。おめでとう。あんたも今日から社畜に転向して、せいぜいバリバリ働くといいわ」

　いかん、また余計なことを言ってしまった！

「じゃあね。さよなら」

　そっけなく言って、ユイカは会場の外へ向かって走っていく。

　ちょっとオレの話も聞けよ！　気が短すぎるぞ、お前。

　ユイカの背中に向かって、オレは叫さけんだ。

「違ちがうんだ！　オレは、お前のことが──」




　ぱああああん！




　たくさんのクラッカーを鳴らしたような音が、四方八方から響き渡わたった。同時に、スモークがプシャーと派手に吹ふき上がって、照明が会場全体をカラフルに彩いろどった。少し遅おくれて、白い綿のようなものが、雪のようにぱらぱらと降ってくる。しゃれた演出に、観客は大喜びでサイリウムを振ふっている。

　根津畑ラクの曲が、クライマックスを迎むかえたんだ。

　くそっ、何てタイミングだよ！

　栗くり色いろの髪かみの少女の後ろ姿は、もう見えない。ユイカは、どこかに行ってしまったんだ。

「立花くん」

　地団太を踏ふむオレに、話しかけてきた人ひと影かげがあった。

　クールさんだった。観客席でライブを楽しんでいたクールさんが、オレとユイカがもめているのに気付いて近づいてきたのだ。いや、もしかしたら、オレがユイカに告白しようとしているのに気付いて密ひそかに応おう援えんしてくれていたのかもしれない。

「キミは、ちょっと女の子に対して無神経なところがあるよね」

「無神経……っスか？」

　それは、そうかもしれないけど。

「でもオレ、分かんねえよ。ユイカが何を考えてるかなんて」

「ユイカちゃんのことだけじゃないよ。実際、和久村さんの気持ちにも、今の今まで気付いていなかっただろう？　周りのみんなは、とっくに気付いていたのに」

　そうか、気付いてなかったのはオレだけだったか。

「僕の気持ちにだって、全然気づいていなかっただろう」

　え……クールさんの、気持ち？

　オレはびっくりして、クールさんの顔を見つめた。真しん剣けんそのものの表情で、オレの尊敬する反社畜の先せん輩ぱいは言った。

「そう。僕も、キミのことが好きだ」

「……」

　驚くと同時に、ああそうか、とどこかで納なつ得とくしているオレがいた。

「何度もそう言ったはずだよ。でもキミは、全然本気にしてなかったよね」

　会場が、拍はく手しゆに包まれている。根津畑ラクのすべての曲が終しゆう了りようしたのだ。

　クールさんの気持ちは、嬉しい。嬉しいけど、それよりも申し訳ない気持ちでいっぱいだった。

　だってオレ、クールさんに恋れん愛あい相談に乗ってもらったりしていたんだぜ？　好きな子に告白するから知ち恵えを貸してほしい、なんて。無神経にもほどがあるだろ。

「その……ごめん、クールさん」

「いや、僕こそごめん。変なことを言ったね。ずっと僕の心の中にしまっておくつもりだったんだけど、つい言ってしまった」

　その言葉で、オレは知った。自分がそういう気持ちを抱かかえ込んでいてもなお、クールさんがオレの恋こいを応援してくれているということを。

「キミのことをずっと見ていた僕だから分かる。キミがずっと見ていたのは、ユイカちゃんただ一人だった。きっと分かってくれるよ。大だい丈じよう夫ぶ、こういう場合は、ひと波乱、ふた波乱あったほうが、最後にはうまくまとまるものさ」

　静かに笑って、クールさんはオレの肩かたに手を置いた。その手が、少しだけ震ふるえていた。

「あれ、おかしいな。涙なみだが出てきちゃったよ」

　眼鏡を取って、クールさんは手ての甲こうで顔をぬぐった。端たん麗れいなクールさんの顔が、くしゃくしゃになっていた。くしゃくしゃになったクールさんの素顔は、何だかいつもより子どもっぽくて、妙みように可愛かわいらしかった。

　クールさんなら、きっと素敵な相手が見つかるさ。そう言おうとして、オレはその言葉を吞のみ込んだ。そんなくだらない慰なぐさめなんて、クールさんは求めていないに違いない。

　代わりに口をついて出た言葉は、やや脈みやく絡らくのないものだった。

「オレ、クールさんのことを、すっごく尊敬しているんだ。本当だぜ」

「ありがとう。これからも、友達でいてくれるよね？」

「クールさんさえよければ」

　オレはクールさんが差し伸のべてきた手を取って、握あく手しゆした。

「いいね、青春だね」

　姉ちゃんと同じことを、クールさんは言った。




　　　　＊




　その後、オレはぐったりしながら、会場誘ゆう導どう係の仕事を黙もく々もくと果たした。

「まさかアンコール曲が20曲もあるとは……」

　これも、事前には聞かされていなかったことだ。社畜アイドルだからって、長時間残業にもほどがあるだろ。

「オウフ……知らなかったのでござるか？　根津畑ラクのコンサートは、アンコール曲がめちゃくちゃ多いので有名でござるよ。今日などはまだ短い方でござる。拙せつ者しやなどは、『し（４）ご（５）と（10）』にちなんで４５１０曲を歌い上げるのではないかと予想していたのでござるが」

　根津畑ラクの熱心なファンらしいキモオタ風のお客さんが、オレのつぶやきを聞きとがめ、頼たのまれもしないのに解説をし始めた。

「ちなみに拙者の場合ラク好きとは言っても、いわゆる美少女アイドルとしての根津畑ラクではなく、現代資本主義社会のメタファーとして見ているちょっと変わり者ですので」

　知らねえよ！

「ポール・クルーグマンの影えい響きようがですね……ドプフォ！　ついマニアックな知識が出てしまいました。いや失敬失敬」

　だから知らねえって！　何なんだよお前。

「はいはい、お気をつけてお帰り下さいね」

　そっけなくあしらって、オレは会場のお客さんをホールの外へと誘導する。ユイカがいなくなってしまったので、二人分の仕事をこなさなくてはならない。なかなか大変だが、オレが自分で招いてしまったことなので仕方がない。

　それが終わると、ようやく今日の仕事はおしまいだ。

「長い一日だったな……いや、まだ次があるんだっけ」

　むしろ今日のメインイベントは、これからなのだ。




　　　　＊




　最後のお客さんを見送ってから、オレは他のスタッフと協力して会場を速すみやかに片付け、撤てつ収しゆうした。その後オレが向かったのは、「社しや畜ちくタワー」から少し離はなれたところにある、こじゃれたバーだった。

　足を踏み入れると、酔よっ払ぱらいたちの威い勢せいのいい声があちこちからかけられて、オレを歓かん迎げいしてくれた。

「反社畜サミットへようこそ！」

「若き英えい雄ゆうに乾かん杯ぱい！」

　そう、この日一堂に会するのは、何も社畜だけじゃない。反社畜たちもまた、「社畜フェスティバル」に合わせてこの地に集つどっていた。いずれも、「社畜フェスティバル」に出店しているブラック企き業ぎようで定時退社のために戦っている、名うての反社畜たちだ。

　反社畜サミット。誰だれが命名したのかは知らないが、そう呼ばれているらしい。酒を酌くみ交かわしながら、反社畜たちがこの一年間の活動を報告し、また明日あしたからの定時退社の励はげみにするための、貴重な交流の場なのだ。

「よう、ワクワクフーズの社長ぶっとばしたのって、お前か？」

「次代の『働き手をスター照らす星ライト』に会えるなんて、今日ここに来た甲斐かいがあったな」

　みんな気さくな人ばかりだ。初めて参加するオレにも好意的で、気軽に声をかけてくれる。

　なんだか照れるな。

「立花くん、こっちこっち」

　クールさんがグラスを片手に手招きしている。

　隣となりには、赤いスーツに身を包んだ見慣れぬ美人のお姉さんの姿があった。清潔感のある内巻きのロングヘアが印象的だ。

「立花くん。こちらのレディが、ぜひキミと話したいって言ってるんだ」

　美人のお姉さんが、オレに話を！

　オレはいそいそとお姉さんに近づいた。うん、こうやって美人を見るとすぐに鼻の下を伸ばしてしまうところがオレのダメなところなんだけど、なかなか習性は変えられないな。

「あ、ども」

「君が『流星の帰宅者』こと立花アキトくんね。噂うわさは聞いているわ」

「え、噂ってどんなのっスか？」

　変な異名名乗りやがってだっせえ、とか、いい年こいて恥はずかしくないのかね、とか、そういう噂じゃないよね？　そうじゃありませんように。

「君が若さに似合わず、超ちよう凄すご腕うでの反社畜だって噂よ」

　マジか！　やった！

「私はこういう者よ」

　そう言ってお姉さんが渡してくれた名めい刺しには、「株式会社アコギ　代表取とり締しまり役やく社長　四し条じようミレイ」とあった。

「……え！　社長さん!?」

　女社長さんが、どうしてこんなところにいるんだ？

「ええ、そうよ。私は、社長だけれど反社畜なの」

「えっ、マジで？　珍めずらしいっスね」

「けっ。どうだかな」

　ヤジが飛んだ。振ふり返かえると、声の主はいかにも一いつ匹ぴき狼おおかみの風ふう来らい坊ぼうという風情ふぜいの男だった。他にも、いくつかの鋭するどい視線が、こちらに容よう赦しやなく向けられているのが分かる。どうやらこのお姉さんは、必ずしもみんなから歓迎されているわけではないらしい。

　四条社長の頰ほおに、暗い影かげが落ちる。

「まあ、仕方ないわ。過去の経けい緯いがあるしね」

「過去？」

「私は、つい２年ほど前までは、バリバリの社畜だったの」

　自じ嘲ちようするように、四条社長は語り始めた。

「もともとは月２００時間の残業が当たり前のブラック企業に勤めていたのだけれど、猛もう烈れつな社畜だった私は、もっと働きたい、もっともっと残業したいと思って、ベンチャー企業を自分で設立したの。仲間の社畜たちとともにね。その当時の私は、雇やとい入れた社員たちに本当にひどいことをしていたわ。無茶なノルマを課して、それができない人には容赦のない叱しつ責せきの言葉を投げかけていた。身体からだを壊こわして会社を辞やめていく若者が続出したけれど、私は『そんなの本人の自己責任。このくらいの仕事ができないのは、無能で怠なまけ者ものな証しよう拠こ』と思っていたわ」

　うわあ、典型的なブラック企業のクソ経営者だったんですね！

「でも、２年前に、私は生まれ変わった。きっかけは、結けつ婚こんよ。私は恋をして、結婚をして、子どもを産んだ。そしたら、世界が変わったわ。子どもを持つ母親にとって、仕事と子育ての両立がどれほど大変かを、それが分からない自分がいかに愚おろかだったのかを、嫌いやになるほど思い知らされたわ」

　唇くちびるを嚙かみしめる四条社長。

「私のこと、自分勝手な女だと思うでしょう？　さんざん他人に長時間労働を強制しておきながら、自分が子どもを産んだら『家庭やプライベートを大事にしよう』だなんて。自分に都合のいいことばかり言っていると思われても仕方がないわ」

「いや、でも、立派ですよ」

　心からオレはそう言った。仕事が人生のすべて、という生き方をしていた人にとって、それは自分の価値観をガラリと変える大転てん換かんだったはずだ。自分の過あやまちに気付き、考え方を改めるなんてことは、なかなか普ふ通つうの人にはできないことだ。

「ありがとう、そう言ってくれて。でも自分の会社では、理解してくれる人が少なくてね。社長なのに、社内ではすっかり孤こ立りつしているわ。自分の部下たちを相手に反社畜として戦う毎日よ」

「社長なのに、定時退社したくてもさせてもらえないんですか」

「そうなの。傑けつ作さくでしょう」

　その社畜たち、バッカじゃなかろうか。こんな素す晴ばらしい社長さん（しかも美人）に恵めぐまれながら、そのありがたみが分からないなんて、どうしようもない奴やつらだな。

「でも、私は負けない。いつかきっと、私の会社を日本一のホワイト企業にしてみせるわ」

　四条社長の眼まな差ざしには、強い意志がこもっていた。

　よし、オレも負けられないな。

　四条社長と固く握手をして、オレはその場を離れた。もっといろんな人と話をしてみたい。カウンターの方へ行こうとして……オレは慌あわてて身を隠かくした。

　ユイカがそこにいた。話をしているのは、真面目まじめそうな白しら髪がの男──ゼニクレの藤ふじ浦うら執しつ行こう役員だ。

　ちょっと……今は顔を合わせられねえよなあ。気まずい思いで、オレはその場を離れた。

　あれ、そういえばクールさんはどこに行ったんだろう？　オレが四条社長と話をしている間に、姿が見えなくなってしまった。

　辺りを見回すと……窓まど際ぎわの席で、髭ひげの白い老人と一いつ緒しよにいるクールさんを見つけた。

「……というように、今の政財界の主流派の連中は、世の中のあり方を間ま違ちがった方向に変えようとしておる。金持ちはさらに金持ちに。貧びん乏ぼう人はいっそう貧乏に。貧困を拡大させ、格差を固定化する。すべての企業はブラック企業に、すべての労働者は社畜に──。行き過ぎた市場原理主義の成れの果てじゃ。経済成長は、確かに重要じゃ。だが、そのために弱者を置き去りにしてよいということにはならんじゃろう」

　どうやら今の情勢について、老人がクールさんに講義をしているところらしい。

「ゼニクレ商事をブラック企業からホワイト企業に変えるだけでは、十分ではない。本当に我々が今打だ倒とうすべき敵は、こうした連中じゃ。この意味が分かるかな」

　クールさんは少し考え込む素そ振ぶりをしたが、やがて自分の言葉で語り始めた。

「個々の反社畜が定時退社を勝ち取っても、それは小さな勝利に過ぎません。その人個人の労働環かん境きようの改善にはつながっても、社会全体には広がらない。日本中の働く人を救うためには、政治を変えて、おおもとを断たつ必要があります。そういうことでしょう？」

「そのとおり。では、どうやって連中を打倒すればよいだろうか？」

「一番いいのは、世論の力を動かすことです。僕たち反社畜だけが騒さわぎ立たてていても、世の中の人たちには響ひびかない。社会全体が、『働くことは確かに大切だけど、自分の健康や家族を犠ぎ牲せいにするのは間違っている』『一部の特権階級だけじゃなく、みんなが幸せになる社会を築かなければ』って考えるようになれば、そもそもそんな人たちがしゃしゃり出るような余地はなくなりますよね」

「うん、うん」

「でも、残念ながら『バリバリ働いて何が悪い』とか『貧乏人がより貧しくなるのは、本人の自己責任だ』って考える人も、世の中には多いです。だから、彼らをも納なつ得とくさせるような、決定的な何かを得る必要があります。例えば、今彼らの間で時代の寵ちよう児じのようにもてはやされている、我が芽め津つイリナ。彼女の失しつ脚きやくにつながる、何か不正の証拠でもつかむことができれば、こちらがぐんと有利になりますね」

　クールさんの眼鏡が、鋭い光をきらめかせた。

「そのために、明日の計画があるんでしょう？」

　一いつ瞬しゆん、バーの中がしんと静まり返ったような気がした。

　そう。明日が、決戦の日になる手はずになっていた。相手が動くのを黙だまって待っているのは、反社畜の性にあわない。明日、こちらから我芽津たち社畜側の連中に仕し掛かけてやるつもりだ。

「ほう、ほう。若いのによく分かっておるな。さすが神楽幸ゆき虎とらの孫まご娘むすめじゃな」

　老人は、どうやらクールさんの祖父である神楽幸虎のことを知っているらしい。オレは、はっとして彼に詰つめ寄よった。

「じいさん。もしかして、神楽幸虎に会ったことがあるのか」

「うわっ、びっくりした」

　驚おどろいた拍ひよう子しに、老人はビールをこぼした。

「ちょっと、立花くん。急に失礼だよ」

「神楽幸虎の『帰ゴー宅ホーム超・スー新パー星ノヴア』を見たことがあるんですか？　教えてください！」

「……神楽のじいさんとは古い付き合いだが、彼の定時退社を直接見たことはない。勤務先が違ちがったものでな。今どこで何をしているのかも知らん」

「そうか……」

　オレはガックリとして肩かたを落とした。

　その後も何人かの年配の人たちに声をかけたが、神楽幸虎の『帰宅超新星』を実際に見た人間はいなかった。何しろ、彼が定年退職したのはずっと昔のことだ。

『神楽幸虎の技わざは、こんなものじゃなかったぞ』

　本山課長に言われたその言葉が、ずっと頭に引っかかっていた。ここに来れば、何かヒントが得られるんじゃないかと思っていたけど、そう簡単にはいかないらしい。

　と、急にバーの入り口が騒がしくなった。

「大変だ、『社しや畜ちくくん』が乱入してきたぞ！」

「討うち入りか!?　総員、迎げい撃げき準備！」
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　え、『社畜くん』？　なぜ社畜のゆるキャラがここに？　「反社畜サミット」を妨ぼう害がいしに来たのか？

　あれ、でも……『社畜くん』の着ぐるみって、最後は確か、あの男が着たままどこかに行ってしまったはずだけど……。

　うわあああ、と悲鳴が上がる。取り押さえようとした反社畜たちをはねのけて、『社畜くん』が姿を現したのだ。

「なぜこの場所がバレた!?　いや、それは後回しだ。今はどうにかして『社畜くん』を打ち破らないと……」

　戦隊もののレッドっぽい風格の反社畜が、リーダーシップを発揮するべく、一歩前に躍おどり出でようとした。だが、それを制してまた別の男が前に歩み出た。

「待て！　ここは俺に任せてもらおう！　『社畜くん』よ、お前の相手は……この俺だ！」

　オレは、その男に見覚えがあった。お、お前は……。

「久しぶりだな、立花」

　オレの姿を見つけて、ニヤリと笑う。以前、オレに倒たおされたワクワクフーズの中二病オタク系社畜、松まつ田だだった。根津畑ラクの大ファンで、アニメやゲームなどのオタク作品が大好きだが、仕事が忙いそがしすぎて最近のアニメを全然見ていなかった男だ。

「どうしてあんたがここにいるんだ？」

「俺はお前に敗れた。社畜としての俺は死んだ。だが、俺は反社畜としてよみがえったのだ……。今の俺は、社畜の暗黒闘気と反社畜の光の闘気を併あわせ持つ闘とう士しだ」

　そう言えばクールさんが、ワクワクフーズの反社畜も増えたから後で紹しよう介かいするって言ってたっけな。松田のことだったのか。でも、相変わらず元ネタが古いぞ。

「さあ行くぞ『社畜くん』！」

「ま、待て！」

　オレは制止したが、松田は聞かなかった。

「今の俺は誰だれにも止められない！　くらえ、ノー残ザンスクライド！」

　松田が正せい拳けん突づきを放つと、凄すさまじい圧あつ倒とう的なオーラがほとばしる。そのエネルギーの奔ほん流りゆうが、とてつもない勢いで『社畜くん』を襲おそう！

「見たか！　俺が身に付けた新たな反社ち畜スかキルらを！　この技があればどんな敵でも一いち撃げきでへぶっ」

　松田の反社畜スキルをあっさりかわした『社畜くん』が、松田の顔面に強きよう烈れつなパンチをぶちかました。

　ああ、だから止めようとしたのに。今のあんた、思いっきり嚙かませ臭がするぞって。

　鼻血を出してひっくり返る松田を尻しり目めに、『社畜くん』は頭部の着ぐるみを脱ぬいで、素顔をさらけ出した。

「フハハハハ！　おれだ！」

　中から顔を出したのは、もちろん、『迅じん雷らいの帰き宅たく魔ま』こと虎牙シュンスケだ。着ぐるみを着たまま、この「反社畜サミット」に駆かけつけたらしい。

　誰かが、拍ひよう子し抜ぬけしたように言った。

「虎牙！　またお前か！　まったく人ひと騒さわがせな男だな！」

　どうやら虎牙は、ここに集まる反社畜たちの間では、お騒がせ男としてすでに有名らしい。

「虎牙。これって一応会社の備品だろ。勝手に着て歩くなよ」

「宣伝になったから、いいじゃないか」

　オレの小言にも涼すずしい顔で答える虎牙。フリーダムにもほどがあるだろ。

　そんな虎牙は、オレの姿を認めると、まるで十年来の友達のような口調で、こんなことを言い出した。

「おう、立花。帰りに、おれのアパートに寄っていくか？」

「え？」

　いったいどういう風の吹ふき回しなんだ？　虎牙が、オレを自分のアパートに呼ぶなんて。本当にこいつの考えはつかめない。

「お前にいいモノを見せてやる」

「いいモノ？」

　何だそれ。きっとろくでもないモノに違いない。

　オレが不ふ審しんそうにしているのを見て取ると、虎牙はニターッといやらしい笑えみを浮うかべて、オレにそっと耳打ちした。

「お前が好きそうな、おれの秘蔵の、お宝ビデオだ」

　な、何だと──っ!?

　そ、それってアレか？　前に言っていたエッチなビデオのことか!?

　確か、『巨きよ乳にゆう社畜ＯＬはむちむちホルスタイン』とか言ったっけ？　オレに見せてくれるの？

「お、お前……実は、けっこういい奴やつだったんだな！」

「おれはいつだっていい奴さ」

　そう言って、虎牙は白い歯を見せて笑った。




　　　　＊




「ここだ、ここ」

　連れて行かれた先は、都心部の高級住宅街にある立派なマンションだった。どう見ても、ゼニクレ商事の安月給で住めるようなところではない。

「お前、けっこういいところに住んでるんだな」

　２ＬＤＫの部屋の中をきょろきょろと見回しながら、オレは言った。ヘリをチャーターしちゃう経済力といい、こいつ、実は超大金持ちの御おん曹ぞう司しか何かなのか？　謎なぞの多い男だ。

「で、例のブツはどこなんだ？」

　そう問いかけるオレの顔は、たぶんスケベ根こん性じようむき出しになっていたと思う。ユイカやクールさんには絶対に見せられない顔だ。

「そう焦あせりなさんな。この棚たなにあるのが、全部そうだ」

「え、マジで？」

　壁かべ一面が棚になっていて、ＤＶＤケースらしきものがぎっしりと収まっている。こ、この膨ぼう大だいなＤＶＤが……すべて虎牙の秘蔵の、お宝ビデオだというのか!?　何というパラダイス！

「あれ？　これって、市し販はんされてないやつなのか？」

　手に取ってみると、どれも無地のパッケージのＤＶＤ─ＲＷだった。油性ペンでタイトルらしき文字が手書きしてあるが、字が汚きたなすぎて読めない。

「ああ、一いつ般ぱんには流通していないものだからな」

　それって……もしかして裏ビデオ!?　表には出せないほど過激な内容のものばかりなのか!?　早く見せてくれ！

「気持ちは分かるが、そう慌あわてるな」

　心がはやるオレをなだめて、ＤＶＤをプレイヤーにセット。テレビは40インチの大型だ。

　画面にアップで映し出されたのは、おっさんだった。スーツ姿で、くたびれた眼鏡をかけているハゲオヤジ。どこかの会社のオフィスにいるようだ。

　腕うで時ど計けいに目をやったおっさんは、突とつ然ぜん走り出した。行く手をふさぐのは、やはりスーツ姿のおっさんたちだ。おっさんたちのタックルをスタイリッシュな跳ちよう躍やくで華か麗れいにかわし、廊ろう下かへと直行するおっさん。

　……ん？

「なあ虎牙、これって……」

「著名な反社畜たちの定時退社シーンを集めた、秘蔵のお宝定時退社動画だ」

「何だそりゃーっ」

　そんなのあるのかよ！　というかエッチなやつじゃないのかよ！

「いったい何と勘かん違ちがいしたんだ？」

　か、勘違いとかしてねえから！　どうせそんなオチだろうと思ってたから！

　オレが動どう揺ようを必死で静めている間に、テレビに映っているおっさんは見事な動きで正面玄げん関かんに到とう達たつ。定時退社完かん了りようだ。かなり速い。おっさん、やるじゃねえか。

「お手本のような定時退社だっただろう。今のが、ハタラクシア・ホールディングスの反社畜、トーマスさんだ」

「トーマス!?　どう見てもバリバリの純日本人なのに、トーマス!?」

「またの名を、『帰き還かん者しやトーマス』という」

　お前、それが言いたいだけだろ！

「そして、次はこれだ」

　画面が切きり替かわる。今度は、アイドルのような爽さわやか系美少年が映し出された。

「小こ木き塚つかエンタープライズ札さつ幌ぽろ支社の佐さ々さ山やまさん、37歳。女性ファンが多い反社畜だな」

　えっ、37歳!?　美少年にしか見えないのに!?

　終業時間を迎むかえ、走り出す佐々山さん（37）を、例によって社畜たちが待ち構える。

　次の瞬しゆん間かん、佐々山さん（37）のシューズが火を噴ふいた！

　え……？　何だこの速さ。床ゆかを滑すべるように駆けているぞ。あ、よく見ると、靴くつの裏にローラースケートが仕込んであるんだ！

　社畜たちの猛もう攻こうを、ジグザグに走って見事にかわす佐々山さん（37）。だが、その行く手を屈くつ強きような男が阻はばむ。

　待ち構えているのは、推定身長二メートル、推定体重二百キロ、がっしりとした体格の社畜だ。スモウ・レスラーな感じの大男だ。小こ柄がらな佐々山さん（37）とは圧倒的な体格差を誇ほこっている。

　いったいどうするのか……と思っていたら、佐々山さん（37）はさっと身体からだをかがめ、巨きよ大だい社畜の股またの下を潜くぐり抜ぬける！　その疾しつ走そう感、スピード感は抜ばつ群ぐんだ。

　次に待ち受けるのは、剣けん道どう着ぎを着て日本刀を構えた目つきの鋭するどい男だ。何でそんなのが会社にいるのかは分からないけど、とにかく剣道着の男は隙すきのない動作で、佐々山さん（37）に襲いかかる。

　ズバッ。

　雷らい光こう一いつ閃せん。剣道着の男は、日本刀を斜ななめ上から振ふり下ろす。だが、必殺の斬ざん撃げきは虚むなしく空を切る。次の瞬間には、佐々山さん（37）は剣道着の男の後ろにヒラリと着地していた。

「え？　え？　今、どうなった？」

　速すぎてよく分からなかった。佐々山さん（37）がジャンプして剣道着の男の頭上を飛とび越こしたようにも見えたが、あまりの速さにカメラが追いついていなかったこともあり、よく分からない。

「そんなお前でもちゃんと理解できるような動画のつくりになっているから、黙だまって見ろ」

　虎牙に言われるままに映像を見ていると、時間が巻き戻もどって、再び剣道着の男が姿を現すところからＶＴＲが始まった。ただし、先ほどよりも佐々山さん（37）の動きがゆっくりしているように見える。「今のところをスロー再生でもう一度」ということらしい。かゆいところに手が届く編集がなされている。

「うーむ。なるほど！」

　今度は、オレにもよく分かった。日本刀の斬撃をジャンプでかわした佐々山さん（37）は、そのまま振り下ろされた日本刀の上にストンと着地。再びジャンプして剣道着の男の肩かたの上を飛び越えたのだった。漫まん画がみたいな動きだが、流れるような一連の動作は鍛たん錬れんの賜たま物ものだろう。

　その後も社しや畜ちくたちがあの手この手で次々と佐々山さん（37）に襲おそいかかるが、佐々山さん（37）には一指も触ふれることができない。凄すさまじい速度で社内を駆け抜ける佐々山さん（37）。

　あっという間に定時退社完了！

　何なんだこのまったく無む駄だのない完かん璧ぺきな動き。ＴＡＳ動画かな？

「驚おどろいただろう。そして、今の動画の本人視点動画がこちらだ」

　いやいやいや、何で本人視点動画とかあるんだよ!?　おかしいだろ！　レースゲームのリプレイ動画かよ！

「いや本人視点動画はどうでもいいから、次見せてくれ」

「分かった。これも興味深いぞ」

　虎牙は、また別のＤＶＤを準備する。

「次は、実じつ況きよう解説付きの定時退社動画だ」

　そんなものもあるのかよ。どれだけ充じゆう実じつしたコレクションなんだ。

『皆みなさんこんにちは。注目の一戦です。本日の試合は「ＦＣ成なる瀬せ川がわ」対「レアル・羽は鳥とり」、セチガラ印刷（株）名古屋本社よりお送りして参ります』

　流れ出るナレーションに、オレは疑問の声を発した。

「何なんだ、そのＦＣなんとかってのは」

「知らないのか？　『ＦＣ成瀬川』といえば、セチガラ印刷（株）名古屋本社に勤務する凄すご腕うでの反社畜集団だ。中でも主将の成瀬川氏は、十年に一度の逸いつ材ざいと言われる男だ」

「じゃあ、『レアル・羽鳥』ってのは……」

「同じく、セチガラ印刷（株）名古屋本社に巣くう社畜どもだな。リーダーの羽鳥は、全国社畜ランキング上位の常連だ」

　画面上では、時計の針が６時を指した。反社畜たち──『ＦＣ成瀬川』の面々が、一いつ斉せいに動き始める。


『エキシビジョンマッチが、今、始まりました！　さあ、いったいどんな戦いを見せてくれるのか!?』

『非常に楽しみですね』



　実況役の人と解説役の人が期待を胸にコメントする。

　……でもこれ、どこかで聞いたことのある実況ボイスだぞ？


『さあ、成瀬川。激しい攻こう防ぼうだ。厳しいチェックが入ります。追いつきます。非常に集中していますね。切り返して、さあカウンター。あっとキーパー飛び出した！　キーパーよく防ぎました』

『守備の意識が高いですね』



「……これさあ、人気サッカーゲームの実況ボイスじゃねえの？」

「気のせいだ」

　そうかなあ。思いっきり『キーパー』とか言ってるけど……。


『ここも堅かたい守り。このパスはつながらない！　ああっと、またまたビッグチャンス！　長いドリブルだ！　ここは抜けてきた！　フリーだ！』

『これはいい流れですね』

『サイドのスペースを使う。自分で持っていく。ここでフリーで撃うたせてはいけない！　……ゴオオオオオオオル！　ゴール！　ゴール！　ＧＯＯＯＯＯＯＬ！』

『ただ突とつ破ぱするだけでなく、きっちり決めてくるところが凄すごいですね』



　どうやら一人、社畜の網あみをかいくぐって定時退社に成功したらしい。

「ほら、思いっきり『ゴール』って言ってるじゃん！　やっぱりサッカーゲームの実況ボイスを編集してるだけじゃねえかこれ！」

「定時退社の完了は、反社畜にとってのゴールで間ま違ちがっていないだろう」

　あくまでも白を切る虎こ牙が。かなり無理のある説明だ。


『身体を張ったディフェンス。これは簡単にはこじ開けられない。レアル・羽鳥、何とかクリアした！』

『いやあファインセーブでしたよね。これから調子を上げていくんじゃないですか』

『ＦＣ成瀬川、前線へ送る。絶好のポジショニング。またもカウンター。ミドルシュート！』

『ナイスブロックでしたよね。一いつ瞬しゆん決まったかと思ったんですけどね。今のは決定的でしたよね』

『ここまでご覧になっていかがですか』

『う～ん、相手の出方でもう少し自分たちの動きを変えてもいいんじゃないかと思いますけどね』



　実況解説に、うんうんとうなずく虎牙。

「なるほど、確かに今の攻せめは単調にすぎたな。この実況は実に勉強になるな」

　ならねえよ！

「というかこれ、もういいから！　もっとまともなのねえのかよ！」

「わがままな奴やつだなあ。じゃあ、今度こそお前が気に入りそうなやつにしてやるよ」

　大だい丈じよう夫ぶなのか？　今の流れだと、あまり期待できない気がするが……。

「これはすっげえぞ。伝説の反社畜、神楽幸虎のスーパー帰宅動画集だ」

「な……え、お前今何て言った!?」

　オレは仰ぎよう天てんして思わず聞き返してしまった。

　神楽幸虎。『働き手をスター照らす星ライト』の異名を持つ伝説の反社畜。ワクワクフーズ労働組合の元委員長。クールさんのお祖父じいさん。その人の、動画があるというのか!?

　虎牙がＤＶＤを準備している間、オレはそわそわして落ち着かなかった。こんなところで、神楽幸虎の姿を見ることができるなんて、思いもしなかった。

　ワクワクフーズ本社ビルがテレビに映し出される。画像はかなり荒あらくて、古ぼけていた。神楽幸虎の現げん役えき時代といえば、二十年以上も前のはずだから当然だ。もちろん、本社ビル自体もそのくらい前のものなので、今とはかなり様相が違ちがう。

　そして、ある男性の姿がアップになった。

「この人が、神楽幸虎……」

　一見するとただの初老の男性だが、目つきが常人とはまるで違う。明らかにただ者ではない。全身から、凄まじいオーラが漂ただよっていた。

　さすがは伝説の反社畜。風格だけで社畜たちを圧あつ倒とうしてしまいそうだ。

「あ、いや違う。この人は、神楽幸虎の隣となりの席の、ただの同どう僚りようのおっさんだ。神楽幸虎は、その隣に映ってる別のおっさん」

　……って、おい！　紛まぎらわしいんだよ！

　オレは改めて神楽幸虎の雄ゆう姿しをじっと見つめる。一見すると普ふ通つうのおっさんだが、よく見るとやはり、伝説の反社畜にふさわしい、ただならぬオーラが……いや、ないな。ごめん、神楽幸虎、やっぱ見た目は普通のおっさんだわ。

　でも、その見た目は普通なおっさん──神楽幸虎は、やっぱり凄かった。

　仲間の反社畜たちとともに退社をスタートする幸虎。それを阻そ止ししようとする社畜たちは、何とサブマシンガンで武装していた。まあさすがに実物じゃなくてモデルガンだろうけど……それにしても、狙ねらいすました一いつ斉せい掃そう射しやで反社畜たちに襲いかかるシーンは圧巻だ。

　それに対し、反社畜たちは、社内に煙けむりを蔓まん延えんさせて敵を攪かく乱らんする。定時退社というより、完全にテロか戦争だ。オレの知ってる定時退社と違う！

　そんな激しい激げき闘とうは、次し第だいに反社畜たちに有利に展開していった。幸虎が、天才的なひらめきで的確な指示を次々と仲間たちに下していったからだ。仲間たちも、このリーダーに全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを寄せているらしい。一糸乱れぬ動きで、一人、また一人と会社から脱だつ出しゆつしていく。幸虎自身は肩に傷を受けながらも最後まで社内に留まっていたが、仲間たちが全員退社したのを見届けて、自らも正面玄げん関かんからの突破を図はかる。

　最後に待ち受けていたのは、いかにも強敵という感じの、圧倒的オーラを感じる壮そう年ねんの社畜だった。当時の全国社畜ランキング一位の化け物で、『死神』という異名で呼ばれていた人物らしい。だがこの恐おそるべき相手に、幸虎の『帰ゴー宅ホーム超・スー新パー星ノヴア』が炸さく裂れつする！

　崩くずれ落ちる『死神』を尻しり目めに、幸虎は悠ゆう々ゆうと定時退社する。背後で（なぜか）起こる爆ばく発はつ。見た目は普通のおっさんなのに……かっこよすぎる！

「う～む。確かに、オレの『帰宅超新星』とは全然違う……」

「どうだ、凄かっただろう」

　ＶＴＲを止め、虎牙は解説してくれた。

「神楽幸虎の、伝説の一戦だ。この戦いの勝利は、当時の労働環かん境きようの流れを決定づける画期的なものだった。社畜たちは完かん膚ぷなきまでに叩たたきのめされ、ワクワクフーズにはホワイトな職場が実現した。社畜たちが復権しワクワクフーズが再びブラックな環境になるのは、神楽幸虎が定年退職した後のことだ」

　そんな、歴史的な戦いだったのか。ぜひ教科書に載っけて、義務教育で教えるべきだな。

「最後に、おれのとっておきの一本──おれの一番のお気に入りを見せてやる」

　何だと!?　あれほど凄い、凄すぎる動画を見せておいて、さらにそれ以上のとっておきの動画があるだと!?　いったいどれだけ凄いんだ？

　オレはごくりと唾つばを吞のんで、ドキドキしながら虎牙がＤＶＤをプレイヤーにセットするのを見守った。

　映し出されたのは……ビジネススーツ姿の、妙みよう齢れいの美女！

　あれ？　この人、ついさっき見たぞ？　株式会社アコギの四条ミレイ社長だ。

　四条社長の定時退社シーンが始まった。キレッキレの動きで社畜たちを翻ほん弄ろうし、優ゆう雅がに帰宅していく四条社長の姿は、とてもかっこよかった。美人なだけじゃなく反社畜としても一流なのだ。

　しかし、虎牙のとっておきの一本って、これ？　虎牙の奴、四条社長のファンなのか？　と思っていたら、すぐに画面が切きり替かわった。次に映し出されたのは……クールさん!?

　今度はクールさんの定時退社シーンだ。多分、オレがワクワクフーズに入社する前のものだろう。まだこの頃ころのクールさんは、自分なりの定時退社の仕方を確立していなかったらしく、ちょっとどこかぎこちない。クールさんにも、こんな時期があったんだ。

　そしてまた画面が切り替わり……今度はオレの見知らぬ美女が登場した。しかも水着姿だ。砂すな浜はまを舞ぶ台たいに社畜と戦っている。海の家で働いている反社畜らしい。

　え、これって……もしかしてこのＤＶＤって……。

「おれ自身が編集した、美女反社畜動画集だ」

　すげえ！　そ、そんなものが！　そんなものがあったなんて、すげえ！

「念のため言っておくが、盗とう撮さつではないぞ。ちゃんとエージェントを通じて本人の許可はすべて取ってある。定時退社のための参考資料ということでな」

　この男……できる！

「な、なあ、虎牙。いえ、虎牙さん。お願いがあるんですが……」

　自然と敬語になるオレだった。

「そのＤＶＤ、オレにも譲ゆずってもらうわけにはいかないでしょうか……」

「そう言うと思って、実はすでにコピーしてとっておいてある。しかも高画質のブルーレイ版だぞ」

「さすが虎牙さん！　マジすげえ！　オレ、一生虎牙さんについて行くよ！」

「あくまでも、資料だぞ！　自分の定時退社の参考にするための資料だから、そこんとこは間違えるなよ！」

「ああ、分かってるよ。当たり前じゃないか！」

「で、価格だが、五千円でどうだ？」

　金取るのかよ。

「ご、五千は高い。三千にまけてくれ」

「……四千だな」

「よし買った！」

　がしっ、と熱い握あく手しゆを交かわすオレと虎牙。四千円を払はらい、ブルーレイディスクを受け取る。

　ようやくこいつと分かり合えたぜ！　男同士の友情っていいものだな！

　にしても、虎牙はどうして心変わりしたんだろう？　オレとは仲良くしないつもりだったんじゃなかったのか？

　オレがそう尋たずねると、意外な答えが返ってきた。

「桜野の奴に、何度も頼たのみ込まれたのさ」

　え、ユイカに……？

「彼女は、お前の反社しや畜ちくとしての才能に、まだまだ不十分なもの、というよりも伸のび代しろがあると感じていて、おれならばそれを伸ばしてやることができる、と考えているようだ」

　オレに反社畜としての才能、と呼べるものがあるとするなら、それを見つけて伸ばしてくれたのは、クールさんだった。オレは今ではワクワクフーズを離はなれ、いわばクールさんの下を「巣立った」形になる。もうすっかり自分だけでやれるような気になっていたが、そうではない、とユイカは考えたのだろうか。

　確かに、そうかもな。虎牙に見せてもらったＤＶＤに出てきたような人たちは、いずれもとてつもない能力と個性を持った反社畜たちだった。まだまだ、オレごときでは遠く及およばない存在だ。

「最初おれは、あいつの頼みを断った。そんなのはそちらの事情で、おれの知ったことじゃないってね」

「それなのに、どうして？」

「おれにも昔、親友と呼べる存在がいた。だが、そいつはおれの手の届かないところに行ってしまった。友を失って、おれは考えた。おれが歩もうとしている反社畜の道は、生半可なものじゃない。仲間ができてもいずれ失われてしまうのであれば、いっそ最初からいない方がいい。だから藤浦たちに誘さそわれても、おれは奴らの仲間にはならなかった。おれはおれ一人で、戦い抜ぬくと決めたんだ。だがそんなおれに、桜野はお前がワクワクフーズの社長をやっつけたときのことを、語ってくれたのさ」

　虎牙は本革製のソファーに腰こしを下ろした。ワインのコルク栓せんを開け、グラスに注ぎ込む。

「それを聞いて、久々に血が騒さわぐのを感じた。おれはお前みたいな未熟者がワクワクフーズの社長になんかかなうはずがない、勝てたのはただの偶ぐう然ぜんだろうと思っていたが、そうじゃなかったんだな。絶望的な状じよう況きようになっても絶対にあきらめず、和久村社長の社畜スキルをことごとく跳はね返かえして、お前が奴やつに何十発ものパンチを叩き込んでやったと知って、おれは思ったんだ。ああ、こいつと一いつ緒しよならやれるってな」

　虎牙は、オレにもグラスを寄よ越こしてきた。未成年だから、と断るオレを無視して、ワインを注ぎ入れる。

「だから、今一度だけ、仲間って奴を作ってみてもいいかもなと思ったのさ。立花、おれをがっかりさせるなよ？」

「あ、ああ。お前こそ、足を引っ張らないでくれよ」

　グラスの中を、ちびちびと少しだけ舐なめた。大人の味がした。ふと思い出して、オレは尋ねた。

「そういえば、お前もユイカに気があったんじゃなかったのか？」

「あいつ、おれが口説いててもお前の話ばかりしやがる」

　苦笑いして、虎牙はグラスをテーブルの上に置いた。

「おれは、他人の女を横取りするようなあこぎなことは、しない主義でね。それはモテない男のすることだ」

　他人の……って、え？

「ユイカは、今フリーだけど？」

「桜野の話を聞く限りでは、お前ら、もうほとんど付き合ってるようなものじゃないか。中ちゆう途と半はん端ぱな関係から抜け出せないのは、お前に甲斐かい性しようがないからだぞ」

　そ、そうか、オレに甲斐性がないのが駄だ目めなのか。まったくもって面めん目ぼくない。

　それにしても、ユイカが虎牙と仲良くすることにこだわっていたのは、オレのためだったんだな。なのにオレは、虎牙がイケメンだからヘラヘラしているんだろうとか、ユイカに言っちゃったんだ。あー、オレってホントにバカ。

「お前、あいつのことを大事にしてやれよ」

「ああ、分かってるさ」

　本当にユイカの奴は、オレにはもったいないくらいの、とびきり素す敵てきな女の子だぜ。

　よし、今度こそちゃんと改めて告白して、絶対にＯＫをもらうぞ！

「ところで、虎牙って生まれは外国なのか？」

　オレは尋ねた。虎牙の労働観について、クールさんは「ヨーロッパあたりだと、ごく当たり前の考え方」だと言っていた。もしかしたら、虎牙自身、どこかよその国で生まれ育ったのではないかと思ったのだ。

「いや、生まれは日本だ。だがおれは生まれてすぐにヨーロッパに渡わたって、そこで育った。父は日本人だが、母はイタリア人でね。両親に連れられて、18歳まではヨーロッパ諸国を転々としたのさ。その後日本にやってきて、驚おどろいた。どいつもこいつも、せかせかと忙いそがしく働きやがって。酒を飲んでも、仕事の話ばかり。人生を楽しんでいる奴は、ちっともいやしない」

「それで反社畜として生きることにしたわけか」

「ああ。それも単なる反社畜じゃない。日本人のお手本になるべく、いつもとびっきりに愉ゆ快かいで楽しい定時退社をして、みんなの度ど肝ぎもを抜いてやることにしてるのさ」

　なるほどね。

「虎牙って、案外いい奴だったんだな」

　オレがそう言うと、虎牙はなぜだか不ふ機き嫌げんそうにワインをぐっとあおった。

「おれがいい奴？　冗じよう談だんじゃない。おれはいい加減で、人生を適当に生きてるろくでなしだよ。あんまりおれのことを信用するな。おれは所しよ詮せん、その時その時で都合のいいことを言っているにすぎん。明日あしたには、またお前を裏切るぞ」

　予言のような、独白のようなことを、虎牙は言った。
















　翌日。「社畜フェスティバル」は二日目を迎むかえた。その日はオフなので、オレは昼過ぎまでグースカと寝ねて、夕方になってから社畜タワーへと赴おもむいた。

　最終日の夕方ということで、初日ほど混雑はしていない。ゼニクレの隣となりで「社畜あんぱん」なるものを売っていたお店は、「完売しました」という立て看板を出して、すでに撤てつ収しゆうを始めていた。

　だが、「社畜フェスティバル」はまだ終わりではない。むしろ一部の社畜たちにとっては、本番のイベントはこれからなのだ。

　午後６時からイベントホールで開かい催さいされる重要イベント──「日本人の明日を考える会」とかいう我が芽め津つイリナの政治グループが主しゆ催さいするパーティーがあるのだ。

　我芽津は大勢のブラック企き業ぎようの関係者や社畜たちとつながりがある。当然、そうした連中が集つどうことになる。パーティーの中では、さまざまな謀ぼう議ぎが企くわだてられているに違ちがいない。

　そして、オレたち反社畜も、彼らの動きを黙だまって見ているわけじゃない。パーティーに潜せん入にゆうして、連中の動きをつかみ、できるなら弱点も探さぐっておきたい。昨日の反社畜サミットは、そのための相談の場でもあったのだ。

　オレは49階にあるイベントホールへと向かうべく、エレベーターに乗り込んだ。そのエレベーターの中には、すでに先客がいた。

「あ、ユイカ、クールさん」

「おや、立たち花ばなくん。キミもこれから？　ちょうどよかった」

　ユイカとクールさんは、外のカフェで合流してこちらにやって来たらしい。オレは気まずそうな顔をしているユイカと向かい合った。

「ユイカ、昨日のことなんだけど」

　オレたちを乗せたエレベーターが、ぐんぐんと上じよう昇しようしていく。

「その、ごめ──」

「あたしが悪かったわ、ごめんなさい」

　謝ろうとした刹せつ那な、ユイカの方が頭を下げてきた。オレは驚いてユイカを見つめた。

「あんたがちゃんと自分の言葉を伝えようとしていたときに、逃にげたのはあたしよ。だからあたしが悪かったわ。本当にごめんなさい」

　オレはちらりと横のクールさんに視線を移した。だが彼女は、無言で首を振ふった。ユイカが自分自身で出した結論らしい。オレは赤面した。ユイカは強ごう情じようだから、自分からは折れないだろう、だからここはオレの方から……などと考えていたのだが、それが大変な思い違いだったということを、今オレは知らされたのだった。

「そんな……。オレの方こそ本当にごめん」

　オレはユイカの気持ちが虎こ牙がに傾かたむいてるんじゃないかって誤解をしていたけど、ユイカからすれば、オレの方こそいつもクールさんやミウにデレデレしているように見えていたはずだ。そんなことも分からず無神経に振る舞まってユイカを傷つけたのは、オレなんだ。

「オレ、お前の気持ちを全然考えてなかった。だからオレが悪いよ。ごめん」

「じゃあ、おあいこってことね」

「そういうことにしとくか」

　うなずいて、オレは深呼吸した。改めて告白しようとしたオレを、ユイカは遮さえぎった。

「待って。今からあたしたちは、潜せん入にゆう捜そう査さに行くのよ。いわば、戦争よ。そんなときに、こんな浮うわついた気持ちじゃ駄目。だから、これが終わってからにしましょう」

「お、おう。それもそうだな」

　おあずけを食くらってしまったが、仕方がない。

　もう一度、オレはクールさんの様子をうかがった。昨日、クールさんはオレのことを好きだと言ってくれた。そんなことがあったのに、今のクールさんはそのことをおくびにも出さなかった。静かな笑えみをたたえて、オレとユイカのやり取りを見つめていた。

　もう、吹ふっ切きれたのかな？　いや、そんなことはないだろう。それでも、自分の気持ちを心の棚たなの奥にしまい込んで、オレとユイカのことを温かく見守ってくれているのだろう。

「ところで、立花くん。入場券は手に入れているんだよね？」

「ああ、バッチリだよ」

　パーティーに出席するには、３万円えん払はらって入場券を購こう入にゆうする必要がある。このパーティーは、法律上、政治家・我芽津イリナの政治資金パーティーという扱あつかいになっていた。入場券を売りさばいて得られたお金から経費を差し引いた額が、政治資金として我芽津の懐ふところに納められるわけだ。

　とはいっても、もちろんオレたちは我芽津なんかにはビタ一文たりともくれてやるつもりはない。入場券を入手するためには、ちょっとした裏技を使う必要があった。

　オレが注目したのは、上司である本もと山やま課長だった。数日前、せっせと仕事をしていたオレは、課長がこんな独り言を言っているのを耳にしたんだ。

「ああ、忙しい忙しい。忙しくて仕事が終わらない。週末は我芽津先生のパーティーにも出席しなきゃいけないのに……」

　すかさずオレはこう言ったんだ。

「あ、そのパーティー、よかったらオレが出ましょうか？」

「いいのか!?　お前、案外いい奴やつだな。でも、どうして……」

「ちょっと課長に感化されまして、オレも社しや畜ちくとしての生き方に目覚めたようです。我芽津先生のお話を聞いて勉強したいと思いまして」

「そうかそうか。じゃあ頼たのむぞ。ほら、これが案内状と入場券だ。持ってけ」

　大ウソを真に受ける本山課長に、オレはほくそ笑んだ。彼が我芽津のパーティーに出席することになっていたのは、単に我芽津の後こう援えん会かいの「動員」を受けてのことで、別に本心から出席したいわけではない。社畜として我芽津を応おう援えんしたい気持ちはあるので入場券は購入したが、本当はそんな暇ひまがあったら仕事をしていたいのだ（だって社畜だから）。

　もともと入場券を高額で売りさばいて政治資金を調達するのが目的の一つのパーティーだ。買う側も単なる「お布ふ施せ」のつもりで購入することが多い。参加するつもりもないのに３万円を払はらって入場券を購入する支持者も多い。

「僕と同じだね。僕も、早はや川かわ課長代理と斉さい藤とう係長の入場券をタダでゲットしたのさ」

　そう言って、クールさんは二枚の入場券をバッグから取り出した。一枚は、ユイカ用なのだろう。

「にしても、あんたその恰かつ好こう……ぷっ」

　オレの服装を、ユイカが容よう赦しやなく笑い飛ばした。

　エレベーターの奥側は全面が鏡になっている。オレの姿もバッチリ映っていた。今のオレは、夜会用のタキシードをぎこちなく着ている。いかにも「こういうの着るの、初めてでーす」という雰ふん囲い気きが丸わかりだ。

「本山課長が貸してくれたんだよ。こういう場では、身なりも大事だからって」

「うーん、課長のセンスじゃ仕方ないか。でも、いっそ『社畜くん』の着ぐるみでも着てきた方がマシだったんじゃないの？」

　けらけらと笑うユイカは、大人びた赤いロングドレスを着ていた。肩かたが大だい胆たんに露ろ出しゆつしていて、胸の谷間もくっきりと見える。何ともセクシーな装いだった。

　オレがついつい見とれていると、

「ちょっと……恥はずかしいから、見ないでよ……」

　急にもじもじし始めたユイカ。あれ、どうしたんだ？　いつものユイカなら「何ジロジロ見てるのよ、スケベ！」って容赦なくぶん殴なぐってくるはずなのに。大人っぽいドレスを着ているせいか、いつもよりしおらしいぞ。

「僕が持っていたのを、ユイカちゃん用に仕立て直したんだよ。どうだい、とても似合ってるだろう」

　オレは大きくうなずいた。姉ちゃんが言っていたな。「ユイちゃんは何を着ても似合う」って。本当にその通りだと、オレは改めて思った。

　ちなみに、クールさん自身はというと、昨日と同じ、黒のスーツ姿だ。

「え、でもクールさんはドレス着ないの？」

「僕はドレスよりも男装している方が合っていると、キョーコちゃんたちが言うものでね」

　分からなくもないが……クールさんもドレスが似合うだろうにな。

　エレベーターが49階に到とう達たつした。オレは操作パネルの「開」ボタンを押さえて、ユイカとクールさんを先に通した。二人の後をついてエレベーターを降りると、

「うへっ」

　変な声が出てしまった。

「ちょっと、どうしたのよ」

　ユイカが不ふ審しんに思って、声をかけてくる。

「い、いや、お前、凄すごいドレス着てるんだなって思って」

　ユイカのドレスは、肩がむき出しになっているだけではない。背中がかなり大胆に露出していた。

「うう。見ないでってば」

　ユイカの顔は真っ赤だった。あれ、ユイカってこんなに恥ずかしがり屋さんだったっけ？

「お前、今日はマジで大人しいな。一体何があったんだ？」

「本当に恥ずかしいのよ、これ」

　確かに胸むな元もとが大胆に見えているし、背中も開いているが……。

「だってこれ、もとはクールさんの衣装だったのよ。あたしはクールさんほど背が高くないし、スタイルもよくないから……」

　あっ、そういうことか！　オレはやっとユイカの心理を理解した。ユイカは、クールさんと比ひ較かくされるのが恥ずかしいんだ。スタイル抜ばつ群ぐんのクールさんが着ていたドレスを、自分が着ることになったから。乙女おとめ心ごころは難しいな。

「安心しろ。クールさんは素す敵てきだけど、お前もすっごく素敵だから」

「え……」

「女って、みんなモデルみたいなほっそりした体型に憧あこがれるけど、男からするとお前くらいケツでかい方がぐふぅ」

　超ちよう音おん速そくの蹴けりが、オレの脇わき腹ばらを襲おそった。痛い！

「お尻しりが大きくて悪かったわね！」

　うん、まあ、いいや。これくらい元気な方がユイカらしい。

「……？　二人とも、何やってるの？　早く行くよ？」

　クールさんがオレたちを促うながした。慌あわてて小走りで追いつこうとして、

「いてっ」

　何かに肩がぶつかった。ダンボール箱の山だ。

「こんなところにダンボール、置くなよな」

　我芽津の政策パンフレットが大量に入っているらしい。ちらりと見えた表紙には「進め一億総社畜」「いつも心に残業を」「コンクリートから人柱へ」などと気が滅め入いるようなキャッチフレーズが書かれている。会場で配るためのものだろう。

　会場となるイベントホールの前では、スタッフの人が受付をしていた。やってくる支持者の人にあいさつをしたり、入場券を受け取ったりしている。

　オレは、ちょっと緊きん張ちようした。オレたちは本当は我芽津の支持者でも何でもない。それにパーティーにやってくる人は年配の人がほとんどなので、若すぎるオレたちは不審に思われるのではないか、と思ったのだ。

　でも、そんな心配は杞き憂ゆうだった。入場券を渡わたすと、受付の人は一いつ瞬しゆんだけ不思議そうな目つきをしたが、すぐに破顔してオレの背中をポンと叩たたいた。

「おっ、君たち、若いのに政治に関心があるのか。いいねえ。日本の未来は安あん泰たいだ！」

　日本の未来が安泰じゃないから、オレたちはここに来てるんだが。

「ほら、最近は大学生なんかの政治サークルも活発だろう。我芽津に憧れて、自分で起業したいという若者も多い。だからじゃないかな」

　クールさんがオレに耳打ちした。なるほどね。

　イベントホールは、立食式のパーティー会場になっていた。テーブルの上に置かれた料理を、食べたい人が食べたいだけ皿に取り分けて食べる仕組みだ。昨日の「反社畜サミット」で見かけた反社畜たちがすでに何人か紛まぎれ込んでいた。黒のドレスを着こなし、ワイングラスを片手にたたずんでいるのは、経営者でありながら反社畜でもあるという、株式会社アコギの四し条じようミレイ社長だ。

「虎こ牙がの奴は、まだ来てないみたいだな……」

「虎牙さんは、遅ち刻こくがデフォルトだから……あ、あの人、テレビで見たことある！」

　ユイカが指差したのは、三十代後半くらいの実業家風の男性だった。オレも見たことあるな。『ネットビジネスで一億円儲もうける方法』みたいなタイトルの本をたくさん書いている人だ。なぜその方法を自分で実じつ践せんして一億円儲けないのかは謎なぞである。

　その男とシャンパンを飲みながら談だん笑しようしている五十代くらいのおっさんも、ビジネス誌で見かける有名人だ。確か、ベンチャー企き業ぎようの社長じゃなかったかな。声がでかいので自然に話の内容が伝わってきたが、要は「私は使えない社員をこんなにクビにした」などと威い張ばっているらしかった。

「そんなことを自じ慢まんしている時点で三流よね。そういう使えない社員を上手に使いこなしてこそ、一流の経営者でしょうに」

「そうだよな、だいたい、『使えない』って言うけど、採用したのは自分らじゃねえか」

　他ほかにも、厚生労働大臣を務めた経験を持つ当選十回の大物議員、インサイダー取引で有罪判決が確定して失職したのになぜか次の選挙で普ふ通つうに当選して議員に返かえり咲ざいた中ちゆう堅けん政治家、次の経産連会長の座を狙ねらっている大だい企き業ぎようの社長など、オレでも聞いたことのあるような有名人がごろごろいる。

　敵は、我芽津一人ではない。ブラック企業のクソ経営者どもは、政界・財界のいたるところに根を下ろして、自分たちの理想となる社会を作るべく画策しているのだ。

　ほどなくして、我芽津イリナが姿を現した。会場に入ってきた瞬間にその場の雰囲気がガラリと変わる、そんな強い存在感を持った美び貌ぼうの女性だった。ドレスには色とりどりの宝石がつけられていたが、それらはまるで我芽津自身の放つ圧巻の煌きらめきをただ引き立てるためだけにあるかのようだった。我芽津の視線が、こちらに向けられた。きらきらと輝かがやいてはいるが、どこか爬は虫ちゆう類るいのような目で見つめられて、オレはゾクッとした。

　その我芽津のあいさつが始まった。いわく、政府は失業者や貧困者などの弱者対策に力を入れているが、これは社会の活力を奪うばうだけのものだ。最近の若い奴は、などというフレーズはよく耳にするが、近ごろは若者も中年も高こう齢れい者しやも努力しないようになってきた。こういう腐くさりきった怠なまけ者ものを一いつ掃そうすることが自分の責務だ──。身内ばかりが集まるパーティーということで、テレビの前よりもさらに過激なことを口走っている。

「たった月２００時間程度の残業にも耐たえられない軟なん弱じやくな人が増えているようですが、そのような人間は、社会には不要ですわ。早く死んでしまえ！　とわたくしは言いたい」

「中間層や貧困層を対象とした政策など、無用の長物です。まずは富ふ裕ゆう層に富を集中させないと。それによって経済は活性化し、社会は元気になるのです」

「ダメな人間は、何をやってもダメ。そんな人間に教育や福ふく祉しのコストをかけるのは、本当にムダ。せめて社畜にして、企業に滅めつ私し奉ほう公こうする精神を培つちかわせるしかないですわ」

　などなど、言いたい放題だ。

「アキト、ちゃんと録音できてる？」

「バッチリだよ」

　上着のポケットの中に、オレはＩＣレコーダーを潜ひそませている。今の我芽津の暴言の数々がネットを通じて流出すれば、眉まゆをひそめる人は多いはずだ。ただし、それほど大きな効果は期待していない。ネットには「我芽津先生の言うことはすべて正しい！」と主張する我芽津信者みたいな連中もいるし、マスコミは腑ふ抜ぬけだからこれを黙もく殺さつするだろう。

「そこでわたくしたちは『一億総社しや畜ちく社会』を実現するための政策提言を出させていただきました。この提言に基もとづいた法案は明日あした、国会で採決が行われ、可決される見通しです」

　何だって!?　そんなの初耳だぞ？

「審しん議ぎもなしに、いきなり採決だって!?　無茶苦茶だよ」

　クールさんが渋しぶい顔をする。彼女にとっても、予想していない展開のようだ。

　我芽津に続いて、やはり会社経営者出身の世せ襲しゆう議員が連帯のあいさつを行った。こいつも、かなりの大物議員だ。親の地じ盤ばんを引ひき継ついで何一つ苦労せずに現在の地位を得たこの男は、「既き得とく権益を打ち破ろう！」などと強く会場に呼びかけていた。既得権益の塊かたまりみたいな奴やつが何言ってんだとオレは混乱したが、彼の言う既得権益とは、生活困こん窮きゆう者が受給する生活保護費や、難病の人に対する助成制度などの、弱者に対する社会保障のことだった。彼の目には、それらが不当な既得権益に映るらしい。やれやれだ。

「ところでオレさあ、さっきからすっごく不思議に思ってることがあるんだけど」

　オレがぽつりとつぶやくと、ユイカが強く同意した。

「奇き遇ぐうね、あたしもそうなのよ」

「こんなにおいしそうな料理がたくさん並んでいるのに……」

「どうしてみんな、がっつかないのかしら？」

　ローストビーフ。白身魚のムニエル。スモークサーモン。高級ウインナー。ジャーマンポテト。シーザーサラダ。寿司すし。どれもこれも、おいしそうだ。それなのに、ちっとも手を付けてない人が大多数なのはどうしてだろう？

「きっとこいつら、普ふ段だんから相当いいものを食べてるんだな。だから、このくらいじゃ食指が動かないんだ」

「腹立たしいわね。しかもこの人たちは、ここに来るために３万円も払はらってるはずなのよね。せっかく大金を出しているのに、もったいないとは思わないのかしら」

「ユイカ、分かってるな？　こいつらが食べない分、オレとお前でガッツリご馳ち走そうをいただくとするぞ」

「もちろんよ。３万円の元は取るわ！」

　３万円、払ってないけどな！

「ちょっと、二人とも。ここに何しに来たのか忘れていないかい？」

　クールさんが呆あきれ顔がおで言った。

「もちろん、忘れてないさ！　でも、ご馳走を前にして放っておくわけにもいかないだろ？」

「ここにお集まりの紳しん士し淑しゆく女じよの皆みなさんとは違ちがって、あたしたちは一いつ般ぱん家庭の出だもの。食い意地が張ってるのよ。こんな豪ごう華かなお料理を食べられるのは、一生に一度かもしれないしね」

「一応言っておくと、ここにあるのはどれもそんなに値段の張る料理じゃないよ」

　え、噓うそだろ？

「ワインは安物だし、ローストビーフは国産牛じゃないね。お寿司の握にぎり方もよくないし、サーモンの味付けもいまいちだね」

　クールさん、なんか「食通」って感じがする！　でも、どうして料理の質をケチるんだろう。我芽津なら、見み栄えを張りそうなものだけど……。

「だって、今日のパーティーは政治活動の資金を作るためのものだよ？　なるべく経費はかけたくないはずさ。出席者もみんなそれが分かってるから、あまり食べないんだ」

　でも、それにしたって、オレやユイカが普段食べているようなものよりは、ずっと高い料理のはずだ。食べるぞ！

　ユイカは何か珍めずらしい食べ物でもないかとさまよい始めた。クールさんも苦笑しながらついていく。オレが一人でフライドチキンにむしゃぶりついていると、出席者にあいさつをして回っていた我芽津が、四条社長に声をかけているのが見えた。

「あら、四条じゃない」

「……お久しぶりです、我芽津先生」

　この二人、知り合いだったのか。まあ、我芽津も政治家になる前は女社長だったわけだから、接点があってもおかしくはない。

「あなたのことで、あまりよくない噂うわさを耳にしたのだけれど。何でも、今までの働き方を見直して、仕事と家庭の両立ができるようなゆとりを持とう、などと提唱しているとか。まさか、本気ではないでしょうね。一流の経営者となるためには、立ち止まっている時間などないのよ」

「……私はあなたに憧あこがれて、ここまで来ました。自分の会社を興おこしたのも、あなたを見習ってのことです。ずっとあなたを目標にして、私はやってきました」

　四条社長は、唇くちびるを嚙かみしめた。

「でも、あなたと同じ道は、歩まない。あなたが歩んできた道は、他人の屍しかばねを積み重ねたその上にできている。そんな道を、私は歩きたくない。今日は、それを言いに来ました」

「ふん、まあいいわ。人にはそれぞれの道があるものね」

　我芽津の美貌に、薄うすい笑えみが浮うかんだ。

「でも、今さらあなたがそんなことを言ったって、説得力はあるのかしら。あなただって、綺き麗れいな道を歩んできたわけではないでしょうに。ふふ……何人もの相手を食い物にしてきたその口で、そんな陳ちん腐ぷな正論を吐はかれてもね」

　なんか、二人の間に火花が飛び散っている！

　オレが美女同士の対決に目を奪われていると、ドン、とオレの背中に誰だれかがぶつかってきた。ほろ酔よい気分の壮そう年ねんの男が、よろめいたらしい。

「お、すまんな。堪かん忍にんしてくれや」

　ワインを少しこぼしてしまったようだ。幸い、オレのタキシードにはかかっていない。

「んん？　お前、どこかで見た顔だな」

　やべっ。この人、よく見るとワクワクフーズの森もり経理課長じゃないか！　和わ久く村むら社長をぶっとばす直前に、『畜ちく林りんの七しち賢けん』を名乗って襲おそいかかってきた中の一人だ。いつも家に帰らずに仕事をしていることから、『帰らずの森』と呼ばれている。

　まずい。オレがこの場にいることがバレたらまずい。焦あせっていると、小こ柄がらな影かげがそっと駆かけ寄よってきて、森経理課長に声をかけた。

「あら、これはこれは、森課長さんではいらっしゃいませんこと」

　ミウだった。今日は、アイドル然としたフリフリのついた派手なコスチュームでの登場だ。オレにそっと目くばせを送ってくる。

「おお、和久村前社長のお嬢じようさん。昨日のコンサート、行きましたよ！　いやあ素す晴ばらしかった。拙せつ者しや、感動したでござる！」
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　ん？　拙者？

「ちなみに拙者の場合ラク好きとは言っても、いわゆる美少女アイドルとしての根ね津づ畑はたラクではなく、現代資本主義社会のメタファーとして見ているちょっと変わり者ですので。ドゥフフ」

　どわあ！　昨日オレの近くにいたキモオタ風のお客さんは、お前だったのかよ！　スーツ姿じゃなかったから、気付かなかったぜ。

「そ、それはありがとうございます……。でも、お仕事は大だい丈じよう夫ぶでしたの？　お忙いそがしいのではありませんの？」

「いや、それが。実は先日、若いのが一人、経理課に入って来ましてね。これが実に有能な奴なのです。おかげで、久々に土日に休みが取れまして」

「あら、そうでしたの」

「拙者はバリバリの仕事大好き人間ですが、たまには気分転てん換かんもいいものでござるな」

　森課長のキモオタ口調はさておいて、オレは何だか胸が熱くなった。ワクワクフーズも、少しずついい方向へと変わってきているな。

　すっかりいい気分になった森課長がワインのおかわりのために席を離はなれたので、オレはミウにお礼を言った。

「すまん、助かった」

　でも、何でミウがオレのことを助けてくれたんだ？

　オレが疑問に思ってそう尋たずねると、

「社畜がみんな我芽津の主張に賛同していると思ったら、大おお間ま違ちがいなのですわ」

　意外な答えが返ってきた。

　あ、そういえば。テレビで我芽津のことが報道されたのを見たとき、ミウは微び妙みような顔をしていたな。こいつのことを支持しているか、と尋ねたら、「そ……そうね」と歯切れの悪い返事をしていたっけ。

「私が危き惧ぐしているのは、『社しや畜ちくになんかなりたくない！』『ブラック企き業ぎようでは働きたくない！』という人たちにまで、強制的に長時間労働をさせる仕組みを我芽津が作ろうとしていることですわ。私は働くのが大好きですけれど、そうなりたいと望む者だけが、社畜になればいいのです。望まない者を社畜にしてしまうのは、間ま違ちがっていますわ」

　そう、その通りだ。ちゃんと分かってるじゃないか。

「そういや、昨日のコンサートのことなんだけど……」

　その一言で、ミウはオレが何を言おうとしているのか分かったらしい。きらきらの瞳ひとみをさらにきらきらさせて、オレの次の言葉を待っていた。

「あの歌って……つまり、そういうことだよな？」

「つまり、そういうことですわ」

　ミウはぽっと顔を赤らめて、視線を逸そらした。その仕草があまりにも可愛かわいくて、不覚にもオレはときめきそうになったけど、言うべきことは言わなくちゃいけない。もう中ちゆう途と半はん端ぱな態度はやめにしよう。

「ごめん。ありがたいけど、お前の気持ちには応こたえてやれない」

　オレの答えを、ミウは半ば予期していたようだった。明るく笑って、彼女は答えた。

「分かっていますわ。あなたは、桜さくら野のユイカが好きなのでしょう？」

　こくり、とうなずいたオレに、ミウは冷ややかな声を投げかけた。

「……でも、桜野ユイカなら、あちらでイケメンと話をしていますわよ」

　会場を見回すと、ユイカが若いスーツの男と話をしている。キザな感じのイケメンだ。ナンパなのだろうが、ユイカもまんざらでもなさそうな顔をしている。

「ずいぶんと親しそうですこと。ちょっと顔のいい男に言い寄られたら、あの様子。あんな女なんかより、私の方があなたを幸せにできますわよ」

　そう言って、ミウはオレの首に手をまわしてきた。その動作の大人びた色っぽさに、オレはドキドキした。このコ、お子ちゃまだと思っていたらときどきこういう表情を見せるから油断できない。

「桜野ユイカよりも私の方が、ずっといい女になりますわ。だから──」

「ユイカを悪く言うな」

　強い口調で言って、オレはミウの手をはねのけた。もう迷わない。オレは、ユイカを信じ抜ぬくって決めたんだ。

「あんな頭の軽そうな男に、ユイカがホイホイとなびくわけがない。きっと、何か理由があるに違いない」

　ミウはショックを受けたようだった。オレがこんなにも強く拒きよ絶ぜつの意思を示すとは、思っていなかったらしい。泣きそうな顔で、彼女は声を振ふり絞しぼった。

「そう。分かりました。ここは引き下がります」

　でも、それも一いつ瞬しゆんのことで、ミウはすぐに笑顔を作った。

「でも、私はへこたれませんわ。『殺してでも奪うばい取とれ！』がワクワクフーズの社訓。きっといつか、あの女からあなたを奪ってみせますわ」

　自信に満ちた口調で言って、ミウはオレの傍そばを離れたのだった。

　ああ、また女の子を傷つけちゃった。

「素敵だ。君は実に素敵な女性だよ」

　反省するオレの耳に、若い男の不ふ愉ゆ快かいな声が入り込んできた。ユイカをナンパしていたキザな男の声だ。耳をそばだてる。

「君は我芽津先生のどんなところに惹ひかれて、今日ここに来たのかな？　我芽津先生のような、立派な政治家になりたいのかな？　それとも、女性経営者に？　いずれにしても、僕が個人的に詳くわしく教えてあげるよ。個人的に」

「あら、ありがとう。じゃあお言葉に甘えようかしら」

　ローストビーフと春巻きと鶏とりのから揚あげと大トロ握にぎりを皿に取り分けながら、ユイカは言った。ミウの言うとおり、やけに親しげな様子だ。

「何を目指すにしても、我芽津先生の積極的なところを見習わないとダメだよ。さあさあ、向こうの部屋で二人きりで話そうよ」

「あれは、我芽津イリナの秘書だよ」

　アップルジュース片手のクールさんがいつの間にかやって来て、そう言った。

　我芽津の秘書だと!?　あの議員にしてこの秘書ありだな。ふざけやがって。

「よし、しばいてこよう」

　オレは腕うでまくりした。「ユイカはオレの女だっ！」って言えれば一番かっこいいんだけど、それはさすがに恥はずかしい。でもナンパ男をユイカから遠ざけるくらいはしないと。

「いや、ここは様子を見よう」

　オレの肩かたをつかんで、クールさんはひき止めた。眼鏡が、キラリと光る。

「敵の関係者が、向こうから話しかけてきたんだ。情報を引き出す絶好のチャンスだよ」

「そうかもしれないけど……」

「信じるって決めたんだよね？　ユイカちゃんのこと」

　クールさんの、意外に強い口調に、オレは少しだけたじろいだ。

「僕がキミのことをあきらめたのは、相手がユイカちゃんだからだよ？　ユイカちゃんは、本当に素敵な女の子だよ。女の僕でも惚ほれ惚ぼれするくらいにね」

「そんなこと、分かってるよ」

「いいや、キミは分かってないね。それに、あの程度の男は軽くあしらうくらいじゃないと、僕は安心してユイカちゃんにキミのことを任せられないな」

　そう言われると、オレは黙だまるしかなかった。明らかにいいところのお坊ぼつちゃんという風ふう貌ぼうをした我芽津の秘書は、ユイカへの一方的なアプローチを続ける。

「君を一目見たとき、ビビッときたんだ。僕の相手はこの女ひと、ってね。だから……」

「奥さんにでもしてくれるの？」

　いたずらっぽくユイカが尋ねると、秘書は首を振った。

「僕には婚こん約やく者がいるんだ。それが何と、今の副総理の姪めい御ごさんなんだ。凄すごいだろう？」

　馬ば鹿かかこいつは。口説いている相手に婚約者の自じ慢まんをしてどうする。

「でも、そんなのは形式だけのことさ。恋れん愛あいはまた別だよ。……分かるよね？」

　つまり愛人になれということか。本当にロクでもねえ奴やつだな。

「分かるけど……それはちょっと、どうかなあ」

「いくら欲しいの？」

「え？」

「お金が欲しいんだろう？　百万？　二百万？」

　一瞬、ユイカの顔が険しいものになったのを、オレは見み逃のがさなかった。秘書が口にしたのは、ユイカへの無意識な侮ぶ蔑べつの言葉だった。

　自覚のないドクズって最低だなあ。

「僕は君のことが好きなんだよ。君もそうだろう？　僕には分かる」

「そうね。あたしもあたしのことが好きだわ」

「そう、君も君のことを……えっ」

「あなたもあなたのことが好きでしょう？」

「ハハ、お、面おも白しろいことを言うお嬢さんだね」

「あなたの顔は、もっと面白いけど」

「面白い……？　僕の顔が……？」

　困こん惑わくした様子で、秘書は言葉を詰つまらせた。多分このイケメンは、女の子から顔を悪く言われることに慣れていないので、マヌケ面をバカにされていると気付いていないのだ。

　ああよかった。やっぱりユイカはユイカだ。

　もっと言ってやれ！

「ま、まあ僕はいろんなところに顔が利きくから、そういう意味では面白いかもしれないね」

「お父さまはどんな方なの？　さぞご立派な方でいらっしゃるんでしょうね」

「さっき連帯のあいさつをしていたのが、僕の父だよ。我が家は代々鉄鋼業を営んでいてね。政治家も、何人も輩はい出しゆつしてる。僕のパパも社長を務めてから政界入りしてね。我芽津先生と一いつ緒しよに頑がん張ばっているよ」

「じゃあ、あなたいいとこの御おん曹ぞう司しでいらっしゃるのね。何の努力もしなくても、社長の座が転がり込んでくるような素敵なゴミ分……じゃなかった、ご身分なんだ。きっと、いずれはお父さまの後を継ついで国会議員先生ね。さすがだわ」

「まあね……ハハハ」

　照れたように頭をかくイケメン秘書。こいつホンモノのバカだな。親の七光で威い張ばってんじゃねえよってユイカが暗に言ってるのが、分からないのか？

「さ、ちょっと外へ出ようか。向こうに展望台があるよ」

　秘書はユイカの肩に手を置いて、彼女を会場の外へと連れて行った。オレとクールさんはそっと二人の後をつけていく。

「でも、あなた我芽津さんの秘書なんでしょう？　この後もお仕事があるんじゃないの？」

　二人は廊ろう下かで話を続けていた。

「それがね……我芽津先生はパーティーの後はいつも、企業の偉えらい人たちと会議室で懇こん談だんするんだ。で、これは秘密の話だからって、若手の僕は入れてくれないんだよ。場所も教えてもらっていない。だからしばらくは暇ひまなんだ。ベテランの秘書さんは同行しているみたいなんだけどね」

　そう言うと、秘書はきょろきょろと辺りを見回した。オレとクールさんは、慌あわてて頭を引っ込める。

「あ、今の話は内ない緒しよだよ。君が素敵な女性だからこそ、とっておきの秘密を話すんだよ？」

　オレはクールさんと顔を見合わせた。ついに我芽津の尻しつ尾ぽをつかんだのかもしれない。
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　５分後。展望台でユイカをさんざん口説いていた我芽津の秘書は、満足げな表情でその場を後にした。それを見届けてから、オレとクールさんはユイカと合流した。

「さっきの男はどうしたんだ？」

　と訊きいたら、ユイカはくくくっと笑った。

「あの脳みそからっぽ男、『じゃあ一時間後に一階のロビーで待ち合わせしましょ』って言ったら、ガッツポーズをして会場に戻もどって行ったわ。待ちぼうけをくらうとも知らずに、きっと今いま頃ごろは夢中で今夜のデートプランを練っているんじゃないかしら」

「あいつは脳みそからっぽじゃないよ。きっと頭ず蓋がい骨こつの中いっぱいに、エロい妄もう想そうが詰まってるエロ男だ」

「それはアキトも一緒でしょ！　さっきからあたしの胸ばっかり見て！」

「いてっ、蹴けるなよ」

　そのドレスは、見せるために胸むな元もとが大きく開いてるんじゃないのか？　納なつ得とくいかねえな。

　気を取り直して、目的地に向かう。問題は我芽津がどの会議室を使うかだが、クールさんが恐おそろしい頭の冴さえを発揮して、あっさりと割り出すことができた。我芽津の政治団体の名前を使って、社しや畜ちくタワーの管理運営会社（タワー内に事務所がある）に「今日、会議室を予約しているはずですが、間ま違ちがいないでしょうか」と確かく認にんの電話を入れたのだ。担当者は、何の疑いも抱いだかずに「49階の第三会議室ですね。はい、お取りしてあります」と教えてくれた。

「第三会議室……この階の、一番奥の部屋だな」

　さて、問題は我芽津が何を企たくらんでいるかだ。政治家が企き業ぎようの幹部と懇談すること自体は、珍めずらしいことじゃない。でも、自分の事務所の若手秘書にも秘密にしているとは、どういうことだろう。よほど後ろ暗いところでもあるのか。

「賄わい賂ろ、だろうね」

「犯罪じゃん」

「うん。実は、我芽津はブラック企業から違い法ほうな献けん金きんを受けているのではないか、という指し摘てきは以前からあったんだよ」

　そうなのか。ところで、クールさんは当たり前のように話をしているけど、ここらで前提となる事実関係を整理しておいた方がいいだろう。

「ねえクールさん。そもそもオレ、よく分からないことがあるんだけど」

「ん？　何かな？」

「我芽津は、もともとワクワクフーズやゼニクレみたいなブラック企業から、政治献金を受けているんだよね？　でも、それ自体は別に違法ではないんだよね？」

「そうだね、政治資金規正法にのっとって、正しく申しん告こくしている限りはね」

　より厳密に言うと、政治家個人に企き業ぎよう献けん金きんを渡わたすのは違法だが、政治家が支部長を務める政党支部に企業献金をするのは合法とされている……とかいうややこしい話らしいんだけど、オレには難しくてよく分からなかった。きっとオレがバカだから分からないんじゃなくて、政治家たちが法の抜ぬけ穴あなを作るためにわざとややこしくしているに違ちがいない──と、オレは決めつけることにした。

「それに、我芽津は今みたいな政治資金パーティーをやってお金を集めてるよね。そもそも我芽津自身が経営者として成功していて、お金持ちなわけだろ？　どうして、それとは別に違法な献金を受ける必要があるの？」

「あ、それはあたしも疑問に思った」

　ユイカが手を上げた。やっぱ疑問に思ったのはオレだけじゃなかったのか、よかった。

「確かに、分かりにくいね。じゃあ、ヒントをあげよう。政治献金や、政治資金パーティーによって得たお金は、政治資金規正法に従ってきちんと報告しなければならない。そして国会議員は、国会議員資産公開法に基もとづいて毎年の資産を公開しなければならない」

「うん」

「ということはだよ？　公開されているそれらの情報をチェックすれば、政治家の政治資金団体にどこからお金が入って、どこに出て行ったのかがおおよそ分かるはずだよね？　問題は、入り口じゃなくて出口の方なんだよ」

　出口……それはつまり、どういうことだろう。オレよりも先にユイカがひらめいた。

「あ、分かった。悪いことに使うのね？」

「ご明察。悪いことに使うためのお金は、入金しても申告できない。悪いことに使いましたって申告するわけにはいかないから、帳ちよう尻じりが合わなくなるからね。いわゆる裏金ってやつだよ。きっと次の選挙で、人には言えないことに使うんだろう」

　まあ、まだ賄賂を受け取るための懇談だと決まったわけじゃない。ただの、悪わる巧だくみの相談なのかもしれない。いずれにしても、すぐに明らかになることだ。
















　──その会議室では、四人の男女が二対二に分かれ、緊きん迫ぱくした面持ちで向かい合っていた。我が芽め津つイリナとそのベテラン秘書、それに懇談相手である二人の企業関係者だ。

　テーブルの上には、札束の山が、デン、と載のっている。我芽津へと渡ることになる、違法な政治献金だ。

「我芽津先生、先生のお出しになる法案の成立、陰かげながら応おう援えんさせていただきます。そして、ぜひ次の内閣改造では厚生労働大臣におなり下さい」

　積み上げた札束の上で我芽津と固い握あく手しゆを交かわしたのは、ゼニクレ商事専務の亀かめ永ながという男だった。ヒトラーみたいなチョビ髭ひげを生やした小男だ。その隣となりで揉もみ手でをしているノッポの男は、同じくゼニクレ商事で総務部長を務めている、鶴つる橋はしだ。

「本日、弊へい社しや会長の銭ぜに暮くれは病気療りよう養よう中のため参上できませんでしたが、代理として私どもが参りました。また先生のお役に立てて光栄であります」

「ありがとう、亀永さん。今のわたくしがあるのは、あなたたちのおかげだわ」

「今日のパーティーでのお言葉も、まこと素す晴ばらしいものでございました。先生は実に演説の名手でいらっしゃいますな。先生が今の日本のことをいかに憂うれえているか、よく伝わってきました」

　鶴橋部長が褒ほめちぎった。歯の浮うくような、とはこのことだ。

「日本の全国民を社畜化することで経済を活性化し、日本を元気にする。まことに素晴らしい先生のお考えに、私、大変感かん銘めいを受けました」

　亀永専務も、演出過か剰じようなしぐさを交えて我芽津を讃たたえた。我芽津は苦笑いした。闇やみに響ひびくような暗い声で、彼女はささやいた。

「亀永さん、鶴橋さん。ここには、わたくしたちしかおりませんわ。きれいごとを言うのはやめましょう」

「……えっ？」

「そんなたわごとを真に受けるのは、バカな有権者だけで十分ですわ。わたくしたちは、もっと実のある話をしましょう」

「あっ、えっ」

「この政策提言に基づいた法整備が整えば、おたくのようなブラック企業は今まで以上に労働者を安くこき使い、手軽に使い捨てることができるようになります。労働者のニーズだの、経済の活性化だの、そんなのは口から出まかせですわ。ご存知でしょうに」

　亀永専務と鶴橋部長が、みるみる青ざめていく。

「いえ、私は……。私どもは、本当に、我芽津先生のご意見が日本のため、社会のためになると思って……働く者がみんな社畜になれば、社会は変わると信じて……」

「先生、私どもの社訓は、『残業を通じて貧困と飢き餓がを世界から撲ぼく滅めつする』でございます。一億総社畜化で、世界は次のステージへと進化すると確信しておるのでございます」

　我芽津が眉まゆをひそめた。不快げに、彼女は吐はき捨すてた。

「生ぬるいことをおっしゃるのね」

　地の底に響くようなそれは、悪あく魔まの囁ささやきだった。

「そのような甘い考え、捨てておしまいなさい。この法案が通れば、日本は『社畜にあらずんば人にあらず』という、厳しい弱肉強食の時代を迎むかえます。その中で、どうやって勝ち抜くか。それだけを考えなさい。これは勝者だけがすべてを得る壮そう大だいなゲームなのですから」

　ゼニクレの二人の幹部は、顔を見合わせて、わなわなと震ふるえ出した。

「が、我芽津先生……。あなたは……あなたという人は……」

「あなたたちも、決断の時ですわよ。わたくしとともに勝者の列に連なるか、それとも……」

　もういいだろう。ドアの隙すき間まからすべてを目もく撃げきしていたオレは、ユイカとクールさんに、目で合図をした。




「そこまでだ、我芽津イリナ！　今の言葉、ばっちり録音したぞ！」

「ひゃん！」




　オレが叫さけびながら勢いよくドアを開けると、我芽津が、我芽津らしくない可愛かわいい悲鳴を上げた。鶴橋部長とベテラン秘書が、驚おどろいて腰こしを抜かす。亀永専務は何が起こったのか分からずに呆ぼう然ぜんとしているようだった。

　なかなか面おも白しろいものを見せてもらったぜ。こんなにうろたえた我芽津イリナの姿なんて、めったに見られるもんじゃない。いつも毅き然ぜんとした態度の気き鋭えいの女政治家でも、こんなウブな娘むすめさんみたいなリアクションを取ることがあるんだね。

　オレに続いて、ユイカとクールさんも、部屋の中に入る。

「あ、あなたたち、いったいいつからそこに……」

「ここで興味深いものが見られると知って、特等席にスタンバイして待ってたのさ」

「け、警備の者たちは……」

「過労がひどいようなのでね。お眠ねむりいただいている。やっぱり睡すい眠みん時間はたっぷりとらないとな」

　我芽津は激しい怒いかりの炎ほのおを瞳ひとみに宿して、オレたちを睨にらみつけた。素知らぬ顔で、オレたちは机の上にあるものに視線を落とした。

「それにしても、圧巻だなあ」

「こんなお札の山、生まれて初めて見るわ」

　ユイカは舌なめずりするような顔つきで、テーブルの上に積まれた札束を見つめた。マンガの世界だったら、目がドルマークになっていたに違いない。

「これはもう、言いい逃のがれできないですよね、我芽津さん」

「どこに、このお金が不正なものだっていう証しよう拠こがあるの？」

　クールさんの追つい及きゆうに対し、我芽津は強気に反論した。

「確かにわたくしは今、ゼニクレ商事から寄付金を受け取ったわ。でもこのお金は、政党支部への献けん金きんとして、政治資金規正法に従ってきちんと申告するつもりよ」

「噓うそつけ！　裏金として処理するつもりだったくせに！」

「だから、どこにそんな証拠があるの、って言っているのよ」

　オレの弾だん劾がいを、我芽津は軽く一いつ蹴しゆうした。我芽津には、まだ余よ裕ゆうがあった。弁論には自信があるのだろう。いくらでも言い逃れができる、と信じているようだった。持参したバッグに、札束を詰つめていく。

「そのバッグにちょうどぴったり入るって、分かってたんですね」

　我芽津が札束を詰め終わるのを待ってから、静かにクールさんが言った。

「前にも同じ額の献金を受け取ったことがあるからですか？」

「いいえ。この額の献金を受け取るのは、初めてよ。わたくしの政治団体、及および政党支部の政治資金収支報告書については、総務省のウェブサイトで公開されているから、確かく認にんするといいわ」

　クールさんが舌打ちした。さすがにこの程度では、我芽津も尻しつ尾ぽを出さない。

　ようやく我を取とり戻もどした鶴橋部長が、オレたちを怒ど鳴なりつけた。

「こら！　お前らは販はん売ばい促そく進しん課の、立たち花ばなと桜さくら野のだな！　いったい何をやっとるか」

　その言葉に、我芽津ははっとした。

「あなた、立花アキトね。ワクワクフーズの社長を打ち破った……」

「オレのことを、知っているのか？」

　参ったな。オレもすっかり有名人だ。

「ええ、もちろん。執しつ行こう役員の藤ふじ浦うらが何やら画策して、あなたをゼニクレ商事に招き入れたこともね」

　不敵に笑って、我芽津は言葉を続けた。

「知った上であなたたちを泳がせておいたのは、反社しや畜ちくどもが何を企たくらもうと、ものの数ではないからよ。現にあなた、あの能天気な反社畜──虎こ牙がシュンスケとは、うまくいっていないようだしね。彼の扱あつかいをめぐって、藤浦とも意見の相そう違いがあったようじゃない」

　そこまで把は握あくしているのか。だが、さすがに、昨晩になってオレが虎牙と打ち解けたことまでは知らないらしい。これは、使えるかもしれないな。

「わたくしに言わせれば、反社畜同士、仲良しこよしで一いつ緒しよに戦おうというのが、間ま違ちがっているのよ。くだらない。他人とは、支配し、利用し、そして使い捨てるものよ」

　冷笑とともに我芽津が自らの歪ゆがんだ信条を披ひ露ろうすると、それに反応した者がいた。

「かわいそうに」

　ユイカがぽつりとつぶやいたのだ。

「……今、何と言ったのかしら？」

「かわいそう、って言ったのよ。人を信じられないなんて、あなたはかわいそうな人よ」

　その言葉は、意外な効果をもたらした。

「小こ娘むすめが！」

　我芽津の目の色が変わった。これまで涼すずしい顔をしていた野心家の女性政治家が、怒りをあらわにして吐き捨てる。

「わたくしは、憐あわれみの目で見られることが、何よりも嫌きらいなの」

　ユイカを、睨みつける。その視線だけで気の弱い人間なら失神してしまいそうな、凄すさまじい迫はく力りよくだった。

「縊くびり殺してくれる！」

　次の瞬しゆん間かん、恐おそろしいことが起こった。

　我芽津の肌はだが、みるみるうちに不気味な緑色のウロコ状のものへと変へん貌ぼうを遂とげていった。目は妖あやしく光り、口の中には細い真っ赤な舌がちらちらと見みえ隠かくれする。その姿は、人間のものではありえなかった。美び貌ぼうを誇ほこる気鋭の女性政治家の面おも影かげはそこにはなく、あるのはただ爬は虫ちゆう類るいの特とく徴ちようを宿したおぞましい異形の姿だった。

　キシャーッという鋭するどい音を立てて、我芽津の右みぎ腕うでが伸のびた。その先せん端たんは、蛇へびの姿をしていた。獲え物ものを狙ねらう貪どん欲よくな蛇の顎あぎとが、勢いよくユイカに襲おそいかかる。

「きゃっ！」

　悲鳴を上げて、ユイカは身を伏ふせる。間かん一いつ髪ぱつのところで、恐ろしい牙きばの一いち撃げきをかわすことができた。

　残ざん忍にんそのものの目つきで、我芽津はユイカを睨みつけた。

「わたくしは、ワクワクフーズの社長のようにはいかなくてよ。わたくしへの非礼の報むくい、必ず受けさせてやるわ。この牙の毒でね」

　そうか！　数々の相手を毒どく牙がにかけてきた我芽津は、ついに自らが毒どく蛇へびの化け身しんになってしまったんだ！　何てこった！

　再び我芽津が右腕を振ふるう。ユイカは軽かろやかなステップで、その攻こう撃げきをかわす。だが我芽津の右腕は、今や自らの意思を持った巨きよ大だいな一いつ匹ぴきの蛇となって、ぐんぐんと伸びていく。動物番組で見たことあるな。これはアナコンダだ。ユイカのウエストに、後ろから絡からみ付いていく。

「きゃあ!?」

　アナコンダは、ユイカをじりじりと締しめ上げる。慌あわてて振りほどこうとするユイカだが、蛇の力はかなり強いらしく、びくともしない。

「ユイカ！」

　駆かけつけようとするオレの足元に、別の蛇が絡み付いた。我芽津の左ひだり腕うでから伸びた暗あん褐かつ色しよくの蛇だ。これは、キングコブラか？　足がもつれて、転てん倒とうする。蛇の鎌かま首くびが、オレをキッと睨みつける。そのおぞましさに、一いつ瞬しゆん、オレは動きを止めた。蛇の牙が、キラリと光る。

　耐たえがたい激痛がオレの脚あしを襲った。ズボンの上から、キングコブラが勢いよく嚙かみ付いたのだ。オレはとっさに、右手で蛇の頭をつかんで引ひき離はなした。気色の悪いざらついた感かん触しよくが、手の中に残った。

　嚙まれた！　オレは全身から血の気が引くのを感じた。ただの蛇ではない。コブラの仲間だとしたら、間違いなく、猛もう毒どくを持っているはずだ。

　爬虫類の顔を歪ませて、我芽津は笑った。

「このコブラに嚙まれた者は、すぐに神経に毒が回って、身体からだが思うように動かなくなるわ。そして２時間以内に、必ず死ぬ」

　力が入らない。朦もう朧ろうとするオレの視界の中で、ぐったりとしたユイカが、宙ちゆう吊づりになっているのが見えた。

　ああ、この光景は前にも見たな。『味あじ自じ慢まん！漆しつ黒こく中ちゆう華か』の正せい木き松まつ店長が繰くり出だした『拉麵ラーメ螺旋ンスパ迷宮イラル』を受けたときも、こんな風に天から吊つり下さげられていたのだ。あるいは、ワクワクフーズでユイカの同どう僚りようだったアルバイト・須す田だくんの『奴隷ワンダの鎖フル・チ自慢エイン』にやられたときも。二度あることは三度ある、というわけだ。

　アナコンダは、舌なめずりをしながらユイカを激しく締めつけていく。その力強い攻撃に、ユイカはまったくの無力だった。誇り高いユイカは、長いものに巻かれるのが苦手だからな。

「待っててユイカちゃん。僕が今助けるから！」

　叫びながら近寄るクールさんだが、

「あなたも、この毒牙にかかりたいのかしら？」

「くっ」

　オレを毒牙で仕留めた左腕のコブラで牽けん制せいされると、それ以上動くことはできなかった。

　亀永専務と鶴橋部長、それに我芽津の秘書は、三人で固まって部屋の隅すみでがたがたと震ふるえている。彼らも我芽津の真の姿を知らなかったようだ。

　これはさすがに……やばいかな。

　オレが覚かく悟ごを決めた、そのときだった。




　どがしゃあああん！




　凄まじい音とともに、窓ガラスが砕くだけ散ちった！

　そして、何者かの影かげが、外から勢いよく飛び込んでくる！

「話は聞かせてもらったぞ！　ブラック企き業ぎようは倒とう産さんする！」

　ずいぶんと派手に登場したその影の正体は──言うまでもない。『迅じん雷らいの帰き宅たく魔ま』こと、虎牙シュンスケだ。Ｔシャツにジーンズという、ラフな普ふ段だん着ぎを着ている。

　虎牙の癖くせに、今は何だか頼たのもしげに見えるぜ。

「おせえぞ、虎牙！」

「すまんすまん。ちょっと五度寝ねしていたら遅ち刻こくした」

「五度寝……って、寝すぎだろ！　休日だからって一日中寝てんじゃねえよ！」

「休日はどう過ごそうと、当人の勝手だろ？」

　それはまあ、その通りだ。オレも、今日は昼まで寝てたしな。あまり人のことは言えない。

「まさか、虎牙シュンスケが仲間を助けに来るとはね。いったいどんな風の吹ふき回しかしら」

　我芽津の皮肉を、虎牙は容よう赦しやなく笑い飛ばした。

「はあ？　お前、バカか。立花に何かあったら、立花がやるはずだった仕事がおれのところに回ってくるだろうが！　だからおれは立花を助ける！」

　そんな理由かよ！　しかしまあ、助かった。素す直なおに、ありがたいと思っておこう。

　ユイカが、巻き付いたアナコンダを振りほどいた。窓ガラスが割れたときの驚おどろきで、我芽津の集中が解けたのだ。

「よくもやってくれたわね」

　ユイカの瞳ひとみが、怒いかりで真っ赤に燃えている。振り上げた拳こぶしが、灼しやく熱ねつの炎ほのおをまとって鈍にび色いろに輝かがやく。勢いをつけて、一気に我芽津の懐ふところに潜もぐり込む。

　ユイカの必殺技『鋼鉄のアイアン労働・メー五月祭デー』が我芽津に炸さく裂れつする！

「ぐえええええ！」

　鋼の拳をもろに食くらって、まるでおっさんみたいな悲鳴を上げる我芽津……いや違ちがう、これは我芽津の悲鳴じゃないぞ！

　見ると、ボコられてるのは、我芽津のベテラン秘書だ。亀永専務や鶴橋部長と一緒に打ち震えていた秘書を、我芽津は一瞬で手元に引っ張り寄せて盾たてにしたんだ。

「まだだ、次はおれの番だ！」

　虎牙が我芽津の後ろへと回り込む。両手を伸ばし、力で我芽津の胴どうを締めつけにかかる。

「嫌いやでも長期休きゆう暇かを取らせてやる！　流血ブラの賃ツデ上げイ・交渉ベア！」

「ふんぎゃあああ！」

　あれ？　またおっさんの悲鳴だ。虎牙の反社畜スキルの犠ぎ牲せいとなったのは、今度は亀永専務だった。どうやら我芽津は、他人を身代わりにして敵の攻撃を防ぐスキルを身に付けているらしい。

「見たかしら。これがわたくしの社畜スキル『蜥蜴のサクリ尻尾切りフアイス』よ」

　他人を食い物にして生きている我芽津にふさわしい、外げ道どうな社しや畜ちくスキルだな。

　まだ蛇の形を留めた両手でバッグを抱かかえて、我芽津は部屋を飛び出した。一人でオレたち全員を相手にするのは不利だと悟さとったらしい。追わねば。オレは立ち上がった。毒が回っているらしく、意識は朦朧としているし身体はフラフラだが、気合いをフル動員したのだ。

「アキト、大だい丈じよう夫ぶなの!?」

　今にも泣きだしそうな顔で、ユイカが尋たずねてきた。

「平気平気……と言いたいところだけど、分からんね。昨日まで元気だった人が、突とつ然ぜん過労死しちゃうことだってあるしさ。それにしても虎牙、お前、えらくタイミングよく現れたな」

　オレが皮肉を言うと、『迅雷の帰宅魔』は胸を張った。

「そりゃ、いちばんかっこよく登場できるタイミングを見計らっていたからな。決まってるじゃないか！」

　やっぱりそうか。そんなことだろうと思った。

「虎牙くん、我芽津を追うよ」

「おう。あんたが神楽かぐら幸ゆき虎とらの孫まご娘むすめだな。昨日も会ったっけ。やっぱり、いい女だな。動画で見るよりも、実物の方がずっといい」

　クールさんが声をかけると、虎牙はそう言って値ね踏ぶみするような目で彼女を見つめた。

「惚ほれたぜ」

　惚れるの早すぎだろ！　ついこの間はユイカをナンパしていたくせに、次はクールさんかよ！　節操ねえな！

「桜野のことも気に入っていたんだがな。こいつ、本当に立花のことがぐはっ」

「ちょっと虎牙さん！　それは黙だまっててって言ったでしょ！」

　ユイカが顔を真っ赤にして拳げん骨こつを食らわせる。顔を真っ赤にしたユイカ可愛かわいい。

「え、ユイカ、オレのことを虎牙に何て言ってたの？」

「あ、あたしたちも行くわよ！」

　まあいい。その話は後でゆっくり追つい及きゆうしよう。オレはみんなとともに、我芽津の後を追いかけた。
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　我芽津はパーティー会場に向かった。それを追いかけて会場にたどり着くと、まだ大勢の客が歓かん談だんを楽しんでいた。政財界の大物たちはすでに退出しているものの、主役である我芽津がいなくなった後も、パーティーはまだ続いていたようだ。

　会場に着く頃ころには、我芽津の身体は人間の姿に戻もどっていた。だが、血相を変えた彼女の表情に、さすがに来客たちもただならぬ事態だと気付いたらしい。

「我芽津先生……？　いったいどうしました!?」

　支し援えん者の一人が驚きの声を発すると、髪かみを乱しながら、我芽津は尋ねた。

「あなたたちは、わたくしの忠実な仲間よね？」

　我芽津が「仲間」という言葉を口にしたとき、何か得体のしれないグロテスクな響ひびきが、オレをとらえた。それは、間ま違ちがっても、オレがユイカやクールさんに感じているような仲間意識と同じものではありえなかった。

　尋ねられた支援者は、ぎょっとした様子で、うめくように答えた。

「も、もちろんです」

「では、わたくしの役に立っていただくわ」

　騒そう然ぜんとした空気の中で、我芽津はバッグのファスナーを開いた。そして──。

「わたくしの究極社畜スキルを披ひ露ろうさせていただくわ。我が手に権力ちからを！　現世のベスト沙汰も・イズ・金次第マネー！」

　バッグの中に手を入れると、中に入っている現金を、ばらまき始めた！

「か、金だ！」

「現金だ！　札束だ！　ヒャッハー！」

　踊おどり舞まう一万円札の紙かみ吹雪ふぶきが、まばゆい黄金こがね色に輝いた。すると、人々は通常ならばありえない狂きよう態たいを見せ始めた。理性も分別もあるはずの大人たちが、文字通り目の色を変え、競きそって現金に群がり始めたのだ。

　何だ？　我芽津は何をやろうとしているんだ？

「どけっ、俺の金だ！」

「何を！　貴様などにくれてやるものか！」

　こぞって現金をつかみ取る社畜たち。だが、次に訪おとずれたのは、さらなる異様な光景だった。

　現金を手にした瞬しゆん間かん、人々の表情が、死んだ。瞳からは知性の輝きが失われ、眼がん窩かはくぼみ、頰ほおからは人間らしい生気が失われた。意志を持たぬからっぽの存在となって、無言のままその場に立ちすくんでいる。

　オレたちが呆ぼう然ぜんとしている間に、次々と社畜たちが現金を手に取ってゆく。気が付くと、会場にいるほとんどの連中が、我芽津の恐おそろしい魔ま力りよくにとらわれていた。

「人の心なんて、いくらでも金で買えるのよ」

　余よ裕ゆうを取り戻した我芽津が、冷たい目でせせら笑った。

「わたくしの『現世のベスト沙汰も・イズ・金次第マネー』の虜とりことなった者は、一生、わたくしの忠実なロボットになるの」

　金で買った人の心を自在に操あやつる社畜スキルか。我芽津らしい卑ひ劣れつな技わざだな。

「さあ、わたくしの忠実な下僕たち。この不ふ埒らちな者どもを成敗してしまいなさい！」

「……」

　言葉を発することなく、ロボットと成り果てた社畜たちが、虚うつろな目でオレたちを見つめる。それらのすべてが同じ目に見えて、オレはゾクッとした。まるで工業製品のように画一化された、無機質な瞳だった。

「どうしようもない無能のクズばかりだけど、少しはわたくしの役に立ってもらうわ。反社畜の皆みなさん、せいぜいこのロボットたちと戯たわむれなさい」

　次の瞬間、我芽津いいなりのロボット社畜たちは、無表情のまま、雪崩なだれをうってオレたちに襲おそいかかる！

「そうはさせないわ！」

　殴なぐりかかってきた社畜に肘ひじ鉄てつを食らわしながら叫さけんだのは、反社畜女社長の四し条じようさん。彼女と行動をともにしているのは、昨日『反社畜サミット』で見かけた面々だ。六、七人ほどいる模様だ。藤浦氏もいる。当然のことだが、誇ほこり高たかい反社畜たちの中には、我芽津のあさましい技に操られるような者は一人もいない。

「にしても、凄すごい数だね」

　うんざりした様子で、クールさんがつぶやく。すると、

「ここは俺に任せてもらおう！」

　颯さつ爽そうと飛び出してきた男がいた。元社畜で、反社畜としてよみがえった、松まつ田だだ。みんなのために力を尽つくそうというやる気オーラに満ちている。

「今度こそ、平社員きっての大物である俺の出番だな！」

「あ、ちょ、待っ……」

　慌あわてて制止したが、松田の勢いは止まらない。

「カバン・ストラッシュ！」

　黒い革かわのカバンを剣けんに見立てて、横一線に薙なぐ。閃せん光こうが超新星のように輝いて、風を切る音とともに社畜たちを襲う！

「ふっ、俺の反社畜スキルの前に、社畜どもはなすすべもないようだなぐげっ」

　必殺のスキルをものともせずに接近した社畜どもが、無言のまま松田をタコ殴りにする。

　だから止めたのに……思いっきり死亡フラグが立ってるって。

　やべえ。これはピンチだぞ。

「虎牙！」

　我芽津の勝ち誇った声が、高らかに響き渡わたった。

「わたくしの、手下になりなさい。あなたの能力を、わたくしはけっこう高く買っているのよ。報ほう酬しゆうは、そうね、毎日好きなだけ定時退社をできる権利を、あなたにあげるわ」

　いきなり何を言い出すんだ。虎牙が、そんな話に乗るわけがないだろう。

「社畜に転向するというのなら、もっといい地位を用意してあげるけど、あなたにその気はないでしょう」

　虎牙は、ふんと鼻を鳴らした。

「でも、あんたは他人を利用することしか考えていないんだろ？」

「あなたもわたくしを利用すればいい。あなたに利用価値がある限りは、わたくしはあなたを裏切らないわ。裏切る理由がないもの。それさえ分かっていれば、お互たがいに悪くない関係が築けるはずよ」

「なるほど、ウィン・ウィンの関係ってわけか」

　虎牙は、ニヤリと笑った。

「それもいいかな」

　オレは驚おどろいて虎牙の顔をまじまじと見つめた。

　虎牙！　お前、何言い出すんだよ!?

「このままあんたに逆らっても勝ち目はないし、そうさせてもらうか」

　ばかな。我芽津が、本心で虎牙を味方につけたいなどと思っているはずがない。これは、反社畜の間に不和の種を蒔まいて、内部からの崩ほう壊かいを誘さそおうとする、我芽津の謀ぼう略りやくだ。オレにでも分かるようなことが、なぜ虎牙に分からない!?

「わたくしにつくつもりがあるのなら、そこの立花アキトを叩たたきのめしてしまいなさい」

「……そういうわけだから、悪いな、立花」

　虎牙が、オレの前に立ちはだかる。

　オレは目の前で起きていることが信じられなかった。虎牙が、我芽津の手下になる？

　冗じよう談だんだろ？　昨日オレに語っていたことは、全部ウソだったのか？

「お前……本気で言ってるのか」

「虎牙さん！　お願い、噓うそだと言って！」

　オレとユイカの言葉を無視し、虎牙は拳こぶしを固めながらオレに近づいてきた。

「一発で眠ねむらせてやるから、安心しろ」

　虎牙のプロボクサーのような高速のパンチが、オレの頰を直ちよく撃げきする。鮮せん血けつが飛び散って、オレは床ゆかに叩きつけられた。虎牙は本気だ。本気で殴ってきやがった。

　かろうじてオレが起き上がると、感心したように、虎牙は口くちの端はしを吊つり上あげた。

「ほう、一いち撃げきでダウンさせるつもりだったが、よく耐たえたな。次はお前からかかってこいよ」

　その言葉で、オレは理解した。

　虎牙は、オレとの戦いを望んでいるんだ。

　我芽津の部下になりたいわけじゃない。我芽津の提示したエサに食いついたわけでもない。

　戦いたいんだ、オレと！　男と男同士、拳を交えて語りたいんだ！

　ワクワクフーズの前社長を倒たおしたオレの腕うで前まえを、身をもって確かめたいんだ！

　だったら、それに応こたえてやるのが男ってものだ。

「言われなくても、そうするさ」

　だが、今のオレは、満まん身しん創そう痍いだ。限界をとうに超こえている。大技で一気に決めるしかない。

　となれば、あれだ！

「くらえ！　オレの必殺技！　帰ゴー宅ホーム……」

「踏ふみ込こみが甘い！」

　技を繰くり出だそうとした刹せつ那な、目にも止まらぬ速さで、虎牙のローキックがオレの脚あしを払はらいのけた。なすすべもなく、オレはひっくり返る。

　いや、やっぱ虎牙は強つええわ。洗練された技の切れといい、判断の速さといい、飄ひよう々ひようとした普ふ段だんの言動からは想像もつかないくらいだ。

　だが、オレだって負けちゃいない。もう一度だ。オレは鋭するどく踏み込んで、虎牙に力強い飛び膝ひざ蹴げりを叩きつける。

「今度は、高さが足りない！」

　蹴けりが虎牙の脇わき腹ばらに届く寸前、虎牙のチョップがオレの首筋にヒットした。またもオレの必殺技は不発に終わり、オレは虚むなしく床に崩くずれ落ちた。

「もう終わりか？」

「まだ……まだだ……」

　こいつに勝ちたい。もっと拳で語りたい。煮にえたぎるような思いが、オレの腹の底から湧わき出てきた。オレより強い奴やつ、オレより早く帰れる奴が、世の中にはまだまだたくさんいて、オレとの対決を待っているんだ。

　オレは起き上がろうとした。だが、気力に身体からだがついていかなかった。毒に犯おかされた全身が、ギブアップを告げていたのだ。

「いいザマね。わたくしに逆らうからこうなるのよ」

　もうちょっとだけ……もうちょっとだけ動いてくれ、オレの身体！

　だが、その願いもむなしく、そのままオレは意識を失った。
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　目が覚めると、真っ赤な目をしたユイカの顔があった。オレの様子に気づいて、安あん堵どしたように声をかけてくる。

「大だい丈じよう夫ぶ？　よかった、アキトが目を覚ましたわ」

　ここは天国ではないらしい。どうやらオレは、ゼニクレを死亡退職せずに済んだようだ。

「ここは、47階。ゼニクレ商事が『追い出し部屋』として使っている部屋よ」

　追い出し部屋。ブラック企き業ぎようが、辞やめさせたい社員を自己都合退職に追いやるために用意した部署の俗ぞく称しようである。退職勧かん奨しように応じない者をここに閉じ込めて、その人がそれまでやっていたのとは違ちがう、どうでもいい雑用を延々とやらせるのだ。たいていの人は精神的に参ってしまって、自分から「辞めます」と言ってしまう。

「まだ無理しちゃ駄だ目め」

　枕まくらのようなものを頭の下に敷しいて仰あお向むけに寝ねかされていたオレが上体を起こそうとすると、ユイカが制止した。ユイカの顔はオレの真上にあるのだが、その表情はよく見えない。ふわふわとしたマシュマロのようなものが邪じや魔まをして、視界を遮さえぎっていた。
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「ん？　何だこれ」

　思わず手を伸のばすと、柔やわらかで心ここ地ちよい感かん触しよくが──。

「どこ触さわっているのよ、スケベ！」

　ユイカが怒ど号ごうとともにその手を払いのけた。ん？　これはもしかして、ユイカのおっぱいか？　ということは、この状じよう況きようは、もしや……。

　伝説の……膝ひざまくら！

　枕だと思っていたものは、ユイカの太ももだったのだ。どうりで心が落ち着くと思った。ああ、ずっとこうしていたい！

「くそっ、虎牙め！　あの裏切り者め！」

　横から、誰だれかの悪態が聞こえてきた。ゼニクレの執しつ行こう役員・藤浦氏の声だった。

「やはりあいつを頼たよるべきではなかったのだ」

「まったくだ。あんないい加減な奴、反社しや畜ちくの風上にもおけない！」

「それにしても我芽津の奴は、本当に狡こう猾かつだな！　まさかこんな形で、我々を一いち網もう打だ尽じんにしてしまうとは……」

　口々にこぼすのは、我芽津のパーティーに紛まぎれ込んでいた反社畜たちだった。クールさんや四条社長、松田もいる。みんなまとめて、この追い出し部屋に閉じ込められたようだ。

「君も災難だったな。すまん、虎牙と協力しろと言ったのは、わしの不明だ」

　藤浦氏がオレに謝罪した。だけどその言葉は、オレにはとうてい受け入れられるものではなかった。

「いや、オレは虎牙のことを信じる！　あいつには、何か考えがあったんだ」

「あれだけコテンパンにやられて、まだあいつを信用するというのか？」

「オレは、仲間のことはとことん信じるって決めたんだ」

　確かに虎牙は、我芽津に味方した。だが、オレを殴なぐりつけたあの拳には、迷いがなかった。卑ひ怯きよう者や裏切り者には、あのパンチは打てない。

「あっ、無理は駄目だってば」

　ユイカの膝まくらは最高の寝ね心ごこ地ちだったが、オレは誘ゆう惑わくを断たち切って起き上がった。追い出し部屋は、ドアではなく、鉄てつ格ごう子しで廊ろう下かと仕切られていた。

「こんな牢ろう獄ごくみたいな部屋に閉じ込めて、我芽津はオレたちに何をする気なんだ？」

「聞いたよね？　明日あした、『一億総社畜化計画』関連法案を、一気に強行採決するって。それを、ここで指をくわえて見てろってさ」

　クールさんが、くやしそうに言う。

「そんな法案が通れば、永遠に社畜とブラック企業の天下だ。僕たちの心が折れるのを見て、嘲あざ笑わらうつもりなんだろう」

「通るかな？　そんなふざけた法案が、本当に」

「通るさ。さっき見たばかりだろう？　我芽津は、金の力で人の心を操あやつって、自分の言いなりにすることができる。あれは、他ほかに類を見ないほど強力な社畜スキルだよ。本気で与よ党とうと対決する意思のない、野党のへたれ議員どもなんかじゃ、ひとたまりもないだろうね」

「そして、一度成立さえしてしまえば、もうおしまいだ。国民の知らないうちに、外そと堀ぼりも内うち堀ぼりも埋うめられていく。我芽津はマスコミを操る術にも長たけておるし、『国会で成立したからには、何だか知らないがよい法案なのだろう』と騙だまされてしまう者も多いだろう。皆みなが気付いたころには、社畜による暗黒社会ができあがっていることだろう」

　藤浦氏の言葉に、オレは唇くちびるを嚙かみしめた。そうなる前に、何としてもここを脱だつ出しゆつして我芽津を倒さなければ。

「虎牙が、きっと助けてくれるさ。オレはそう信じる！」

「まだそんなことを言うておるのか。あいつは……」

「誰が何と言おうと、絶対に、絶対に虎牙は助けに来る！」

　強く断言すると、どこかから聞いたことのある声が聞こえてきた。

「虎牙なんかよりも、私たちの方が頼りになるぞ」

　ついで、ツカツカという靴くつ音おとが、少しずつ近づいてくる。オレたちはびっくりして顔を見合わせた。やがて鉄格子の向こうに現れたのは、小男とノッポの二人組だった。

「亀永専務！　それに鶴橋総務部長も」

　さっき我芽津に賄わい賂ろを渡わたしていた、ゼニクレ商事に勤める二人の幹部級社畜だ。

「てめえら！　よくもノコノコと俺たちの前に顔を出しやがったな！」

「我芽津に媚こびへつらうようなクソ野や郎ろうどもが、何しに現れた！」

　反社畜たちが一いつ斉せいに非難の声を上げる。二人は慌あわてて弁明した。

「わ、私らも知らんかったのだ。我芽津先生……いや、我芽津があんな恐おそろしい人物だったなんて」

「そうだ、我々は筋金入りの社畜。社畜の利益になると思ったからこそ、彼女を支し援えんしていたのだ。だが、彼女は我々社畜を利用することしか考えていない。あの野心むき出しの姿勢には、凡ぼん人じん以下の私たちでは、とてもついていけんよ」

　まあ、今は捨て置こう。いずれ贈ぞう賄わいの罪は問わねばならないが、今は我芽津を倒たおすことが最優先だ。

「我芽津をだまくらかして、部屋の鍵かぎを持ってきた。すぐに出してやるから、君たちの手で我芽津をやっつけてくれ」

　持ってきた鍵を鉄格子の鍵かぎ穴あなに差し、ガチャガチャと音を立てながら回して──。

「あれ？」

　鶴橋部長は、首をかしげた。

「おかしいな……」

「何やってんスか？」

　オレはイライラしながら言った。

「もったいぶらないで早く出してくださいよ」

「そのつもりなんだが……鍵が、うまく差し込めなくて……」

　待たされているオレたちの間に、気まずい空気が流れていく。

「すっげえ言いにくいんスけど……部長。その鍵、違う鍵なんじゃないスか？」

「……い、いや、確かに、我芽津がこの鍵はお前たちを閉じ込めた部屋の鍵だと」

「総務部長。君たちは、きっと我芽津に泳がされたのだよ。猜さい疑ぎ心しんが強く頭の切れる我芽津が、君らのことを安易に信用するはずがない。本当に自分に味方しているのか確かく認にんするために、わざとニセの鍵を君の手の届くところに置いて、反応を試ためしたのではないかな」

　藤浦氏が、冷静に指し摘てきする。

「そうよね。だいたい、人目につくところに、そんな大事な鍵なんて置かないわよね、普ふ通つう」

　ユイカも、呆あきれ顔だ。

「……お二人とも、いったい何しに来たんスか？」

「え、ええと……」

　目を泳がせる二人。すげえカッコ悪いぞ！

　そして、二人を泳がせたまま、何もしない我芽津とも思えない。

　案の定、複数の足音がどこかから聞こえてきた。姿を現したのは、虚うつろな表情をした、スーツ姿の男たちだ。我芽津に金で操られたロボット社畜たちが、群れを成してやってきたのだ。専務と総務部長を、左右から取り囲む。あっという間に、逃にげ場ばをふさがれてしまう。

「ふん、お前らごとき雑魚ざこが、いくら束になったところで、私の社畜スキルで……」

　余よ裕ゆうの表情を浮うかべる亀永専務だが──。

「いてっ。無理！　やっぱ無理！」

　ボコボコに殴られる。さすがにこの二人には、荷が重い。多勢に無勢だ。本当に何しに来たんだ。

　オレが脱だつ力りよくしていたそのとき、




「辞やめちまえェェ……！　稲妻のサンダー解雇ミネー通知シヨン！！！！！！」




　雷らい撃げきがほとばしり、社畜たちがバタバタと倒れた。颯さつ爽そうとスタンガンを構えて立っているのは、ミウだった。その戦う姿は、アイドル衣装と相まって、女児向けアニメの魔ま法ほう少女みたいだ。

「ミウ！　助けに来てくれたのか」

「ふふっ、いいざまですわね、反社畜の皆さま。普ふ段だんならとっくにお帰りになっている時間帯でしょうに、雁がん首くびそろえて泣きながら残業でございますの？」

　イヤミを飛ばしながら、気絶した社畜たちを容よう赦しやなく足あし蹴げにする。

「残業代は、きっちり請せい求きゆうさせてもらうよ。それにしても、専務さんと総務部長さんもそうだけど、よく我芽津の社畜スキルに操られなかったね？」

　クールさんが尋たずねると、ミウは憮ぶ然ぜんとして答えた。

「お金で操られるなど、我芽津の支援者たちは社畜としての鍛たん錬れんが足りませんわ。給料なしでも働きたいのが、真の社畜というもの。『無給の給』の極意に達していれば、あのような邪じや悪あくな技わざにかかることなどないのです。さ、これが本物の鍵ですわ」

「マジで？　どうやって手に入れたんだ？」

「全社畜のアイドルである私のお願いなら、我芽津の部下たちもホイホイと聞いてくれるのですわ。チョロいものです」

「さっすが、ミウ！　やっぱ専務や総務部長なんかよりも、断然頼たよりになるな！」

「「……」」

　ミウはかちゃりと鍵を回し、鉄格子の扉とびらを開けた。オレたちは、部屋から脱出した。

　近寄ってきたミウが、そっとオレに耳打ちをした。

「私の手助けは、ここまでよ。我芽津を倒すのは、あなたの役割。頑がん張ばってね、ダーリン」

　だ、ダーリン？

「あきらめの悪さが自じ慢まんなのは、反社畜だけではありませんの。私も、あなたをあきらめてはいませんから」

　上目づかいでこちらをうかがうミウ。うっ、可愛かわいい。

「さて。無事に脱出できたことだし、我芽津を叩たたきのめしに行こうか」

　クールさんが皆に呼びかけると、ユイカが声を震ふるわせた。

「でも、アキトは大だい丈じよう夫ぶなの？」

　皆の視線が、オレに集まった。そうだ。オレがヘマをしたばかりに、ユイカをこんなに心配させてしまうことになったんだ。




「このコブラに嚙まれた者は、すぐに神経に毒が回って、身体からだが思うように動かなくなるわ。そして２時間以内に、必ず死ぬ」




　あのとき我芽津は、そう言った。

　どこまで本当なのかは分からないが、足を嚙まれて以来、全身に力が入らないのは事実だ。歩くだけで、腰こしや肩かたに激痛が走る。立っているだけでもつらいというのが実情だった。

「我芽津を倒せばよい」

　藤浦氏がこともなげに言った。

「奴やつを倒せば、ロボットになった奴らも元に戻もどるし、立花くん、君の毒も、きっと消える。社しや畜ちくスキルは、使い手を倒せば効果が消えるものだ」

「だといいけど……でも、そうじゃなかったら？」

「考えすぎだぞ、ユイカ。多分、ほっといても治るって。我芽津の言うことなんて、はったりさ」

　まだ不安そうなユイカに、オレはことさら笑え顔がおを作ってみせた。

　さて。問題は、我芽津がどこに隠かくれているのかだが、

「我芽津は50階……最上階の、ＶＩＰ用の宿しゆく泊はくルームにいる。ここで明日の国会での戦いの策を練っているようだ」

　亀永専務が、自信たっぷりに言った。

「今度こそ本当だ。あの部屋は我芽津のお気に入りなのだ」

「奴は本当に、明日のうちに法案を強行採決に持ち込むつもりなのかな？」

　オレが疑問を呈ていすると、

「多分ね。でも、そんなことはさせないわ。そんな法案が通ったら、日本は社畜しか生きていけない暗黒社会になってしまう」

　四条社長が、強い口ぶりで言った。

「我芽津に挑いどむための、選せん抜ばつ隊を作ろう。それ以外のメンバーは、サポートに回るんだ」

　クールさんが提案すると、ユイカが真っ先に手を上げた。

「この社畜タワーの構造を知っている人間が、まず必要でしょ。あたしは勤め先がここだし、社畜タワーのことなら誰だれよりもよく知っているわ。それに、アキトを傷つけるような奴は許せない。あたしがこの手でぶっ倒すわ」

　嬉うれしいことを言ってくれるねえ。

「僕も行こう。僕の反社畜スキル『操業シヤツト停止ダウン』は、毒どく蛇へびの攻こう撃げきを防ぐのに役に立つはずだ」

　頼たのもしげに言ったのは、もちろんクールさんだ。

「後は……誰が行く？」

　そのクールさんのつぶやきに反応した男がいた。

「よし、ここは社畜の暗黒闘気と反社畜の光の闘気を兼かね備そなえた俺が」

「「「「却きやつ下か！」」」」

　全員一いつ致ちで松田の申しん請せいを退ける反社畜たち。いいな、この熱い一体感。

「私が行くわ。我芽津とは、因いん縁ねんもあるし」

　四条社長が手を上げたが、クールさんは首を振ふった。

「いや、あなたは駄だ目めだ、四条社長」

　意外な反応に、四条社長は戸と惑まどった。クールさんが、理由を語る。

「僕は知っているよ。あなたは起業したばかりで苦しかったときに、我芽津に助けてもらったことがあるよね？」

「……私が、あなたたちを裏切るとでも？」

　四条社長が険しい顔になる。反社畜たちの間にも、緊きん張ちようが走はしった。彼らの中には、四条社長を快く思っていない人間もいる。そのことを、クールさんはおもんぱかったのだろうか。

　だが、クールさんは笑って手を振った。

「まさか。そうじゃないよ。僕はあなたを、恩を仇あだで返す人間にはしたくないってことだよ。あなたが我芽津ときっぱりと決別したことは、よく知っている。でも、それはそれとして、あなたが我芽津に恩があることも事実だ。たとえ裏に打算があったとしても、我芽津はかつてあなたを助けた。そんな恩のある相手を、何のためらいもなくぶん殴なぐれるような人間には、あなたにはなってほしくないな」

　こういう細やかな心こころ遣づかいができるから、クールさんって本当に素す敵てきだな。「抱だいて！」って女性ファンが大勢いるのも当然という気がする。

「ありがとう、クールさん。分かったわ、私はサポートの側に回る」

「で、どうするのだ？　最後の一人は」

　藤浦氏が問うと、反社畜たちは顔を見合わせた。皆みな、自分の才覚には自信のある者ばかりだろうが、なかなか決心がつかないらしい。それでも何人かがしずしずと手を上げようとしたそのとき、オレは沈ちん黙もくを破って声を上げた。

「もちろん、オレが行く」

　みんなが驚おどろきの声を上げた。

「何を言っているの!?　立花くん、君は休んでなきゃ駄目よ」

「そうだよ。平気そうな顔をしているけど、本当はつらいんだろう？　僕には分かるよ」

　四条社長とクールさんがオレのことを気遣ってくれるのは、とても嬉しい。だけど、ここはオレがやらなくちゃいけないんだ。

「オレは昨日、虎牙の家で見せてもらったんだ。『働き手をスター照らす星ライト』こと神楽幸虎の定時退社動画を」

「それがどうしたんだい？」

「神楽幸虎は、肩に傷を受けても最後まで踏ふみとどまって、味方が全員退社するのを支し援えんしていた。そして強敵を打ち破って、自分も颯爽と定時退社したんだ」

　クールさんのお祖父じいさんは、オレにとってはずっと、名前だけ知っている、という人だった。だけど、あれを見て、あのかっこよさを見て、オレは思ったんだ。この人のようになりたい、この人のような生き方がしたいって。

「それに、自分が死ぬかもしれないってときに、何もせずにただ黙だまって待っているのは嫌いやだ。自分の運命は、自分で切り開く。それこそが反社畜の生き方って奴だろ？」

　オレが笑って言ったそのとき、けたたましいサイレンの音が鳴なり響ひびいた。オレたちが『追い出し部屋』を脱だつ出しゆつしたことを、我芽津側に悟さとられたらしい。

「ま、あたしはあんたがそう言うと思ってたわよ」

　ユイカがほほ笑んだ。不安が晴れて、すっきりとした顔をしていた。

「でも、足手まといにはならないでね」

「ああ、もちろんさ」

　行くと決めたからには、ただついて行くだけでは駄目だ。必ずこの拳こぶしの一発を我芽津の顔面に叩き込んでやる。

「それにしても、休んでていいときも働こうだなんて、反社畜の風上にもおけないわね」

　いやまったく、おっしゃる通りだった。
















　最上階に向かう。その方針は決まったが、実行は容易ではなかった。

　サイレンに引き寄せられたのか、我が芽め津つに操あやつられたロボット社畜たちがどこからともなく現れ、次々と襲おそいかかってきたのだ。

　選抜隊に選ばれたオレ、ユイカ、クールさんの体力を温存するために、四し条じよう社長を中心とする他ほかの反社畜たちが奮ふん闘とうしてくれた。いずれも腕うでに自信のある人たちばかりだったが、敵は数が多い。かなりの苦戦を強しいられた。

　それでもようやく、階段付近までたどり着いたのだが……。

「ここから先は、通さんぞ！」

　よく響く声が、オレたちに向けて発せられた。なんか出てきたぞ？

「我ら『社畜タワー五人衆』が相手をする！」

　力強いオーラをまとった男たちが、ポーズを取って、名乗りを上げる！

「これからの時代は、ブラック企き業ぎようもグローバル！　ドラスティックなソリューションでスキームのガバナンスをオーガナイズ！　ビッグなカンパニーのプレジデント、ミドルリバー中なか川がわ！」

　とりあえず何でも英語にしたらグローバルだと思ってる、バカな経営者っているよな！

「経産省に勤める技術テクノ社畜シヤチク官僚ラートの朝の日課は、女性職員へのボディタッチ！　セクハラマイスター・江え路ろ川がわ！」

　普ふ通つうにドン引きだよ！　真面目に働いている他の公務員の皆さんに謝れ！

「卒業生をどんどんブラック企業に送り込み、驚きよう異いの就職率百パーセントを達成！　ブラック専門学校の経営者・門かど倉くら！　人呼んで、地じ獄ごく送りの門倉！」

　そんで就職した奴やつは一ヶ月かそこらでみんな辞やめちゃうんだろ？　詐さ欺ぎだ！

「ブラック企業の問題点を追つい及きゆうするドキュメンタリー番組を制作！　しかしその番組も非正規のスタッフを連日徹てつ夜やさせて作っている！　ブラックＴＶディレクターの三み村むら！」

　自分とこの問題を棚たなに上げるマスコミの体質きたねえな！

「社畜タワーきっての清せい掃そう員いん！　『社畜タワーの呂りよ布ふ』こと、布ふ施せ！　モップを方ほう天てん画が戟げきのごとく操る華か麗れいな武芸、見るがいい！」

　掃そう除じ当番のときに三国志ごっこをする、やんちゃな男子中学生みてえだな！

「大量生産・大量消費は資本主義社会の掟おきて！　社員も大量消費でこき使え！　家電量りよう販はん店てん社長、酷こく使し無む双そうの荒あら俣また！」

　六人いるじゃねえか！　だから何でいつも一人多いんだよ！

「我芽津の仲間たちか。ふざけた奴らだが、手て強ごわそうだ。みんな、油断するなよ」

　オレが反社畜たちに注意を呼びかけると、

「はあ？　俺たちが我芽津の仲間だって？」

　酷使無双の荒俣がせせら笑った。

「我芽津に天下を取らせたら、その我芽津を蹴け落おとして、次は俺が天下をとってやるよ。奴との共きよう闘とうは、一時的なものさ」

「いや、支配者となるのは我芽津でいい。だが、俺はその下でめいいっぱい甘い汁しるを吸わせてもらうさ」

　ＴＶディレクターの三村が目をぎらつかせた。

「俺はそんなことには興味はない。だが、一度でいいから、我芽津のおっぱいを……」

　セクハラマイスター・江路川のつぶやきは誰だれからも無視された。

　我芽津に近い人間なんて、所しよ詮せんはこんなものだ。信しん頼らい関係なんて、微み塵じんもない。私利私欲だけで結びついた、野合集団にすぎないということだろう。

「こんな奴らに、負けてたまるか」

　オレは身を乗り出した。まとめて、叩たたきのめしてやる。

　ふと見ると、ミドルリバー中川が何かを構えている。拳けん銃じゆうだ。

　おいおい、シャレになってねえぞ！

「ここでエターナルにスリープするのが、ユーたちのデスティニー！　ゴー・トゥー・ヘブン！」

　銃じゆうが、火を噴ふく。オレめがけて、銃じゆう弾だんが立て続けに発せられる！

　だが、オレの前に颯さつ爽そうと立ちふさがった人物がいた。四条社長だ。彼女が前方に手をかざすと、光のバリアが張はり巡めぐらされて、銃弾を力強く跳はね飛ばした。

「私の反社しや畜ちくスキル『防弾ボデイ直帰アーマー』の前には、銃なんて無力よ」

　そう言って振ふり返かえり、オレにウインクをする四条社長。だが……。

「ウガアアアア！」

「四条社長！　危ない！」

　一いつ瞬しゆんの隙すきを突ついて、『社畜タワーの呂布』こと布施が、モップを力いっぱい振り上げて四条社長に襲いかかる！

　まずい。これは避さけられない！

「させるか！」

　間かん一いつ髪ぱつのところで、薄うす暗ぐらい階段の向こうから何者かの影かげが現れて、布施の後頭部に華麗なジャンプキックを放った。どう、と倒たおれ込む布施。

「お、お前は……」

　廊ろう下かに姿を現したのは、ライトイエローの髪かみをたなびかせた精せい悍かんなイケメンの姿だった。

　白い歯が、キラリと光る。

「虎こ牙が！」

「よう。短い間だったが、おれがいなくて寂さびしかったか？」

　ああ、やっぱり虎牙だ。虎牙が、助けに来てくれたんだ。

「やっぱり、我芽津に寝ね返がえったというのは、ウソだったんだな？」

「すまんな。ああでもしないと、おれたちはあのまま全ぜん滅めつしていたからな。我芽津に味方するふりをして、お前たちを助けるタイミングを探さぐっていたのさ」

「虎牙、貴様、裏切る気か！」

　憎ぞう悪おに顔を歪ゆがませながら、布施が起き上がった。再びモップを握にぎり締しめ、振りかざそうとするその腕を、しかし虎牙はいともたやすくねじり上げた。

「お前、今、この美人社長の顔面をモップで殴なぐろうとしただろ？」

「……それが、どうした？」

「おれは、女の顔を傷つけるような奴が、残業を押し付けてくるクソ上司以上に嫌きらいでね。職場から美人がいなくなったら、おれが出勤する理由の大部分がなくなっちまう」

「た、確かに、俺が休まず職場に行く理由も、主に女性職員にやましいことをするためだが……」

　セクハラマイスターの江路川がそうつぶやくと、怒ど気きをあらわにして、虎牙は一いつ喝かつした。

「貴様のようなゲスと一いつ緒しよにするな！　おれは女を口説くときは、いつも必ずおれ自身の魅み力りよくで勝負している。上司という地位を利用して弱い立場の相手を言いなりにさせるような、貴様らとは違ちがう」

　腕をねじり上げたまま、布施の巨きよ体たいを、勢いよく突き飛ばす。柱に激げき突とつし、鼻血を吹いて倒れる布施。『社畜タワー五人衆』の残りの面々が、息を吞のんだ。力ちから自じ慢まんの布施があっさりと打ち負かされたことに、驚おどろいているのだろう。

「何が『社畜タワー五人衆』だ。そろいもそろって、クズ野や郎ろうばかりじゃねえか！　このおれが、お前らなんかの仲間になると、本気で思っていたのか？」

　虎牙が吐はき捨すてると、藤ふじ浦うら氏が申し訳なさそうに悔かい恨こんの言葉を発した。

「虎牙……すまない。わしは、君が我芽津に心を売うり払はらったものだとばかり……」

「いいさ。おれがあんたでも、そう思うだろうから」

　笑って聞き流す虎牙の肩かたに、オレはポンと手を置いた。

「虎牙、オレは信じていたぜ」

「虎牙さん。アキトはね、みんながあなたのことを悪く言っているのを聞いても、自分だけは虎牙さんのことを信じるって、ずっと言っていたのよ」

　ユイカが嬉うれしそうに、虎牙に説明した。虎牙は、ふっと笑った。

「おれが本気で我芽津なんかの味方になるはずはないさ。なぜなら……」

　そうして虎牙は、ある驚くべき事実を俺たちに告げたのだった。ユイカは絶句して、クールさんは真しん剣けんな表情で相あい槌づちを打ちながら、その言葉にじっと耳を傾かたむけた。

「……まあ、そんなわけで、おれは我芽津には唾つばを吐きかける動機はあっても尻しつ尾ぽを振る理由はないのでな。お前たちと一緒に、ひと暴れしてやるさ」

　藤浦氏が、改めて謝罪した。

「君と我芽津には、そんな因いん縁ねんがあったのか。知らずに、すまないことをした」

「いや、藤浦さん。おれの方こそ、ちゃんとあんたたちに話しておくべきだったんだ。一いつ匹ぴき狼おおかみを気取って黙だまっていたおれが悪かった」

　虎牙は、少し照れているようだった。

「一人でできることには、限界がある。おれにもようやくそのことが分かってきた」

「ええい、何をごちゃごちゃと話している！」

　苛いら立だったように、地獄送りの門倉が『五人衆』を代表して怒ど鳴なり散らした。

「貴様らまとめて、地獄に送り込んでやる！」

　問答無用で襲いかかってくる門倉を、

「うおおお！」

　藤浦氏が、体当たりで突き飛ばした。

「わしも、まだまだやるぞ！　若い者には負けられん！」

「ここは私たちに任せて、先へ！」

　四条社長の言葉に、オレはうなずいた。ユイカ、クールさんに虎牙を加え、オレたち四人は、藤浦氏が決死の覚かく悟ごで切り開いた突とつ破ぱ口こうから、階段へと向かった。

「必ず勝つのですよーッ。ダーリーン！」

『五人衆』と戦う反社畜たちの背後から、ミウの声が響ひびいて、オレは思わずずっこけるところだった。

「へ、へえ。あんた、あのコに自分のことをダーリンなんて呼ばせてるんだ」

「オレが呼ばせているわけじゃねえ！」

　顔を引きつらせるユイカに、オレは頭を抱かかえたのだった。




　　　　＊




　社畜タワー、50階。

　最上階だ。階段を上り切ると、そこは黒い闇やみが広がる禍まが々まがしい空間だった。

　今ごろは、まだ四条社長たちは『社畜タワー五人衆』との激げき闘とうの最中だろう。彼女たちの疲ひ労ろうが限界に達する前に、オレたちは我芽津を倒さなければならない。

「で、アキト。我芽津を破る、何か秘策みたいなものはあるの？」

「ある」

　オレはうなずいた。何のプランもなしに、選せん抜ばつ隊に志願したわけじゃない。

「奴やつは働く人たちをみんな社畜にして自分たちが甘い汁を吸おうとしているけど、大事なのは、あいつ自身も筋金入りの社畜だということだ」

「……どういうこと？　我芽津は、今はもう社畜ではないでしょう？　社畜っていうのは、雇やとわれた企き業ぎように絶対の忠誠を尽つくして猛もう烈れつに働く、憐あわれな奴ど隷れいたちのことなんだから。我芽津は企業に雇われた立場ではなくて、むしろ自分が人を使う立場だから──」

「いや、オレが言いたいのはそういうことじゃない。我芽津は、会社で出世して経営者にまで登りつめて事業を成功させ、さらに国会議員にまでなった人物だろう。そんな奴だから、普ふ段だんから猛烈に働いているということは、間ま違ちがいないんだ。庶しよ民みんを苦しめて甘い汁を吸おうと企くわだてていても、楽をしようとは思っていない」

　社畜とは、人間のある形態を言うのではなく、心の様相を言うのだ。

「つまり働き方だけを見れば、今も社畜と何ら変わらないということだ。そこに、オレの勝機があるんだ」

「よく分からないけど、あんたがそう言うのなら、信じるわ」

　ロボット社畜の妨ぼう害がいも受けずに、目的地へとまっすぐに進む。どうやらロボットにされた社畜たちは、この階には足を踏ふみ入れないように指示されているようだ。

「ここだな」

　先頭を行く虎牙が、ある部屋の前で立ち止まった。50階は、ＶＩＰの人が使うような部屋が多いフロアで、虎牙もそれほど詳くわしく知っているわけではないようだ。しかし、いかにも特別な何かがあると思わせるようなその扉とびらは、間ま違ちがえようがなかった。

　よし、突とつ入にゆうだ。

「我芽津！　お前もここまでだ、覚悟しろ！」

　虎牙はかっこよく叫さけんでドアを蹴けり開け──ようとして、

「痛え！」

　情けない悲鳴を上げて脚あしを押さえた。

「ＰＵＬＬって書いてあるよね？　手前に引いて開けるドアだよ」

　クールさんが突っ込む。頭をかきながら、虎牙は無言でドアを引いた。

　そこは、日本とは別の世界だった。

　西洋風のインテリアで統一された、美しいスイートルームだった。燃えるような赤い絨じゆう毯たんといい、センスのいい落ち着いた色のカーテンといい、品のあるシャンデリアといい、超ちよう一いち流りゆうのデザイナーの手による最高級のものであろうことは、素人しろうとのオレにでも分かる。まるでおとぎ話に出てくる王おう侯こう貴族の宮きゆう殿でんのようだった。奥には、また別の部屋があるらしい。オレなんかには一生縁えんのないような、まさにＶＩＰ用の宿しゆく泊はくルームだ。

　そして都心を一望できる大きな窓の前には、我芽津が女王の貫かん禄ろくを漂ただよわせて立っていた。

「来たわね」

「来たさ。お前をコテンパンにぶちのめしにな」

　オレが威い勢せいよく言い放つと、我芽津はせせら笑った。

「無理しなくてもいいのよ。毒が回って、立っているだけでも大変なはずだから」

　しっかりバレている！

「虎牙。あなたもバカな男ね。大人しくわたくしに従っていれば、勝ち馬に乗ることができたのに」

「飼い慣らされるのはごめんだね」

　吐き捨てて、虎牙は部屋の奥を指差した。

「そこにいるケダモノみたいになるのは、おれの矜きよう持じが許さないのでな」

「グルルルル……！」

　部屋の奥から姿を現したのは、賄わい賂ろを受け取っていたときに同席していたベテラン秘書！　それにユイカを口説いていたイケメン秘書も！　だが、二人とも目つきが異常だ。身体からだつきも、心なしかひと回り大きくなっているような……。

「アオオオオオオオン……！」

　咆ほう哮こうした。同時に、二人はＹシャツをかきむしる。上半身があらわになった。動物のような毛に覆おおわれている。

　どうやら二人は、我芽津の力によって獣じゆう人じんと化しているようだ。

「生命までは取らないつもりだったけれど、こうなったら仕方がないわ。わたくしの忠実な部下たちと戦って死になさい」

「こいつらを使うだけ使って、使い潰つぶす気か。この女の秘書になったばかりに、ご苦労なことだな」

　虎牙の皮肉は、理性を失った二人の秘書には届かない。

　そういえばベテラン秘書は、さっきユイカの『鋼鉄のアイアン労働・メー五月祭デー』を食くらってボコボコにされていたよな。それでもまだ我芽津は、こいつをコキ使うつもりらしい。

「虎牙、ベテラン秘書の相手はお前がしてくれ。オレはこのイケメンを叩たたきのめす」

　個人的に、どうしてもこいつをぶん殴なぐりたいんだよ。個人的に！

　虎牙は了りよう解かいして、ベテラン秘書と向かい合う。

「他人に戦わせて、自分は高みの見物をしようってわけ？　そうはいかないわ！」

　ユイカが我芽津の前に躍おどり出でる。その背後にはクールさんが控ひかえている。我芽津の攻こう撃げきをクールさんが『操業シヤツト停止ダウン』で防ぎ、カウンターでユイカが我芽津の顔面に『鋼鉄のアイアン労働・メー五月祭デー』を叩き込むという作戦だ。

　オレは毒で思い通りにいかない身体に鞭むち打うって、イケメン秘書と対たい峙じした。

「ウオオオオォン！」

　イケメン秘書は、毛むくじゃらの胸をゴリラのように両手で叩いた。ドラミングだ。もうイケメンでも何でもないな。我芽津に力を与あたえられて、野生動物のような戦せん闘とう能力を得ているようだ。

　イケメン、もとい、元イケメン秘書は、右みぎ腕うでを振ふり回まわしてオレに飛びかかってきた。力強いパンチが繰くり出だされる。オレはそれを両手で受け止めた。ずしりと重い。その衝しよう撃げきの強さに思わずよろめくと、立て続けに今度は左の拳こぶしがオレの顎あごを狙ねらう。

　骨が砕くだけたかと思うほどの激痛が、オレの意識を朦もう朧ろうとさせた。次の瞬しゆん間かん、今度は肩と背中に耐たえがたい痛みがほとばしる。息が詰つまる。壁かべに叩きつけられたのだ。そのまま崩くずれ落ちるオレに、野や獣じゆうと化した敵は慈じ悲ひの欠片かけらもない蹴りを放つ。

　ぐっ、まさかこいつに力で圧あつ倒とうされるとは！

　虎牙もベテラン秘書相手に苦戦をしているようだ。ユイカと我芽津は、睨にらみあったままだ。カウンター主体で戦うつもりのユイカ＆クールさんに対し、我芽津はなるべくなら自分は手を汚よごさずに戦いたいと思っている。お互たがいに相手が動くのを待つ形になった。

　蛇へびにやられた毒で、オレの身体はかなりダメージを受けていた。だが、オレにはまだ戦う術はあった。

　ワクワクフーズの和わ久く村むら社長を倒たおすときに使った反社しや畜ちくスキル『友情・努ボーナス力・賞与ステージ』だ。オレはあらかじめ、アカウント登録しているＳＮＳに「今から我芽津イリナをぶちのめす！　みんな、応おう援えんしてくれ！」と書き込みをしていた。我芽津がいかに危険な人物であるかも、詳しく説明した。「いいね！」ボタンが押されれば押されるほど、オレは共感してくれたみんなから力をもらうことができる──それが『友情・努力・賞与』の能力だ。

　だが……いつになっても、力は一向に湧わいてこない。

　どうしてだ!?　なぜ『友情・努力・賞与』が発動しないんだ!?

　オレの顔に次し第だいに焦あせりの色が浮うかんでくるのが見えたのだろう。我芽津が、オレに笑いかけた。

「そうそう、言い忘れていたわ。あなたのＳＮＳのアカウントなら、利用規約違い反はんで通報しておいたわよ」

　えええ!?　と思ってオレはスマホを取り出した。ＳＮＳをチェックすると……オレのアカウントが凍とう結けつされている！

　そ、そうか……。オレの「我芽津イリナをぶちのめす！」という書き込みが、犯罪予告とみなされてしまったんだ！　これでは『友情・努ボーナス力・賞与ステージ』が使えない！

「くそ、卑ひ劣れつな！」

「どこが卑劣なの？　あなたの書き込みは、わたくしに危害を加えるという犯罪通告そのものよ。運営会社が問題のある書き込みと判断するのは、当然のことでしょう？」

　た、確かに、オレは我芽津を物理的にぶちのめす気満々だったから、実際アウトといえばアウトなんだけど……。いやむしろアウト以外の何物でもないけど……。

「でも、先に手を出してきたのは、あんただろうが！」

　蛇の胴どう体たいでユイカを締しめ上げ、毒どく蛇へびを使し役えきしてオレに嚙かみ付かせた。パーティーの参列者をロボット化してオレたちに襲おそわせた。オレたちは、それに対して反はん撃げきしているだけだ。

「あら、そう。だったら後で運営会社にきちんと説明して、理解してもらえばいいのではないかしら。……生きてここから出られたらの話だけれどね」

　最後の一言に、オレはゾッとした。我芽津は、自分の地位を守るためなら一線を越こえることも辞さないつもりなのだ、とオレは悟さとった。

　──死。

　その言葉が、初めて実感を伴ともなう恐きよう怖ふとともに、オレの前に降り立った。

　これまでは、どれだけ社畜たちと激しい争いを繰り広げても、死を覚かく悟ごするほどのことはなかった。ただ残業をさせられて、帰りが遅おそくなるだけだ。耐えがたいことではあるが、また明日あした頑がん張ばって早く帰ればいいだけのことだった。

　でも今回は、もしかしたら、ここから生きて出られないかもしれない。このままここでやられて、我芽津の贈ぞう賄わいの口くち封ふうじのために、殺されてしまうのかもしれない。もし何とか脱だつ出しゆつできたとしても、蛇にやられた毒が回って、死んでしまうかもしれない。

　オレが死んだら、姉ちゃんはどうなるのだろう。それにユイカは？

「オレは、死んでも生きて帰るぞ！」

　生きてここから出られたら、だって？　ふざけるな。人間らしく生きる。楽しく幸せな生を生きる。そのためにオレは戦ってるんだ。こんなところでくたばってたまるかよ。

　奮起して、立ち上がる。かつてイケメンだったゴリラ秘書は、再び咆哮した。まるで自らの力を誇こ示じするかのように。

「ウオオオオォン！」

「ゴリラのお前には、動物園の檻おりの中がお似合いだ」

　オレの拳が、イケメンゴリラの顔面にヒットした。

「お前にゃユイカはやらねえ」

　イケメンへの逆さか恨うらみでパワーが増ぞう幅ふくされたオレの拳が、何発も何発も敵の頰ほおに、胸に、脇わき腹ばらに、突つき刺ささる。

「うなりを上げろ定時退社！　天にとどろけ長期休きゆう暇か！　くらえ！　オレの究極奥義！　帰ゴー宅ホーム流・メ星テオ雨シヤワー！」

「ウガアアアアア！」

　オレの必殺技をもろに食らって、イケメンゴリラは吹ふき飛とんだ。床ゆかに倒れ込んだまま、動かない。そのままＫＯしてしまったらしい。

　こいつは、野獣なんかじゃねえ。檻おりの中で飼育されているだけの、憐あわれな存在だ。

　振り返ると、虎牙もベテラン秘書ゴリラをボコボコに蹴け散ちらしているところだった。押されているように見えたのは、相手の動きをうかがい、その弱点を探さぐるためだったらしい。敵の攻撃を見切った後は、虎牙が一方的に押しまくる展開になっていた。

　ユイカも、我芽津をじりじりと追い詰めていた。

　不利を悟った我芽津の顔が、緑色のウロコに覆われる。禍まが々まがしい異形の姿へと、変化を遂とげる。蛇の化け身しんとなった我芽津の両りよう腕うでが、しなやかに伸のびた。右腕は獲え物ものを絞しめ殺ころす巨きよ大だいなアナコンダに、左ひだり腕うでは猛もう毒どくで敵を死に至らしめるコブラに、それぞれ変へん貌ぼうを遂げる。

　コブラの鎌かま首くびが、「シャアアア！」と身の毛もよだつようなうなり声を上げながら、ユイカに襲いかかる。

「何度も同じ手は食わないよ。操業シヤツト停止ダウン！」

　クールさんが得意の反社畜スキルで、部屋に置かれている長机をユイカの前に一いつ瞬しゆんで引き寄せる。コブラは長机に激げき突とつ。ふらふらとよろめいて、後退する。

「隙すきあり！」

　ユイカが、右腕を鈍にび色いろに輝かがやかせる。『鋼鉄のアイアン労働・メー五月祭デー』を我芽津の顔面にぶち当てるべく、力強く躍り出る。

　次の瞬間──。




　ぷしゃあああ！




　突とつ如じよ、天てん井じようのスプリンクラーが作動した。驚おどろいて動きを止めるユイカ。我芽津はウロコに覆われた頰を緩ゆるませた。笑っているのだ。天にかざした右手を振り下ろす。と、スプリンクラーから撒まかれた水が空中で一つに集まり、激流となってユイカに襲いかかった。

　クールさんが再び長机をユイカの前方へと瞬間移動させる。だが、その長机が、真っ二つに割れる！　凄すさまじい水圧だ。激流はそのままユイカを直ちよく撃げきした。

「押し流されてしまいなさい！」

　我芽津は、二度、三度と右手を振り下ろす。その度たびに、新しい激流が形作られて、オレたちを襲う。オレも冷たい水の猛もう撃げきを、まともに肩かたに受けた。バットで思いっきり殴られたような感覚に、気が遠のきそうになる。とてつもない水量だ。

　我芽津の二人の秘書が流されていく。

「味方を巻き込むなんて、卑劣な奴やつめ！」

　オレが思わず叫さけび声を上げると、我芽津はせせら笑った。

「卑劣でけっこう。少し、昔話をしましょうか。わたくしがゼニクレに勤め始めたとき、性格の悪い、お局つぼねのような先せん輩ぱい社員がいたの」

　オレたちが水圧に流されるまいと抗あらがう中、唐とう突とつに我芽津は何かを語り始めた。

　何だ？　何を言おうとしている？

「その先輩社員は、他ほかの社員と仲良くするフリをしながら、陰かげでは悪口を言いふらして、将来のライバルになるであろう同どう僚りようたちを次々と蹴け落おとしていった。わたくしは先輩社員のご機き嫌げん取とりに徹てつした。不ふ愉ゆ快かいなこともすべて我が慢まんして、それこそ徹てつ底てい的にね。半年も経たないうちに、わたくしは先輩に次ぐ、部署内でナンバー２の地位を占しめていた。自尊心ばかり大きい愚おろかな女に尽つくすのは、本当に屈くつ辱じよく的だったけれど」

　オレはふと、我芽津が本ほん性しようを現したときのことを思い出した。ユイカが「かわいそう」と漏もらすと、彼女は激高して、不気味な毒蛇の化身としての姿をさらけ出したのだった。

　こいつ、本当にプライドが高い奴なんだな。

「そうして先輩の信しん頼らいを勝ち取ったわたくしは、最後に先輩を蹴落とした。妻子ある男との不ふ倫りんの噂うわさをでっち上げて、彼女を退職にまで追い込んでやったのよ。彼女は最後まで、わたくしにはめられたとは気付かなかった」

　我芽津は邪じや悪あくな笑えみを浮かべた。オレたちに語るというより、自分に言い聞かせるための独白であったのかもしれない。

「最後に勝つためには、他人など、信用してはいけないのよ。わたくし自身を含ふくめて、他人など誰だれも信用なんてできないの。他人を利用できるだけ利用して、用済みになったら使い捨てる。それが勝利への方程式なのよ」

「うるせえよ。いい加減黙だまれ！」

　オレは言った。我芽津の顔が、驚きに歪ゆがむ。とっくに押し流されたと思っていたオレが、その場で一歩も引かずに仁に王おう立ちしていることに気付いて、その事実を受け入れられないようだった。

　やがて水が引いて行った。

「みんな……無事か」

　オレが声をかけると、

「もちろんよ」「当たり前だ」「何とかね」

　三者三様の答えが返ってきた。水に濡ぬれて、衣服もぼろぼろだが、気力は衰おとろえていない。

「まさか！　わたくしの社畜スキル『政ウオー治ター・的サプレ水ツシ圧ヨン』が効かないなんて」

　そりゃそうだ。ここにいるのは、全員が強い意志を秘ひめた反社畜だ。他人に流されやすい奴なんて、一人もいない！

「オレは──」

「おれはもともといい男なんでな、水を滴したたらせる必要なんてないのさ」

　あっ、オレが言おうとしたことを虎牙に先に言われた！

　じゃあオレは……えっと何言おう。

「せっかくのパーティー用の衣装を台無しにしやがって。しっかり弁べん償しようしてもらおうか」

　本もと山やま課長からの借り物だけど、それは置いておこう。

　我芽津がたじろいだ隙を突き、虎牙が鋭するどく飛びかかった。コブラの頭を素す手ででつかむ。大だい胆たんな行動にあっけにとられていると、虎牙は両手で押さえ込んだコブラの頭を、オレたちの方へと突き出した。

「そら！　煮にるなり焼くなり好きにしやがれ！」

　ユイカが『鋼鉄のアイアン労働・メー五月祭デー』で強化された拳こぶしを振ふるって、力任せにコブラの頭を打うち砕くだく。我芽津が、悲鳴を上げた。腕うでは生きた蛇へびになっているとはいえ、痛覚は共有しているらしい。

　今だ！　引導を渡わたしてやる！

「上げろ月給！　よこせ残業代！　咲さき乱みだれろオレの労働基本権！」

　虎牙と入いれ替かわりに前進したオレは、我芽津の右みぎ腕うでから生えているアナコンダを両手でつかみ取った。力任せに我芽津めがけて放り投げる。アナコンダは、我芽津自身の脇腹に巻き付く。誰からの命令も受けないようにと手に入れた力が、我芽津にとっては自らを縛しばる鎖くさりとなった。

「うおおおお！　オレの想おもいよ厚こう生せい労働省とＩＬＯに届け！」

　完かん璧ぺきなタイミングで、踏ふみ込む。我芽津ごと、オレはアナコンダを勢いよく蹴けり上げた。我芽津の身体からだが、宙を舞まう。

「真・帰ゴー宅ホーム超・スー新パー星ノヴア！」

　浮ういた我芽津の身体を追つい撃げきするように、オレも地を蹴って高くジャンプした。高さも完璧だ。空中で我芽津に追いついたオレは、頭頂部を力いっぱい我芽津の脇腹にぶち当てる。

　次の瞬しゆん間かん、オレの身体は閃せん光こうに包まれた。まるで超新星爆ばく発はつのように、オレは体内のエネルギーを一気に放出した。衝しよう撃げき音とともに、まばゆい稲いな妻ずまがほとばしる。

「くっ……がはああああ！」
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　我芽津の全身を、容よう赦しやのない雷らい電でんが駆かけめぐった。同時に、必殺の頭ず突つきが、我芽津をさらに高く、舞い上げる。女性政治家の皮をまとった蛇の化け物は、天井に強く叩たたきつけられた。その爬は虫ちゆう類るいの顔が、苦痛に醜みにくく歪む。獲物を狙ねらう毒どく蛇へびのような眼めが、オレを睨にらみつける。

　次の瞬間、我芽津の身体は力なく地面に落下した。受け身を取ることもできず、無む惨ざんにフロアに激突する。そのすぐ脇わきに、オレは静かに着地した。

「うう……」

　どうにか立ち上がろうとする我芽津だが、力が入らないのか、虚むなしくもがくだけだ。

「オレが今まで繰くり出していた『帰ゴー宅ホーム超・スー新パー星ノヴア』は、ただ相手にぶち当てるだけのものだった。だけど、動画で見た神楽かぐら幸ゆき虎とらの技わざは、違ちがったんだ」

　伊達だてに「伝説の反社しや畜ちく」と呼ばれているわけじゃない。神楽幸虎は、やはり凄まじい達人だったのだ。

「社畜は普ふ段だんから猛もう烈れつに働いているから、身体のいろんなところにガタがきてる。特に、肩とか、腰こしをやられている奴が多い。我芽津、あんたもそうなんだろ。『帰ゴー宅ホーム超・スー新パー星ノヴア』は、そういう敵の弱ってる部分を容赦なく突つく技なんだ」

　本山課長と戦ったときのことを、思い出す。彼は自身の社畜スキル『あビルれド・もアンこド・れビルもド』のことを、「腰よう痛つう・肩こり・冷え性などにも効果のある、まさに万ばん能のうの社畜スキルなのだ」などと豪ごう語ごしていた。そんな効果まではいらんだろ！　とそのときは思ってしまったオレだったが、よくよく考えると、社畜にとっては切実に欲しい特とく殊しゆ効果だったのだ。

「肩が痛いだろ？　腰が痛いだろ？　胸が、背中が、膝ひざが、全身が焼けつくような痛みに襲おそわれているはずだ。今まで無理に無理を重ねてきたお前の身体が、悲鳴を上げているのさ」

　連日、徹てつ夜やを重ね、土日も休みなしで働くことで、社畜たちは自分の身体に大変な負荷をかけている。彼らはその事実に内心で気付いていながら、目を逸そらし、自分を騙だましながら働き続けている。

『帰ゴー宅ホーム超・スー新パー星ノヴア』は、そのウソを暴あばく。働き過ぎによる隠かくれた故障の蓄ちく積せきを、容赦なく攻せめ立てる。それによって、社畜たちに「もう休め！　お前の身体は、もう限界なんだ！」という強きよう烈れつなメッセージを刷り込むのだ。働くことしか眼中にない彼らにとって、それは死よりも恐おそろしい宣告に違いない。

「虎牙のおかげだよ。まず、虎牙が神楽幸虎のビデオを見せてくれなかったら、この技の完成形がどんなものか、オレは一生分からなかった。それに、虎牙が裏切ったフリをしてオレに戦いを挑いどんできたとき、オレにいろいろとレクチャーしてくれただろ？　『踏み込みが甘い！』『高さが足りない！』って。それで、オレに一体何が欠けていたのか、分かったんだ。あれがなかったら、この技は完成していなかっただろうさ」

　オレが虎牙の方に向き直ると、『迅じん雷らいの帰き宅たく魔ま』は親指を立ててニッと笑った。

「お前ならやれると、おれは信じていたんでな」

　確かにオレと虎牙は、最初のうちは喧けん嘩かばかりしていたさ。でも、考え方に多少の違いはあっても、ブラック企き業ぎようをなくしたい、社畜になんかなりたくないという、その思いは二人とも一いつ緒しよなんだ。

「くっ……」

　我芽津の両りよう腕うでが、しぼんでいく。アナコンダとコブラだった両腕が、人間のものへと戻もどっていく。緑の肌はだも、爬虫類の顔立ちも薄うすらいでいく。気が付くと我芽津はもとの三十代の女性の姿になっていた。その美び貌ぼうは幾いく分ぶんかくすんで見えた。見る者を圧あつ倒とうするような自信と存在感は、もはや見る影かげもなかった。

「我芽津。お前、他人が信用できない、なんて言う前に、ちゃんと努力したか？　他人に信頼されるような人間になろうと頑がん張ばったことが、お前にはあるのか？」

「……」

「誰かと友達になりたい、と思うなら、自分がまず『この人と友達になりたい』とみんなから思われるような人間にならなきゃ駄だ目めだろ。そんなことも分からないのか？　他人を蹴落とすことしか考えてない奴やつが、どうして他人との間に信頼関係が築けるんだ？」

「我芽津。四年前にゼニクレ商事で過労死した……あんたが死なせた、杉すぎ村むらという社員を覚えているか？」

　虎牙が、鋭い顔で我芽津を睨みつけた。

「さあ。わたくしの課す激務に耐たえきれずに脱だつ落らくする人間なんていくらでもいたから、いちいち覚えていないわ」

「そいつはおれの少し年上の親友で、一人っ子のおれにとっては、兄貴みたいな存在だった。おれのようなわがままで気まぐれな男にも愛あい想そを尽つかさずにいてくれた、唯ゆい一いつの男だった。それを、お前が殺したんだ」

　我芽津に殺された年長の友人の仇あだ討うち。その機会をうかがうために、虎牙は、ゼニクレ商事に入社して、反社畜としての腕を磨みがいていたのだ。

「やっと復ふく讐しゆうができる。この四年間、ずっとこの日を待ち望んでいた。今こそお前に引導を渡してやるから覚かく悟ごしろ」

「我芽津さん。あなたは、経営者としても、政治家としても、失格だ。従業員から搾さく取しゆすることしか考えていないような経営者に、誰がついて行く？　有権者を食い物にするような政治家に、誰が従う？」

　クールさんが厳しく言い放つ。

　四人で、我芽津を取り囲む。オレは勧かん告こくした。

「さあ、大人しく降こう伏ふくしな」

「わたくしは、我芽津イリナ。わたくしは誰だれにも屈くつしない。誰もわたくしに命令することなど、できはしないわ」

　我芽津は強ごう情じようだった。何が何でも、敗北を認める気はないらしかった。

　最後の力を振り絞しぼって、我芽津は起き上がる。目の焦しよう点てんは定まらず、足元はふらついている。そんな状態で、まだ戦う気なのか？　オレたちが身構えていると、一いつ瞬しゆんの隙すきをついて、我芽津は窓ガラスのある部屋の奥へと走った。

「さよなら」

　全身を窓ガラスに叩きつける。がしゃああああん！　という乾かわいた音が響ひびき渡って、ガラスが砕け散る。そして……我芽津は社畜タワーの外へと身を投じた！

「ああ……何てことだ」

　クールさんが嘆たん息そくした。オレたちは慌あわてて窓に駆け寄って、身を乗り出して我芽津の姿を追った。すでに我芽津の姿はどこにもなかった。高層ビルの50階から飛び降りたのだ。絶対に助かるはずがなかった。

「殺しても死なない奴に見えたのにな」

「どこで道を踏み外はずしたんだろうな」

　虎牙の声は、彼らしくもなく重かった。

「畜ちく生しよう、後味が悪いぜ。おれは我芽津を憎にくんでいたが、殺してやろうと思っていたわけじゃない。罪を認めて悔くい改あらためることを、おれの死んだ友人も望んでいたはずだ。なのにあの女は、他人に頭を下げるくらいなら死んだ方がマシって考えたんだ」

　オレのスマホに、電話がかかってきた。ミウからだった。感傷的な気分になっていたオレは、はっとして通話ボタンを押した。そうだ。我芽津のロボットにされていた人たちは、どうなった!?

『立たち花ばなアキト？　どうやら無事に我芽津イリナをやっつけたようですわね』

「ああ、まあな。そっちの様子は？」

『あの「社畜タワー五人衆」とかいう連中は、劣れつ勢せいになると、尻しつ尾ぽを巻いて逃にげ出しましたわ。それに我芽津イリナに操られていた人たちは、全員正気を取り戻しました。やはり、本人を倒たおせば術は解けるしくみになっていたようですわ』

「そうか、よかった」

　オレも、重かった身体がだいぶ楽になってきた感じがする。蛇へびに食くらった毒が少しずつ抜ぬけていっているのだろう。これで万事解決かな？　オレが安あん堵どしたそのときだった。




　耳をつんざくような轟ごう音おんとともに、部屋に置かれていた我芽津のキャリーバッグが、まばゆい閃せん光こうを放って、爆ばく発はつした。




　　　　＊




「みんな、大だい丈じよう夫ぶか？」

　室内は、煙けむりで満たされている。爆風で、インテリアがめちゃくちゃに壊こわれていた。

　二人分の手が上がった。虎牙と、クールさんだ。

「アキト……ありがとう」

　オレの真下で、ユイカが言った。爆発が起きたとき、オレはとっさにユイカを突き飛ばし、自分の背中で彼女を守ったのだった。

「やれやれ、何が起こったんだろうね。……おや？」

　クールさんが、何かを目にとめた。机の上に置かれていた、小型のノートパソコンだった。爆風の直ちよく撃げきを免まぬかれたようで、まだ動いている。近寄ってマウスを操作するクールさん。エンターキーを「ターン！」と弾はじくと、モニターに社畜タワーの各階の様子が表示される。秀しゆう麗れいなクールさんの顔が、険しいものになった。

「どうやら我芽津は、このビルの数十か所に、爆ばく弾だんを仕し掛かけていたらしい」

「はあ!?　何だそりゃ」

「この社畜タワーは、社畜やブラック企業の象しよう徴ちようだ。自分が死ぬときは、すべてを道連れにするつもりだったんだろう」

　爆発で取り落としたスマホを、オレは拾い上げた。ミウとの通話は、まだ途と切ぎれていなかった。

『立花アキト？　ああよかった、生きていましたのね、ダーリン』

「ダーリンはよせ。お前こそ無事みたいでよかったよ」

『この建物のあちこちで爆発が起こって、火災が発生しているみたいですわ。みんな急いで避ひ難なんしています。あなたたちも、早く』

「ああ。お互たがい、生きて帰ろうな」

　通話を終しゆう了りようすると、カタカタとキーボードを操作していたクールさんが笑えみを浮うかべた。

「よし、管理者権限でアクセスした。これで社畜タワーの防火設備の操作ができる」

　なんか凄すごいことやってるぞ。こんな状じよう況きようでも冷静なクールさんは本当に頼たのもしいな、とオレは感じていた。だが、次し第だいに彼女の顔に焦あせりの色が浮かんできて、オレはあれっと思った。

「駄目だ、どうしても防ぼう火か扉とびらが閉まらない」

「そんなことってあるのか？」

　肝かん心じんのときに閉まらないんじゃ、何のための防火扉か分からない。だいたい、防火扉って火災を検知したら自動的に閉まる仕組みになっているんじゃないのか？

「おおかた、『不具合じゃなくて仕様です』ってやつだろ」

　虎牙が吐はき捨てた。

「分かりやすくシンプルに作れるはずのシステムを、わざわざアホみたいに複雑に構築しやがるタイプのクソ社しや畜ちくがいてな。おれも京都支社にいたとき、そういう奴らと一緒に仕事をさせられて、えらい目にあったことがある。きっとその手の連中の仕し業わざだろう」

「いや、システム自体は単純なんだ。この操作で間ま違ちがいないはずなんだ。それなのに、動かない。どうしてだろう」

　首をひねるクールさん。何かに思い当たったように、「あれ？」とユイカが声を漏もらした。

「ここって、パーティー会場の近くよね。さっき来るとき通ったわよね。防火扉なんて、あったかしら。あたし、見た覚えがないんだけど」

　言われてみれば、オレも見なかったような気がするな。でも、管理用コンピュータで確かく認にんする限りでは、確かにここに防火扉があるんだろ？　一体どういうことだろう。

「……そういうことか」

　クールさんのメガネが、キラリと光る。何かに気付いたらしい。

「確かにあるはずの防火扉を、僕たちは見ていない。それはつまり、何かで隠かくされていたんだよ」

「あっ」

　オレは思い出した。パーティー会場に向かうとき、オレは我芽津の政策パンフレットが入ったダンボールの山にぶつかったのだった。

「あれか！　あれで防火扉がすっかり隠れてしまっていたんだな」

「そう。ダンボールが邪じや魔まをして、防火扉が閉まらないのさ」

　そんなところにモノを置いちゃ駄目だろ！

「それだけじゃない。この社畜タワーは、ブラック企業の、ブラック企業による、ブラック企業のためのビルなんだ。設計を依い頼らいしたのもブラック企業だし、設計書を作ったのも、建築を請うけ負おったのも、管理・運営しているのもすべてブラック企業なんだよ。だから、そもそも建築基準法も消防法もガン無視の作りになっているんだ。手て抜ぬき工事のオンパレードだよ。おそらくは日ひ頃ごろの点検もろくにしていないだろうね」

　なんてこった！　欠けつ陥かん建築だったのか！

「ひどい話だよ。でも、抗こう議ぎするのは後だ。早く避難しよう」

　そうと決まれば、急ぐしかない。オレたちは部屋の外に出た。来るときに使った階段の方角へと全力で走る。

　だが──。

「あれ？　もう火がこっちまで来ているぞ！」

　外がい壁へきがめらめらと燃えていた。下の階で発生した火災による火が、50階の一部にまで到とう達たつしていたのだ。廊ろう下かに無造作に積まれた木製の長机の山に燃え移る。炎ほのおに包まれた長机が崩くずれ落ちて、オレたちの行く手を阻はばむ。

「外壁に使われている、石油を原料とする有機系断熱材に引火して、急激な延焼拡大を招いているんだ」

　クールさんが解説した。他ほかの経路を考えるしかない。反対方面に、避難階段があるはずだ。ハンカチを口に当てて、用心深く、だが早い足取りで進む。

「ひどいもんだな。わざと燃えやすい資材を使っているんじゃないかと、邪じや推すいしたくなるほどだ」

「案外、そうかもね」

　虎牙の言葉に、ユイカが反応する。

「ラストダンジョンは最後には倒とう壊かいしたり炎えん上じようするものだから、とかいう理由で、わざとこういうつくりにしたのかもよ」

　階段はもうすぐだ。途と中ちゆう、消火器がないかと見回したが、見当たらない。

「下の階にいる反社畜たちは、みんなちゃんと脱だつ出しゆつできたかな？」

　オレがぽつりと漏らすと、虎牙が胸を叩たたいた。

「きっと大丈夫さ。機を……いや、帰を見るに敏びんな奴やつらばかりだからな」

「和久村さんも含ふくめて、全員が無事に脱出しているはずだよ」

　クールさんも、太たい鼓こ判ばんを押す。オレはうなずいた。二人の言葉には、強い根こん拠きよがあったわけではない。それでもみんなのことを信じるしかなかった。

　都心部のこの辺りでも、ひときわ高いビルの、しかも最上階だ。飛び移れるような場所もない。

　火の粉が頰ほおに降りかかった。空気が熱い。息も苦しくなってきた。

　もう少しだ。もう少しで避難階段が見えてくる。そこまで行けば助かるはずだ。歴戦の社畜たちでもオレたちの定時退社を阻むことはできなかった。火災なんかに、負けてたまるものか。

　だが、気が付くとオレは、猛もう烈れつに身体からだがだるくなってきているのを感じた。手足が、言うことを聞かない。それに、意識が朦もう朧ろうとしてきた。どうなってるんだ……？

「ど、どうしたのアキト!?」

　煙を吸い込んだわけではないらしい。その証しよう拠こに、ユイカはまだ元気だ。虎牙と、クールさんも。オレだけが身体に強きよう烈れつな違い和わ感かんを覚えて、足が止まりかけていた。

「まさか……コブラにやられた毒が、消えていないのか!?」

　虎牙が恐おそろしいことを言い出す。そんな！　おい、話が違ちがうじゃねえかよ。我芽津を倒したら、毒も消えるんじゃなかったのかよ。

　抗議しようとしたが、ろれつが回らない。むしろ今になって、毒が効いてきている様子だ。どうも本格的にやばいぞ。

　オレは、その場にぱたりと倒れ込んだ。肺が、息をしていない。身体にまるで力が入らない。もうオレのヒットポイントはゼロだ。一歩も歩ける気がしない。

「アキト！」「立花くん！」「立花！」

　考えてみれば、オレはコブラの毒を食らいながら、ロボット社畜やらイケメン秘書やら我芽津やらと、立て続けに連戦していたんだ。むしろ、よく今まで持ちこたえたものだと思う。いくらオレが超ちよう人じんでも、限界というものはある。

　社畜スキルは、使い手を倒たおすとその効果を失う。それが普ふ通つうだ。

　だが、我芽津の毒は、消えなかった。自分がやられてもなお、相手を食くらい尽つくすことをやめない。恐るべき妄もう執しゆうだった。我芽津が社畜の道を限界まで極きわめた化け物だからこそできる芸当だろう。オレは、我芽津の執しゆう念ねんに負けたんだ。

「ちょっとアキト！　起きて！」

　ユイカが慌あわててオレを揺ゆさぶるが、オレにはもう立ち上がる気力もなかった。

「アキト！　うわっ、凄い熱。あんた、よく今まで生きてたわね」

　そのときだった。

　再び爆発が起こった。今度は、下からだった。

　床ゆかが崩ほう落らくした。

　そしてオレは、真っ逆さまに落ちていく……。

　ああ、もう駄だ目めかな……。

「危ない！」

　オレの手を、誰だれかがつかんだ。すべすべした温かい手……それはユイカのものだった。

「あきらめちゃ駄目」

　ふにゃふにゃになったオレの手を、ユイカは力強く握にぎり締しめる。崩れ落ちた床のギリギリのところに踏ふみとどまって、彼女はオレを必死で支えていた。首から下がったシロクマのペンダントが、ゆらゆらと揺れた。

「ここまで来て、最後の最後であきらめるの!?」

　ふと下を見ると、炎が渦うずを巻いていた。あそこに落ちていたら、いくらオレでも助からなかっただろう。寸前で、ユイカに救われたのだった。

「あたし、聞いたわ。クールさんは、ちゃんとあんたに告白したって。結果は分かっていたけど、それでも止められなかったって。ちっちゃいコ……ミウも、ちゃんとあんたに想おもいを告げたんでしょう？　あたしだけよ、あんたに自分の想いを、はっきり告げていないのは」

　オレの額に、ぽたりと一いつ滴てきの滴しずくが落ちてきた。悲痛な叫さけびとともに発せられた、それはユイカの涙なみだだった。

　そうだ、オレもユイカの答えがちゃんと聞きたい。

「この戦いが終わったら、ちゃんと返事をするって言ったわよね!?　あたしから、その機会を奪うばわないで」

「そうだな。分かったよ、ユイカ」

　オレがそう答えると、ユイカは力を振ふり絞しぼって、オレを引き上げた。

　床の崩落は広い範はん囲いにわたって発生していた。その向こう側に、虎牙とクールさんがいる。

「立花くん！　ユイカちゃん！」

「どうにか助かったようだな……って、おいおいマジかよ！」

　虎牙の安あん堵どの声は、驚おどろきの声へと変わった。

　今度は、天てん井じようが崩落したのだ。下からは、炎が吹ふき上がる。オレはユイカとともに這はいつくばってその場を離はなれた。もうめちゃくちゃだった。がれきと、炎で、あたり一面がぐちゃぐちゃになっていた。

　まずいな、ここはもう通れない。

「先に行っててくれ！　オレたちは、どこか回り道できるところを探すからさ」

「そんな！　僕は、キミたちを置いていくわけにはいかないよ」

　クールさんは、泣きそうな声をしていた。だが、それを嘲あざ笑わらうかのように、炎はいっそう強く燃え広がった。

「虎牙、クールさんを頼む」

　返事は聞こえなかった。もう向こう側がどうなっているのかも分からない。

「さあ……ユイカ、早く迂う回かいしてクールさんたちと合流しよう」

　そう言ってオレは起き上がり、ユイカの手を取った。うなずいて、ユイカも起き上がる。おそらくは毒が全身に回っているのだろう、身体が自分のものではないような感覚があり、平へい衡こう感かん覚かくを保つのに苦労したが、かろうじて足を前に出す。

　いや、これ、普通の人間ならもう三回くらい死んでるぞ？　よく意識があるな、オレ。

　だが……今度はオレ以上に、ユイカの足取りが重い。いや、脚あしを引きずっているようだ。

「お前……脚、どうしたんだ!?」

　ユイカは黙だまっていたが、オレに再度促うながされて、しぶしぶといった様子で答えた。

「今、あんたを助けたときにくじいたのよ」

「オレのせいだな。すまん」

「そういう言い方は、やめて」

　キッとした顔で、ユイカは抗議した。

「それを言うなら、そもそもあんたがコブラに嚙かまれたのは、あたしを助けようとしてのことでしょう？　お互たがいさまよ」

「まあ、そうだな」

　オレはユイカに肩かたを貸した。お互いがお互いを支え合い、まるで二に人にん三さん脚きやくのような恰かつ好こうで歩く。苦しみに耐たえながら、大きく迂回して避ひ難なん階段に向かう。

　だが神様は無情だった。避難階段のすぐ手前まで来たところで、オレたちは呆ぼう然ぜんとして立ち尽くした。

　ここも床が崩落していた。床を支える梁はりは鉄筋コンクリートでできていたが、火災による高熱で変形し、ついには崩れてしまったらしい。もうもうと煙けむりが上がっていた。下のフロアは、おそらく火の海だ。

　駄目だ、とてもじゃないが近づけない。

「これ……どうしようもねえじゃん」

　オレは絶望の声を上げた。勘かん弁べんしてくれよ。シリアス展開は苦手なんだよ。

　あきらめるつもりは、全くない。でも、もう助かる手段は、何も残されていなかった。

　崩落した床の向こう側に、避難階段へと通じるドアがかろうじて見えた。そのドアは、開きっぱなしになっていた。普ふ段だんから開けてあるものではない。誰かが開けたのだ。

「クールさんと虎牙は、無事に脱出できたみたいだな。それだけはよかった」

　ユイカはしょんぼりしていた。あまりのショックで、取り乱して泣き叫んだりする気力もないようだった。

　あー、やっぱりオレのせいだ。オレがしくじったばかりに、ユイカまで巻き込んでしまった。ユイカにこんな顔をさせるなんて、オレって最低だ。オレが毒にやられていなかったら、今いま頃ごろは避難階段で無事に逃にげられていたはずなのに。

　オレたちの人生、ここで終わりか。やり残したことなんて、いっぱいあるのになあ。

「あーあ、エロ本買いたかったなあ」

「な、何よいきなり」

「オレ、今日が18歳の誕生日なんだよ」

　ようやく本格的にエロが解禁になったというのに、それを堪たん能のうすることなく死ぬのかと思うと悔くやしくて。

「エロ本ならもうすでにベッドの下に何冊か隠かくしてるでしょ！」

「な、なぜそれを!?」

「やっぱり、あるんだ……」

　くっそカマかけやがったな、この女！

「でも、今日が誕生日なら、言ってくれればよかったのに。プレゼント用意してない」

「別にいいよ、そんなの」

「でも……」

「どうせなら、『プレゼントは、あたし自身！』とか言ってくれよ」

「言うわけないでしょ！」

　そうだよな。ユイカはそんなキャラじゃないよな。

　冗じよう談だんを言っていてもこの状じよう況きようでは笑えない。虚むなしくなるだけだった。

　途と方ほうに暮れて、ユイカはその場にへたり込んだ。

　スマホが鳴った。電話だ。クールさんのスマホからだったが、出ると、虎牙の声が聞こえてきた。

『立花、聞こえるか？　まだ死んでないな？』

「ああ。ユイカもオレも生きてるよ。今はな」

　すると虎牙は、意外なことを言い出した。

『上だ、上へ向かえ』

　上……？　ここは、最上階だぞ？

「ここより上というと、屋上しかないんだが」

『そうだ、屋上へ向かえ。そしたら＊＊＊が×××で＃＃＃＃しているから△△△しろ。分かったな？』

　肝かん心じんのところが聞き取れない。電波の状況が悪いらしい。

「え、何だって？　もう一度言っ……」

『じゃあな』ガチャン。

　切るなよ！　この前の、うあ～産業のほにゃ～とかいうオッサンみたいなことすんなよ！

　しかし、屋上か。そんなところに逃げたって、脱だつ出しゆつする方法はなさそうだが……このままこの階に留とどまっていても、煙と炎ほのおに吞のまれるだけだ。それに賭かけるしかない。

「よし、ユイカ、行くぞ。……ユイカ？」

　返事はなかった。もうほとんどユイカには意識がなかった。煙を吸ってしまったようだ。

　オレはユイカを抱だき上げた。オレ自身も、毒と煙で身体からだが限界に達していた。でも、ユイカを置いていくわけにはいかなかった。

　絶対にあきらめない。その思いで、オレは窓に近寄った。

　火の粉を振り払はらいながら、身体中の神経を鼓こ舞ぶして、外がい壁へきをよじ登る。片手でユイカを抱きかかえながら、もう一方の手だけで登るのは、今のオレには至難の業わざだった。手の震ふるえと戦いながら、どうにか屋上まで上る。

　プロペラの轟ごう音おんと突とつ風ぷうが、オレたちを出で迎むかえた。

　上空に、ヘリコプターの姿があった。虎牙が会社復帰初日に使ったのと同じものだ。虎牙が言っていたのは、これのことだったのだ。

　ヘリから、縄なわばしごが降ろされた。

　これにつかまれってことか？

　迷っている暇ひまはない。オレはユイカを片手で抱きかかえて、もう一方の手で縄ばしごにつかまった。

　手の震えがひどくなって、ユイカを支えられなくなってきた。毒どく蛇へびにかまれてから、そろそろ２時間が経たとうとしている。オレは、もうすぐ死ぬのだろうか。だとしてもユイカだけは助けなければ。強い意志だけがオレを突つき動かしていた。

「あ、あれ？　ここは……？」

　ユイカが目を覚ます。プロペラ音がやかましかったが、ユイカの声はよく聞こえた。それくらいオレたちの距きよ離りは接近していた。

「どうにか、脱出できそうみたいだぜ？」

　身体がふわりと浮うくような感覚があった。ヘリが高度を上げたのだ。

　その直後、ぼわっ、という音がして、屋上が炎に包まれ、プロミネンスのように吹き上がった。火の先せん端たんが、オレのつま先ギリギリのところをかすめた。

　間かん一いつ髪ぱつだったのだ。

「凄すごい光景だな」

　つい先ほどまであそこにいたことが、信じられない。今や社しや畜ちくタワーは全体が真っ赤な炎に吞まれつつあった。

「うわあ……」

　ユイカが感かん嘆たんの声を漏もらした。オレは彼女の視線の示す方向を見た。街が、見える。明るく輝かがやいているのが、見える。こんな状況だけど、上空から見る東京の夜景は、とても綺き麗れいだった。

「あたしたち、助かったのね」

　ようやく状況を理解したらしく、ユイカは感かん慨がい深げにつぶやいた。

「そうみたいだな」

　オレは無理して笑え顔がおを作った。正直、オレはもう駄だ目めだろうと思う。社畜タワーからは脱出できたが、毒がどんどん自分の身体を蝕むしばんでいっているのが分かる。だが、ユイカにそれを悟さとられるわけにはいかなかった。ユイカの泣くところは絶対に見たくない。だからせいいっぱい虚きよ勢せいを張って、平気なふりをしていた。

「くっ」

　だが、それも限界だった。苦く悶もんの声が、つい漏れてしまう。胸が、ずきずきと痛む。腕うでの感覚もなくなってきた。このままではユイカを支えきれない。

「どうしたの、アキト」

「……」

　声が、出ない。息を吸うことすら、今のオレには困難だった。

「あんた、まさか……」

　ユイカの顔色が変わる。

「ああ、そうだ」

　オレはどうにか力を振ふり絞しぼって、声をひねり出した。虚勢を張る気力もなかった。

「毒が全身に回ったみたいで、オレはもう助かりそうにない。お別れだ、ユイカ」

「そんなの駄目」

　ユイカは目に涙なみだを浮かべていた。絶対に泣かせるまい、と思っていたユイカにそんな表情をさせたことが、オレは何とも悔しかった。

「そんなの駄目よ、アキト！　だって、だってあたし、あんたのことが……。あのときの返事を、まだしてないのに……」

　そう言って、ユイカはオレの腕の中で、もぞもぞと身体を動かした。迷いのない様子で、左手で縄ばしごをつかむ。右手をオレの首に回す。目を閉じて、そっと顔を近づける──。

「え……？」

　何が起こったのか、すぐには分からなかった。

　唇くちびると唇が触ふれ合った。ぷるぷるとした柔やわらかな感かん触しよくが、オレの唇から全身へと広がった。時が止まった。オレの頭を抱き寄せて優やさしく包み込むユイカだけが、今のオレの世界のすべてだった。

　一いつ瞬しゆんという名の永遠の時が過ぎ去った、そのときだった。

　急に身体が軽くなった。全身を執しつ拗ようにさいなんでいた苦痛が、少しずつ和やわらいでいった。それと同時に、意識が急速に薄うすらいでゆくのを感じた。

　ああ、お迎むかえが来たんだな。

　ユイカの胸に抱かれて、オレはそう思った。我芽津の野望を叩たたきのめして、ユイカの生命を救った。そしてこうやって、ユイカとお互たがいの気持ちを確かめ合うこともできて……それで逝ゆけるのなら、もう思い残すことはない。

「アキト……？」

　凍こおりつくような表情を浮かべたユイカに、オレはほほ笑んだ。笑ってユイカとお別れしたかった。最後に何を言おう。ありがとう、かな。さようなら、かな。そんなことを考えながら、オレは気を失った。




　　　　＊




　目を開くと、ヘリの中だった。不安そうな面おも持もちで、ユイカがオレを見下ろしている。

　オレは身体を起こした。意識は、はっきりしていた。胸の痛みも、手足の痺しびれも、噓うそのように消えてなくなっている。あれだけオレを苦しめていた我芽津の毒が、すっかり抜ぬけてなくなっているように感じられた。

　これは……どういうことだろう？

「アキト！　よかった、死んでなかったのね！」

　半分笑って、半分泣きながら、ユイカが言った。目の前の光景が噓ではないことを確かめるかのように、ぱちぱちと瞬まばたきをした。

　オレも全身を手で探さぐって、間ま違ちがいなく自分が生きていることを確かく認にんした。

「さっきのキスで、元気になったみたいだ」

　オレは笑った。そうとしか考えられない。あれほどオレを苦しめていた我芽津の置き土産みやげが、何ともあっけないことだ。オレを救ってくれたのは、ユイカのとっさの行動だった。いや、ここはユイカの愛、と言っておこうか。

「もう一回キスしてくれたら、もっと元気になるかもな」

「バカ」

　ふくれっ面つらをして、ユイカはオレのほっぺを軽くつねった。その痛みが、オレに自分がいま生きていることを実感させてくれた。どうやら助かったようだった。







　エピローグ　社会人、ゴーホーム！







「若き英えい雄ゆうの、新たなる伝説に乾かん杯ぱい！」

「社畜タワー最後の夜に乾杯！」

「くたばれ、社畜！」

「つぶれろ、ブラック企き業ぎよう！」

　ジョッキやグラスの触れる音が、あちこちで響ひびいた。オレもコーラの入ったコップを高く掲かかげて、今日起こったさまざまな出来事に思いを馳はせた。昨夜に引き続き、社畜タワー近くのバーには反社畜たちが集つどい、朗ほがらかな声が狭せまい店内を賑にぎわせていた。「反社畜サミット」の第二夜の幕が開いたのだ。




　　　　＊




　社畜タワーから間一髪で脱出したあの後、オレとユイカを救い出したヘリコプターは、ある大病院の屋上に着陸した。すぐさまオレたちは担たん架かで救命救急センターに運ばれた。

　オレは最さい新しん鋭えいのＣＴ機器による検査を受けた。輪切りになったオレの身体の白黒画像を確認した壮そう年ねんの医師は、実に不可解なものを見たと言わんばかりの困こん惑わくした表情を浮かべ、

「一応、異常なし。一応な」

　と、よく分からないことを言い出した。どう解かい釈しやくしていいのか、彼自身が頭を悩なやませているようだった。要領を得ない説明がその後に続いたが、オレなりに理解したところでは、

「もの凄い猛もう毒どくと人間離ばなれした自然治ち癒ゆ力が激しいバトルを繰くり広ひろげて、後者が勝利した結果」

　が、今のオレの身体からだということになるらしい。

　医師は「一体どうなっているのか不思議でたまらないからぜひ解かい剖ぼうさせてくれ」とか今にも言い出しそうな勢いだった。次し第だいに不安になったオレは、ユイカにキスされて急に苦痛が和らいだ、ということを正直に話した。すると医師は妙みように納なつ得とくしたような顔でこんなことを言い出した。

「びっくりすることを『毒気を抜かれる』っていうだろう。きっとそれだな。君みたいなモテない男子が可愛かわいい女の子から急にキスされたので、あまりの驚おどろきに毒が抜けてしまったのさ」

　いやいやいや、それはただの慣用句だろう！　そんなんで本当に毒が抜けるわけがあるか！　このおっさん、ヤブ医者じゃないだろうな？　それにモテないは余計だよ！

　ユイカは脚あしの怪我けがの治ち療りようを受けた。幸いにも打だ撲ぼくと火傷やけどだけで骨折はしていなかった。煙けむりを吸った影えい響きようについても懸け念ねんされたが、血液検査の結果、軽度の一酸化炭素中毒と診しん断だんされた。新しん鮮せんな空気を吸っていれば回復するはずだが、安静にして様子を見る必要があるとのことだった。

　実のところオレとユイカが心配したのは、自分たちの身体のことよりも、お金のことだった。これだけ行き届いた設備で検査を受けたりしたら、法外な医い療りよう費を請せい求きゆうされるのではないか。まさかヘリコプターの代金まで払はらわされることはないだろうが……。

　だが、それは杞き憂ゆうだった。オレを診しん察さつした医師は、笑いながらこう言った。

「君たちは、シュンスケの反社畜仲間なのだろう？　治療費をもらうわけにはいかんよ。大だい丈じよう夫ぶ、理事長の職権を濫らん用ようしてうまくやっとくから」

　医師は病院の理事長で、しかも虎こ牙がの叔父おじにあたる人だった。熟練の医師で、病院経営者としても広く名を知られているらしい。ここ以外にもいくつかの病院を経営しているとのことだった。虎牙の一族だけあって、ただ者じゃないな。虎牙の両親が何をやっているのかは知らないが、多分並の人たちではないだろう。

　その虎牙は、クールさんとともにタクシーで病院まで駆かけつけていた。診察が終わると、

「ああよかった。二人とも無事だったんだね。本当によかった」

　クールさんが涙ながらに駆け寄ってきた。一方、虎牙の奴やつはのんびりとした口調でこんなことを言い出した。

「さて、昨日のバーに向かおうぜ。反社畜のみんなが待っているからな」

　あれほど危険な目に遭あったこの夜のことを、もう忘れてしまったかのようだった。過ぎ去ったことよりも、今をどう生きるかの方が、この男にとっては大切なのだろう。

「駄だ目めだよ。立たち花ばなくんとユイカちゃんは、安静にしていなきゃ。それに、夜ももう遅おそい。未成年が出歩く時間じゃないよ」

　クールさんは驚いてそう主張したが、虎牙は笑ってそれを一いつ蹴しゆうした。

「今夜の主役はおれたち四人だぞ。おれたちが全員そろって行かなくてどうする」

　確かに、それはその通りだった。

「あたし、行きたい。ううん、行かなきゃ」

「もちろん、オレも行くさ」

　ユイカとオレがそう言うと、クールさんは肩かたをすくめた。

「やれやれ。どうせ止めても無む駄だなんだろうね。キミたちは、言い出したら聞かないからね」

「よし、病院側には私がうまくごまかしておく。安心して行ってきなさい」

　理事長が親指を立てた。やけにノリのいいおっさんだ。虎牙の性格は、間違いなく遺伝によるものだろう。そう思っていたら、虎牙の方もまた変なことを言い出した。

「決まりだな。すぐにヘリの手配をしてやるから待ってろ」

「またヘリを使うのかよ！　というか、バーのある繁はん華か街がいにどうやってヘリを着陸させるつもりなんだよ!?」

「お前、パラシュートというものを知らんのか？」

「どこの世界に、飲み屋行くのにパラシュート使う奴がいるんだよ！　普ふ通つうにタクシーにしてくれ！」

　虎牙をなだめつつ、オレたちはタクシーを呼んでみんなの待つバーに向かったのだった。




　　　　＊




　オレたちがバーに到とう着ちやくすると、集まった反社しや畜ちくたちが、昨日以上に温かく、熱ねつ狂きよう的なくらいの勢いで迎むかえ入れてくれた。

「待っていたぞ！　早くこっちにこい。そっちじゃない。お前らは主役なんだから、もっと真ん中に座れ」

「おせえぞ、若造ども。仕事の後の一いつ杯ぱいに遅ち刻こくするなんて、反社畜の風上にも置けねえ奴らだなあ」

　反社畜たちは、すでにほろ酔よい気分のようだった。９時開かい催さいのはずが、深夜12時を過ぎているのだから当然のことだ。それでも、今夜の主役であるオレたちが到着するまでは「反社畜サミット」を始めるわけにはいかないと考えて、乾杯は後回しにしてずっと待っていてくれたのだ。オレたちを迎えて、ようやく「乾杯！」の声が店内に響き渡わたった。

　乾杯が終わるとすぐに、

「皆みなさん、ここでちょっとお知らせがあります！　はい、注目！」

　大声を出し、無理やりみんなの視線を集めた男がいた。「社畜の暗黒闘気と反社畜の光の闘気を併あわせ持つ闘とう士し」を自じ称しようする松まつ田だだった。

「何でお前がしゃしゃり出てくるんだ」

「引っ込め！」

　一いつ斉せいにブーイングが飛ぶ。ひどい言われようだが、本人はあまり気にしていないようだった。ある意味で、反社畜の世界に居場所を得たといえるかもしれない。

「まあまあ、そう言わないでくれ。ある人から、メッセージを託たくされているんだ」

　松田は、そう言ってポケットからメッセージカードを取り出した。裏声を使って、朗読する。

「反社畜の皆さまの健けん闘とうに敬意を表しますわ。でも、いつの日かあなたたちをまとめて社畜に改造して差し上げますので、覚かく悟ごしてやがりなさい！　特に立花アキト！　あなたには私が直々に社畜の極意を教えて差し上げますわ！　あなたのこと、私はまだあきらめていませんから！　根ね津づ畑はたラクこと、和わ久く村むらミウより」

「はは、めっちゃ似てる」

　お前、声マネ芸人になれよ。

「わはは。こいつは痛快だ。全社畜のアイドル・根津畑ラクも、ついに俺たちのことを認めたか」

　上じよう機き嫌げんにジョッキを掲げたのは、見たことのあるおっさんだった。虎牙が持っていたビデオに出ていた反社畜だ。ＦＣ成なる瀬せ川がわとかいうサッカーチームみたいな反社畜集団のリーダー、成瀬川さんだ。

「あいつも、来ればよかったのに」

　オレは言った。社畜とはいえ、今夜に限っては一いつ緒しよに戦った仲間だ。反社畜たちも、断らないだろう。だが、松田は首を振ふった。

「社畜の自分が反社畜の集まりに顔を出すわけにはいかない、ってどうしても言い張ってな。変なところで律りち儀ぎだからな、彼女は」

「ちっちゃいコも、松田さんくらい無節操になればいいのにね」

　ユイカの言葉に、松田は「そうだよな」と答えた。からかわれていると気が付いていないのだろうか。おめでたい奴だ。

「ところで、あなたたち。今日の事件が世間でどう報道されているか、まだ知らないでしょう？」

　テーブルの向かい側に座った四し条じよう社長が、ワイングラスを片手に話しかけてきた。オレがうなずくと、夜11時のニュース番組の内容を詳くわしく教えてくれた。

　オレたちが病院からこのバーに移動している間に、さまざまな動きがあったらしい。

　まず、社畜タワーの管理会社が謝罪会見を開いた。社畜タワーの火災については、すでに大きく報道されていた。奇き跡せき的に死者は出ていない模様だが、タワーそのものが大きな欠けつ陥かんを抱かかえた設計になっていたことは、すでに周知のこととなっていた。「皆さまに深くお詫わび申し上げます」と社長は頭を下げたが、「火災そのものは人じん為い的なもので、当社に落ち度はない」と言い張った。ごちゃごちゃと言い訳していたが、要約すると「俺は悪くないんだけど各方面から謝っておけと叱しかられたから、仕方なく形だけ謝りま～す」ということらしい。

　さらに、その記者会見の最中に、また別のニュースが飛び込んできたらしい。社畜タワーのすぐ近くで大量の藁わらを積んだ軽トラックが発見され、その藁山の中で、意識不明になった我が芽め津つイリナが発見されたというのだ。救急車で搬はん送そうされたが、命に別状はないらしい。なぜそんな軽トラックがそこにあったのかは謎なぞだが。

　そして、我芽津のこれまでの不正行こう為いや数々のブラック企き業ぎようとの癒ゆ着ちやくが、マスコミにリークされていた。野党とマスコミは、これを我芽津のみならず与よ党とうの体質の問題であるとして、厳しく追つい及きゆうを始めていた。与党執しつ行こう部ぶは、これをすべて我芽津個人の問題として、蜥蜴とかげの尻しつ尾ぽ切きりに走った。『一億総社畜化計画』は、露つゆと消えたのだ。

「そうか、我芽津は生きていたか」

　四条社長にその話を聞かされて、オレはつぶやいた。隣となりの虎牙が、少しだけほっとした様子で言う。

「あんな奴でも、死ねば後味が悪いしな。まあよかったんじゃないか。死んで罪をうやむやにするより、生きて罪を償つぐなう方がいい」

「ただ問題は、なぜ生きていたのか、だよな。まさか……」

　あのとき、確かに我芽津はオレたちの目の前で、社畜タワーの最上階から地上へと飛び降りたんだ。ところがその我芽津が、地上の藁山の中で見つかったという。考えられることは、ただ一つしかなかった。

『魔のイービ急降下ルダイブ』。

　以前、虎牙がオレに教えてくれた反社畜スキルだ。どんな高いところから飛び降りても平気という、かなり強力な技わざだ。50階から飛び降りて生きている理由は、それしか考えられない。それとも、たまたま落ちた先が藁山で、たまたま運がよく軽傷で済んだとでもいうのか。そうではあるまい。

「なぜあいつが反社畜スキルを使っているんだ!?」

　オレが疑問の声を発すると、不意に、誰だれかがそれに答えた。

「それはな、もともとあやつが反社畜だったからじゃ」

　その声は、オレの背後から発せられた。突とつ然ぜんのことだったので、オレはびっくりした。な、なんだ……まるで気配を感じなかったぞ!?

　後ろには、誰もいなかった。あるのは、昨日虎牙が脱ぬぎ捨すててそのまま放置された『社畜くん』の着ぐるみだけだ。

　と思ったら、その『社畜くん』が動いた！

「うわっ」

　『社畜くん』の丸い拳こぶしの一いち撃げきが、オレの眉み間けんめがけて放たれる。突然のことで、よける間もない。驚おどろいて立ち尽つくしていると、拳はオレの目の前で止まった。本気でオレを殴なぐろうとしたわけではないらしい。

「はっはっは。びっくりしたか？」

　『社畜くん』の頭が開いて、中から老人の顔が出てきた。

「あ、あんた……まるでプロの殺し屋だな？」

　老人は、完全に気配を消していた。拳の速度も、老人のものとは思えなかった。その気になれば、オレの頭など簡単に吹ふき飛とばせただろう。着ぐるみを脱ぎながら老人は答えた。

「プロの殺し屋？　違ちがうな、わしはプロ市民じゃ。世の中の困っている人たちの支し援えんを、いろいろと手がけておるでな」

　言いながら、老人の視点がふとある一点へと固定された。オレは振り返った。その先には、クールさんがいた。

「おじいちゃん……？」

　感かん極きわまった様子で、クールさんがつぶやいた。

「……こいつは驚いた。レイラか？」

「おじいちゃん！」

　老人に駆かけ寄よって、抱だきついた。今のクールさんには、『クールさん』という愛あい称しようはまるで似合わない。祖父に甘えるただの少女だった。

　それにしてもこの人がワクワクフーズ労働組合の元委員長で、『働き手をスター照らす星ライト』の異名をとる男、神楽かぐら幸ゆき虎とらか。今も語かたり継つがれる伝説の人に、ついに会えたのだ。オレは敬意を込めてその人を見つめた。さすが伝説の人、見るからに凄すさまじいオーラに満ちあふれて──。

「おお、レイラ～。じいちゃんじゃあ～。大きくなったのう～」

　……満ちあふれてないな。どう見ても普通のおじいちゃんだ。

「神楽のじいさんよ。ずいぶんと久しぶりじゃないか。どこかでくたばったかと思っていたが、しぶとく生きていたか」

　口を開いたのは、ゼニクレの執しつ行こう役員、藤ふじ浦うら氏だった。

「まあな。ちょっとニューヨークに行っておった。あちらの社会運動がなかなか盛り上がっておってのう。面おも白しろそうだからと、のぞいてみたのじゃ」

　ウォール街デモ、だっけ。ミウが以前、そんな話を教えてくれたよな。そして、幸虎じいさんがそのままアメリカに移住した理由は、確か……。

「そしたら、アメリカという国は右を向いても左を向いてもパツキンでボインのねーちゃんだらけでのう。こいつはたまらんと、ついついそのまま居ついてしまったのじゃ」

　それ、本当の話だったのかよ！　できれば知りたくなかった！　伝説の反社しや畜ちく・神楽幸虎は、せめてオレの心の中だけでも、立派で清せい廉れんな聖人君子であってほしかった！

「で、我芽津がもともと反社畜だったってのは、どういうことなんだ？」

「あやつはな、わしの弟で子しだったのじゃ。十年以上も前のことじゃがな。我芽津はまだ大学を出たばかりの初うい々ういしい新社会人で、会社社長でも国会議員でもなかった。わしのところに、頭を下げに来たのじゃ。反社畜としての極意を教えてほしい、と」

　その頃ころは、まだ人に頭を下げることのできる、謙けん虚きよな人間だったらしい。

「わしなりに教えられることは教えたつもりじゃったが、どうしても教えてやれんこともある。あやつは技術は身に付けたが、心は身に付かなかった。皆も知ってのとおり、反社畜にとって最も重要なのは、強力な反社畜スキルを習得することなどではない。早く帰って休みたい、週末は家族や恋こい人びととのんびりと過ごしたい、そういう強い意志が何よりも大事なのじゃ。我芽津にはそれがどうしても分からなかった。やがてあやつは、わしの前から姿を消した。あやつはもともと反社畜として生きるつもりなどなかった。身に付けたスキルを悪用して社内でどうのし上がるか。そればかり考えておったのじゃ」

　苦い表情を浮うかべる幸虎じいさん。

「後から知った話じゃが、あやつ、定時に退社しているフリをしながら、実は家で持ち帰り残業をしていたのじゃ」

　愛弟子の裏切り。すでに会社を定年退職し、反社畜としての第一線を退いていた神楽幸虎にとって、それは痛つう恨こんの出来事だっただろう。自分の技術と志を託たくすべき相手に背そむかれて、一体どんな思いだったのだろうか。

「それで、おじいちゃんは僕たちの前から姿を消したんだね？」

「うむ。わしはおのれを見失った。自分の、反社畜としての生きざまを、すべて否定されたような気がした。もう、わしは誰にも顔を合わせることができん、と思った。『働き手をスター照らす星ライト』などと呼ばれていい気になっていた自分が惨みじめに思えて、わしは自分が許せなかったのじゃ」

　伝説の反社畜としての名声をほしいままにしてきた男にも、人並みの苦く悩のうがあったのだ。

「でも、おじいちゃんは立ち直った。そうでしょう？」

「ああ、まあな」

　幸虎じいさんは孫まご娘むすめに胸を張った。

「親切な人たちがいて、わしを市民運動へと誘さそってくれたのじゃ。反社畜は引退したが、別の形で、ブラック企業を叩たたき潰つぶしたり、困っている労働者に救いの手を差さし伸のべたりしておる。これはこれで、なかなか楽しいもんじゃぞ」

　新たな目標を見つけて、充じゆう実じつした第二の人生を送っているわけだ。素す敵てきな老後だな。「定年退職なんかしたら、生きがいがなくなってしまう！」とかほざいているバカな社畜どもに聞かせてやりたい。

「ちなみに、弟子を取らない主義だったわしがあやつを弟子にしたのは、あやつがおっぱいの大きい、なかなかの美人だったからじゃ」

　それ、今言う必要がありますかねえ？　どうもこのじいさん、いい話を余計な一言で台無しにするタイプだな。

「父さんや母さんたちにも、会って行ってよ」

　クールさんの言葉に、だが、幸虎じいさんは首を振ふった。

「残念ながら、明日あしたの朝にはすぐに立たねばならん」

　幸虎じいさんの目は輝かがやいていた。

「わしがアメリカから帰国したのは、困っている人からの助けを求める声を聞いたからじゃ。東海地方のあるブラック企業の話を耳にしてのう。外国人研修生からビザや預金通帳を取り上げて事実上の監かん禁きん状態にし、最低賃金以下の対価で働かせているというのじゃ。すぐにでも助けに行ってやらねば。今日このサミットに出席したのは、帰国したついでじゃ」

「そうか、じゃあ、せめて今夜だけでも楽しまなきゃな、じいさん」

　馴なれ馴れしく幸虎じいさんに近寄ったのは、虎牙だった。

「オレは虎牙シュンスケ。今の反社畜界で最もホットな男だ。覚えておいてくれ。それから、あんたの孫娘は、じいさんにならって立派な反社畜になっているぜ。その成長ぶりを、見てやりなよ。あと、こいつなんだが」

　ドン、とオレの背中を叩いた。

「あんたの若い頃にそっくりだって、年寄りどもが口をそろえて言っている有望株だ。今日が誕生日らしいから、祝ってやってくれよ」

　日付が変わっているから、正確にはもう昨日だけどな。

「ほう、そいつはめでたいな」

　幸虎じいさんは、不意に口元をほころばせた。

「じゃがお前さん、もう一つ、めでたいことがあったじゃろ？」

　ニヤニヤしながら、ポケットから何かを取り出す。タブレット端たん末まつだった。年寄りのわりに手慣れた動作でアプリを開く。画像ビューアのようだ。そして、ある画像を表示させて、ニカッと笑ってオレに見せた。

「そ、その写真は！」

　驚くべきものを見て、オレは固まった。縄なわばしごにつかまりながら、オレとユイカが抱だき合あってキスをしているところが、バッチリと映っていたのだ。

　な、なんでそんな決定的な瞬しゆん間かんを捉とらえた写真があるんだよ！

「視し聴ちよう者からの投とう稿こう、というやつじゃな」

「何の視聴者だよ!?　意味分かんねえよ！」

　しかしよく考えると、炎えん上じようする社畜タワーには、大勢の野次馬が群がっていたはずで、その中には性能のいいカメラをたまたま持ち合わせた人もいたはずだ。炎上するタワーの屋上に奇き妙みようなヘリが近づくのを見たら、当然そこにカメラを向けるはずだ。

　やべー、下手へたするとネットで拡散しているぞ、これ。

「どれどれ？」

　反社畜たちが一いつ斉せいに集まって、タブレットを覗のぞき込む。虎牙が口笛を吹いた。

「ぎゃー！　何なのよ、これ！　これはウソ！　いい加減な週刊誌のデタラメを信じちゃいけないわ！　捏ねつ造ぞうよ捏造！　はい解散！」
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　ユイカが取り乱して叫さけんでいる。そ、そんなに力いっぱい否定しなくても。

「え？　え？　お前ら、やっぱりそういう仲だったのか！」

「何を今さら。バレバレなんだよ、この二人は」

　驚きの声を上げた松田の肩かたを、虎牙は笑いながら叩いた。




　　　　＊




　それから一週間ほどが経過した。社畜タワーが倒とう壊かいしてしまったため、ゼニクレ商事も営業を再開できず、オレたちは自宅待機状態だった。

　姉ちゃんの退院の日が決まった。まだ通院は必要だが、リハビリをしっかりすれば、日常生活に不自由しないくらいには回復できるとのことだった。いずれは大学に復帰することもできるだろう。

「さて、姉ちゃんには、どう説明しようか」

　オレはユイカと一いつ緒しよに、病院の屋上で夜空を眺ながめていた。そろそろオレたちの秘密──「反社畜」として社畜やブラック企き業ぎようと戦っていることを、姉ちゃんに告げなくてはならない。怒おこられるだろうなあ。

「そりゃ、正直に言うしかないでしょ。ミサキお姉さん、怒ると怖こわいけど、二人一緒なら大だい丈じよう夫ぶよ」

「なんかガキの頃を思い出すな」

　もう一つ、考えないといけないことがある。オレたち自身の、身の振り方のことだった。この後、どうしようか。いずれ営業を再開するであろうゼニクレ商事でこのまま働くのがいいのか。無理に留とどまる必要もない。では、また別のブラック企業へと渡わたり歩あるくか？　それとも……。

　未来は無数にある。夜空に瞬またたく星のようなものだ。その中から、これだと思うものを自らの力でつかみ取ることができるのは、オレたち若者の特権であるはずだった。

「あ、流れ星」

　ユイカが空を指差した。赤い閃せん光こうが、尾おを引いてまっすぐに天を横切っていった。神秘的な光景に、オレたちは魅み入いられた。

「あ、やべ、願い事しなきゃ」

　オレは慌あわてて、手を合わせて祈いのった。やがて流星はオレたちの視界の外へと消えていった。

「何をお願いしたの？」

「社しや畜ちくが滅ほろびますように。ブラック企業がつぶれますように。みんなが笑って働ける社会になりますように。ずっとユイカと一緒にいられますように。姉ちゃんが元気になって大学に戻もどれますように」

「そんなにたくさんお願いしたの!?　呆あきれた」

「まだまだあるぞ。クールさんがますます女の子たちの人気者になりますように。ミウがアイドルとして成功しますように。虎牙はもうちょっとおとなしくなってくれますように。それから……定年退職するまでずっと、反社畜でいられますように」

「え、あんた定年まで反社畜でいる気なの？」

　ユイカは目をぱちくりさせた。

「あたしは、二十年後、三十年後まで反社畜をやってるつもりはないけど？」

「それって、専業主婦願望ってやつ？」

　も、もしかしてこれは、遠回しのプロポー……。

「そうじゃなくて」

　全力で誤解したオレに、ユイカは苦笑した。

「何十年か後には、反社畜なんて必要ない時代が来てほしいと思わない？」

「あ、そういうことか」

　確かにその通りだった。

　社畜もブラック企業も過去のものになれば、定時退社を妨さまたげるものは何もなくなる。そうなれば、反社畜だって必要なくなる。ユイカが言っているのは、そういうことだった。

「そうだな、きっと来るさ。近いうちに、そんな時代が」

　一人ひとりの力は弱いが、手を携たずさえることで強くなれる。我芽津との戦いでもそうだった。これからもオレたちは、誰だれかに支えられて、誰かを支えながら戦っていくのだろう。そして激げき闘とうの長いトンネルを抜ぬけた先には、誰もが人間らしく働ける社会、でたらめで理り不ふ尽じんな働き方を強要されることのない社会が待っているに違ちがいない。

　ユイカは、肩をぶるっと震ふるわせた。今日は少し肌はだ寒ざむい。オレはユイカの肩を抱き寄せた。

　うるんだ瞳ひとみで、ユイカはオレのことを見ている。右手が、首から下げたシロクマのペンダントをもてあそんでいる。吸い寄せられるように、オレはユイカと向かい合った。ユイカが、そっと目を閉じる。

　ああ、可愛かわいいな、とあらためて思った。ユイカは頰ほおを赤く染めて、オレを待ち望んでいた。胸の鼓こ動どうが伝わってくるようだった。

　オレはユイカの桜色の唇くちびるに、自分の唇を近づけて、そして──。

　胸ポケットで、スマホがブルッと振しん動どうした。電話だ。驚おどろいて、ユイカはオレから身を離はなす。タイミングの悪さに、オレたちは苦笑いした。応答すると、クールさんの慌ただしい声が聞こえてきた。

『大変だよ、立花くん。ユイカちゃんも一緒だね？』

「そうだけど。何があったの、クールさん」

『株式会社アコギの反社畜社長、四条ミレイさんを覚えているよね？　さっきアコギで緊きん急きゆうの取とり締しまり役やく会かいがあって、彼女、社長を解任されたらしい』

「えーっ」

『ブラック企業体質を改めようとする四条社長の改革に対して、社畜連中がクーデターを起こしたんだ。連中は四条社長を監かん禁きんして、全社員に帰宅禁止命令を出した。徹てつ底てい的に働く者をこき使い、使い潰つぶすつもりらしい』

　ユイカと顔を見合わせた。また新しい戦いの火ぶたが切られたのだ。

「こうしちゃいられないわね。助けに行かないと」

　オレはうなずいて、ユイカの手を取った。次なる戦場に思いを馳はせながら、オレたちは歩み出した。







　あとがき




　番組の途と中ちゆうですが、ここで臨時ニュースです！

　本作『星降る夜は社しや畜ちくを殴なぐれ』が、先日行われた「第７回日本タイトルだけ大賞」の「上うえ田だ渉わたる賞」に選ばれました！　２０１４年も多数の本が出版された中での快挙です！　選んで下さったオトバンクの上田渉さん、ありがとうございます！

　この「タイトルだけ大賞」、僕も存在自体は知っていて、過去に受賞作のタイトルを見てゲラゲラ笑っていた記き憶おくはあるのですが、まさか自分の作品が選ばれるとは……いやはや驚おどろきです。やはり世界は驚きと神秘に満ちています。

　ちなみにこの賞は、「タイトルがコピーとして優れたもの、日本語として美しいもの、面白いもの」を表ひよう彰しようする賞とのこと。タイトルだけで中身がない本をクサす賞ではないので念のため。やはりタイトルは作品の「顔」ですからね。これに満足せず、今後も変なタイトルを……じゃなかった、タイトルはもちろん、中身もユニークな作品を書き続けていきたいと思っています。頑がん張ばります！




　２巻が出てから３巻が出るまでの間にも、労働問題に関わる社会情勢には様々な動きがありました。中でも、フランスの経済学者トマ・ピケティさんの本がブームになり、格差論に大きな注目が集まっているのは、とても興味深い話だと思います。金持ちはより金持ちに、貧しい者はより貧しくなるという現実を突つきつけられて、「世の中所しよ詮せんそんなものさ。仕方ない」とあきらめるのか、「それはおかしい。正すべきだ」と考えるのか、僕たちも試されているのだと感じます。……って、ピケティさんの本をまだ読んでいないのに適当なことを言いました。すいません。

　謝辞に移ります。

　またまたカッコ良すぎる表紙イラストを描えがいて下さった霜しも月つきえいとさん。担当編集者さまはじめ、スニーカー編集部の皆みなさま。様々なかたちでこの本に関わって下さったすべての皆さま。「３巻まだ？」「３巻出たら買うよ！」と声をかけて下さった友人知人の皆さま。いつもありがとうございます。おかげさまで、無事に３巻を出すことができました。

　それでは皆さま、優ゆう雅がな有給休きゆう暇かライフを。





２０１５年２月某ぼう日じつ　土日を自宅でダラダラと過ごしながら　高たか橋はし　祐ゆう一いち
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